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　時刻は午後十一時。

　――墓地にて。

「覚かく悟ごはいいか！　双ふた葉ば！」

「そっちこそ、準備いいのか!?」

　御ご色しき第だい一いち小学校五年一組、吉よし永なが双葉は約二メートルの高さから、同じくらいの高さに座っている石いし田だ歳とし三ぞうに呼びかけた。

　周囲の墓石の上に置かれた懐中電灯がそれぞれの顔を照らしだし、不気味な表情でにらめっこをしている。時おり身体からだがぷるぷると震ふるえるのは、彼女たちの下のせいだ。

「お、おい勝かつ太た！　無理すんなよ!?」

「だいじょぶ……トシに比べたらまだ軽い」

　双葉を肩かた車ぐるましている少年に、そっと呼びかける。口ではそう言うものの、足あし下もとがヤバイ感じに震えている。早めに決着をつけた方が良さそうだ。

「よ、よし……えーと、トシ、これで何種目めだっけ？」

「んーと、徒競走に障害物競走に、あとムカデ競争だから、これで四つめだ」

「じゃ、今から四種目め『ふたり騎き馬ば戦せん』始めるぜ！」

「っしゃ！」

「わーい！」

　石田を支えている藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろうが大おお袈げ裟さにはしゃぐので、上にいる石田の身体がぐらついた。宗次郎にしがみつくようにしてなんとかバランスをとる。ちなみにこの「ふたり騎馬戦」、先に倒れた方が負け、というデスマッチだ。

　双葉も同じように勝太にしがみついている。たぶん、十秒以内に決着がつくだろう。

　現在の得点は二十対十八。双葉のチームが若じやつ干かんリードしているが、この競技でアッサリ覆くつがえされてしまう。まぁ点取り争いはオマケのようなものなので、それほど気にしていない。

「いくよー！」

　石田の下の宗次郎が、首から提さげていた笛ふえを器用に吹く。その合図と同時に、双葉の騎馬も石田の騎馬も勢いよく走り出し――

　そして同時にコケた。

「おわぁぁぁぁぁっ！」

　勝太が転んだのは、ちょうど墓石の真ん前。上に乗っていた双葉はとっさに手を前に出し、墓を押し倒す。倒された墓石が後ろの卒そ塔と婆ばを倒し、その卒塔婆がさらに後ろの墓石を倒し、さながらドミノのように崩れていく墓場。

　反対方向を見ると、石田は墓石に頭から突っこんだらしく、それ以外は双葉と同じくドミノ倒しになっていた。

「うわー！　やっちまった！」

　額ひたいをおさえて狼ろう狽ばいする石田。

　足下にはムカデ競争に使った卒塔婆などが放置されており、戦せん々せん恐きよう々きようたる有あり様さまだった。これは怒られるどころの騒ぎじゃないだろう。

「……あ、あは、あははははは！」

　たまらず笑い出す宗次郎。もうここまでヒドイ状況だと笑うしかない。ドリフのオチのような有様を見て、これをどう修復するのかなどと考える余よ地ちもない。

「わ、わははは、わーははははは！　やっちまったやっちまった！」

　双葉も石田も勝太も笑ってしまった。取り返しがつかない状況で笑う子ども四人。今の状況を大人が見たらどう思うだろうか。怒るよりもまず、心配するかもしれない。

「…………」

　砂じや利りを踏ふむ音に振り返る子ども達。

　そこに、大きな黒い影が立っていた。

「……ずいぶんと、派手にやってくれたな」

　黒い影は重い声でつぶやいた。

　その場にへたりこみつつ、後じさりする子ども達。

「あ、あはは、あははははは……」

　後じさりすると、黒い影もまた一歩踏み出す。

　そこには、彼らを心配する様子など、微み塵じんもなかった。

　残るは、最後の競技。

「――また、徒競走か？」

　双葉のつぶやきに、全員がうなずいた。































　昧まい礼れい寺じという寺がある。

　御ご色しき町ちようの南みなみ端はしに位置しており、裏には大きな墓場と森がそびえている、ごく普通の寺だ。しかし町内の檀だん家かは墓参り以外にも、様々な理由でここを訪れる。寺の人間と世間話をしに通う者もいれば、自分の未み熟じゆくさに嫌いや気けが差して修行をしたいという若者まで。寺だけでなく、裏の森に用事がある人間も多い。季節に応じた植物のほかに、夏は虫取りなどで子ども達にも人気だ。

　それでも、御色町の人間が昧礼寺を思い浮かべる時、まず最初に連想するのが住じゆう職しよくだ。

　還かん暦れきをとうに過ぎていることを知っている者は少ない。身長は二メートルを超え、体重も百キロに届く勢いだ。だが太っているのではない。全すべて趣味の筋トレが高じて身についた筋肉の重さだ。その鋼こう鉄てつのような身体からだは、御色南口商店街のテンプルナイツたちも一目置いている。

　その上、目が弱いらしく風ふ呂ろと就しゆう寝しん時じ以外は常にサングラスをかけているので、傍はた目めには坊ぼう主ずどころか仏教徒にすら見えない。

　ついたアダ名が「ターミネーター」。まことにわかりやすかった。

　さて、そんな昧礼寺の住職は、本堂から廊ろう下かで繋つながっている自宅の冷蔵庫から麦茶の瓶びんを一本取り出すと、少し考えてもう一本取り出す。戸と棚だなから盆ぼんを取りだして数個のグラスと一緒に置き、来た道を引き返した。

　まだ正しよう午ごも過ぎていないのに、三十度を軽く超える猛暑だ。それなのに住職は眉まゆ一つ動かさない。天から降ふり注そそぐ日差しが禿はげ頭あたまをキラリと光らせるだけだ。

　廊下から本堂をぐるっとまわって裏手に出ると、そこは墓場であった。御色町の檀家のお骨こつが安置されているだけに、けして狭せまくはないが、それでも教室くらいの広さだろう。容よう赦しやのない日光が墓石を焼き、陽炎かげろうを生み出している。

　そんな墓場に、四人の子どもが寝ころんでいた。

「少し休め」

　そう言って住職が麦茶の載のった盆を見せると、子ども達は跳はね起おきて群むらがってくる。全員、誰だれに教えられたわけでもないのに頭にタオルを巻いていた。よほど暑かったらしい。

「どけっ！　あたしが先だっ！」

　群がる子ども達を蹴け散ちらしながら、一番早く麦茶をコップに注ついだのは、ポニーテールの女の子。御色町で一番有名な家、吉よし永なが家けの長女の双ふた葉ばである。頭のタオルを取り、全身をぬらす汗をぬぐいながら、すでに二杯目の麦茶を飲み始めている。

　続いてコップを手に取るのは、石いし田だ歳とし三ぞう、藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろう、島しま崎ざき勝かつ太たの三人。双葉のクラスメイトで、一緒くたに三バカで通っている。

　その三バカに双葉を加えた四バカは、ものの一分もかからずに麦茶を飲み干してしまった。三本にしておけばよかったかと一瞬後こう悔かいする住職。まぁ飲み過ぎは下痢げりの元だからこれくらいでいいだろうと考える。

「……ふむ」

　住職はサングラスに手をやり、墓場を見回す。

　草は綺き麗れいにむしり取られているし、倒れた墓石も元通りだ。折られた花も綺麗に添え直されている。

「及きゆう第だい点てんだな」

「おっしゃーっ！」

　住職の言葉に、子ども達が諸もろ手てをあげて喜ぶ。朝早くからずっと労働してきたのだ。たとえそれが罰であったとしても、達成感はあるだろう。

　倒れ伏した子ども達を、住職はひとりずつ持ち上げて本堂の縁えん側がわに放り投げる。疲れているのはわかるが、地面に寝そべっては服が汚れる。

「これに懲こりたら、もう夜は墓場で運動会などといった馬鹿げた真ま似ねはやめるんだな」

「あーい、すいませんでしたー……」

　口答えする気力もないのだろう。全員、住職の言葉を半分寝ながら聞いていた。

　若いというのはいいことだと住職も思っている。が、たとえ彼が仏門に入らなくとも墓地で遊ぶのは問題外だと感じるだろう。先祖の霊をなんだと思っているのか。肝きも試だめしとスポーツを合成させるなどという考え、だれが思いついたのか。

　何も考えずに倒れている子ども達を見て、ふと、住職は聞いてみることにした。

「貴き様さまら、もしも自分の祖母や祖父の墓を荒らされたらどう思う？」

「えー……？」

　倒れている女の子、双葉が上体を起こして聞き返した。

「墓とはどういうものか、まさか知らないわけではないだろう」

「いや知ってるけどさ。あたし達だって、倒そうと思って倒したわけじゃないんだぜ」

「だが、倒すかもしれないと知りつつ遊びを続けたのだ。先祖の霊を軽かろんじている証しよう拠こにほかならないだろう」

「むー……」

　言葉を返せない双葉。

　どうやら反省はしているようだ。だがしかし、彼女らには死者に対する礼というものをきっちり教えてやらねばなるまい。住職は咳せき払ばらいをし、その場にあぐらをかいた。

「いいか貴様ら。あの世には極ごく楽らくと地じ獄ごくがあるのは知っているな？」

　子ども達はうなずく。

「では、どういう者が極楽へ行けるか――それはもちろん、この世で善行を積んだ者だ。つまり、良いことをすればポイントが溜たまり、一定のポイントに達すれば極楽行きのチケットがもらえるようなものだな」

　これはどこの宗教でも似たような説明がされている。死後の世界で楽になりたければ、もしくは次の輪りん廻ねも良い存在に生まれたければ、この世でがんばれ、と。

「では、そのポイントが溜まる善行とは誰が判断しているのか。それはもちろん、あの世の人間だ。閻えん魔ま大王のような存在が判断しているのだな」

「つまり、墓荒らしはあの世の人間が怒るってことか……？」

　石田歳三が息も絶たえ絶だえに聞き返すと、住職は「うむ」とうなずき、綺麗になった墓地を指さした。

「あの下で眠っている者達は、我々が死んだ後、あの世への道案内のような役割をしてくれる。考えてもみろ、貴様らが死んだとして、自分のベッドを荒らすような奴らを極楽に招待したいか？」

「あたしだったら眠ってるところ邪魔する奴は、地獄に叩たたき落としたくなるな……」

　双葉が難しい顔で考えこむ。

　子ども達も自分のしたことの罪深さを理解したようだ。

「この墓だって、この世とあの世を繋ぐ扉とびらのようなものだ。お盆はとうに終わったが、これを壊こわされるとあの世に帰れなくなる霊れいもいるからな。用心しろ」

「だけど――」

　手を挙げたのは、眼鏡の少年。島崎勝太。

「そういう理り屈くつはわかるんですけど、顔も見たことない人達だし、ここにあるのもただの墓石だって、やっぱり思っちゃう時があります。わかってはいるんですけどね」

「うむ。そういう感情も理解できる」

　住職も腕を組み、想う。

　いくら口で説明したところで、しょせん他人。いや肉体がない以上、他人ですらない。ここに並んでいるのも、関係のない人間から見ればただの石だ。死んだ人をおろそかにしてはいけないのは誰だってわかるが、墓石は人ではない。

　そういうことに人が鈍どん感かんになったのは、なにも最近のことではない。科学が発展した高度経済成長期から徐々に忘れられていったことだ。よくよく考えてみれば、当時どころか遙はるか昔から墓で遊ぶバカガキは大勢いた。

「だがな、手遅れになってからではどうしようもない」

「手遅れ？」

　双葉が聞き返したその時。

「――？」

　背はい後ごに誰かがいるような気け配はいを感じ、住職は振り返る。

「……ほら見ろ、霊が怒っているぞ」

　本当かウソかは知らないが、子ども達は冷ひや汗あせをかきながら薄うすら笑わらいを浮かべていた。

「取とり憑つかれたら、来い。祓はらってやる」

　ニヤリと笑う住職。

　そう、住職も今の言葉は冗じよう談だんで言ったつもりだった。

　そのつもりだったのだ。
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　さて、昧礼寺からヘトヘトになって帰ってきた双葉は宿題もせずにぐったりしていた。実は双葉、意外にも夏休みの宿題は七月中に終わらせていた。しかしそれも七月の終わりに家の窓ガラスにヒビを入れてしまった罰ばつで、ママから脅きよう迫はくに近い形で勧すすめられ、半なかばヤケクソで終わらせたのだった。

『つまり何者かに強制されないと宿題をしないのだな。よい機会だ。少しは勤きん労ろうすべきだ』

　吉永家の門もん柱ちゆうに座っている犬の石像。名をガーゴイルという。

　門番型自動石像であるガーゴイルは、吉永家の平和だけでなく、御色町全体の平和を守る、いわば守り神のような存在として知られているが、双葉の宿題までは手伝えない様子だ。

「にしてもさー……もうちょっと優しく扱あつかえってんだ。ガーゴイルと違って石でできてるわけじゃねぇんだよ」

　吉永家の庭の椅い子すに座っている双葉。

　体中に張ると冷えるシートをつけている。普段は野球やサッカーなどで遊び回っている双葉も、今日ばかりは身体に来たようだった。

『普段使わない筋肉を使用するのも良いことではないか』

「限度があるだろー……」

『それに今回の件は、罰が主な目的だ。死者を軽んじた罰を嚙かみしめることだ』

「ちぇーっ」

　ぼやきながら足をばたつかせる双葉。双葉自身も納なつ得とくしている罰ではあるが、もう今日一日は何もできそうにない。

「またイタズラしたんだって、双葉ちゃん？」

　双葉の後ろから、兄の和かず己みが声をかける。Ｔシャツにジーパンという、和己にしては珍しい恰かつ好こうだ。しかしこれで女のような顔が相殺そうさいされたかと聞かれると、ただ単に男だん装そうの女性という風ふう貌ぼうになっただけだ。

「ダメだよ、お墓にそんなことしたら。怒られちゃうよ」

「もうイヤってほど怒られたよ……」

　返す言葉も元気のない双葉。

「そうじゃなくて、ご先祖さまに」

「はぁ？」

　和己は真剣な顔である。

「バチあたりなことをして、とり殺されちゃった話とかよく聞くでしょ？　双葉ちゃんもそういうことばかりしてると、悪い幽霊に――」

「うははははははは！」

　和己が最後まで言い終える前に、双葉の爆笑が全てをかき消した。

「んなわけねーじゃん！　だいたいこの現代で幽霊なんざ、怪談のネタにもならねーよ！　ニュースとかでも言ってるだろ？　幽霊より人間の方が怖いってさ」

「そんなことないよ！　僕の友達が体験したもん！　肝きも試だめしで廃はい墟きよに行った次の日から、毎日不ぶ気き味みな声が聞こえるって……！」

　だらけきった笑い顔の双葉と、真剣な顔の和己。

「それに幽霊ってアレだろ、プラズマだろ？」

「その説もかなり古いし、そもそもそれってＵＦＯだったと思うけど……」

「だってあたし、見たことねーし。兄貴だってないだろ？」

　フン、と鼻を鳴らす双葉。

　吉永家はオカルトに関してはまったく話題にならない。家族全員、霊感がまったくないようだ。死んだ先祖の霊を見た、という話も誰からも聞かない。

　そんな時、和己が変なことに気づいた。

「ガーくんって、そのへんどうなんだろう？」

『我われか？』

　これは双葉も考えたことがなかった。

　ガーゴイルといえば、動物や石像と会話ができる。だとしたら幽霊とも会話できるのではないだろうか――という考えは、安直なだけに誰も思いつかなかった。

『我は双葉と同意見だ。幽霊という存在は実際に見たことも聞いたこともない。我にとっては妖よう精せいや竜と同じ、空想の産物である』

「まぁ、そりゃそうか……」

　双葉も和己も納得。

　あの超現実主義のガーゴイルが幽霊の存在を信じるというのも、またおかしな話だ。ガーゴイルの存在自体が非現実的であるということはさておき。

「じゃ、僕図書館行ってくるね」

「お～」

『気をつけるのだぞ』

　手を振って走っていく和己に、双葉も弱々しく手を振り返す。

「あたしもウチでもう一眠りするか……」

　イスから立ち上がり、のそのそと帰っていく双葉。疲れているからだろうが、本当に幽霊でも憑ついているのかと疑いたくなるほど身体が重かった。







『む――』

　誰もいなくなった吉永家の門もん柱ちゆうで、ガーゴイルが思し案あんしている。

　今日もいつもの一日である。多少暑いが、和己は元気に勉強に励はげんでいるし、双葉もイタズラをして怒られて帰ってくる。まったくもって、変わらぬ日々。

　それなのに、なぜか身体が重い。

　とくに左側が。

『これはもしや、双葉の言っていた――』

　いや、と自分に言い聞かせるガーゴイル。いくらなんでもそれはありえない。しかし敵の攻撃でもないのに自分の身体に重圧を感じたことなどないし、温度に対する感覚も持っていない。

　それなのに、寒気がするのだ。

　しかも双葉が墓場から帰ってきた直後から。

『馬鹿な――』

　そもそも身体に異変を感じる事自体がおかしいのだ。ガーゴイルは石でできているのだから。石が悪お寒かんを感じるなどとは、前ぜん代だい未み聞もんである。

　そのうちに頭痛までしてきた。

　これも当然の話だが、ガーゴイルは風か邪ぜをひいたことがない。

　以前、双葉や和己が風邪で倒れた時に精一杯の看病をしたが、病気のつらさというものを経験したことのないガーゴイルは、それは手こずったものだった。

『ぐ……むぅっ……』

　だが今はわかる。頭を押さえてうずくまりたい気持ちが。しかし石像なのでそれもできない。苦しみとストレスを和やわらげる方法がない。

　身体がぐらりと揺れ、門柱から地面に落ちた。

　転がりたい気持ちを抑おさえ、ガーゴイルは体験したことのない痛みに耐える。その感覚は徐々に身体を蝕むしばんでゆき、やがて意識すらも侵おかし始める。

　世界の全てがぼんやりと霞かすんで見えるようになり、自分がいま何を見ているのかもわからなくなる。

『双葉……和己……！』

　名前を呼んだのは、助けて欲しかったからなのか。ガーゴイルでもわからない。

　突然すぎる危機到来であった。

　敵に攻撃されたわけでもないのに。それとも、どこからか攻撃を受けているのか。考える余裕すらなくなってくる。

『我は……こんなところで……』

　意識が薄れていく。

　慣れた吉永家の門柱からの景色が、違うものにすり替わっていく。




　ホワイトアウトしかけたガーゴイルの視界の隅すみに、奇妙な景色が映うつる。

　それは御色町ではない、どこか別の場所。

　古い町並みに、生おい茂しげる草木。土と砂じや利りの地面を歩く誰か。

　その誰かが振り返った先には――一人の女性が。

　どこかでみたような気もする。それも身近で。

　女性はどこか慌あわてたような顔をして、こちらに駆かけ寄ってくる。

「――！　…………！」

　何か叫んでいる。こちらの身を案じて――




「……さん？　狛こま犬いぬさん!?　どうしたの！」

　ゴロゴロと石の身体を揺ゆするのは、一人の老女だった。

　普段はゆっくりと笑っている丸い顔が、今は怖いほど真剣だ。

『佐さ々さ尾お……殿』

　ガーゴイルはその女性の名を呼んだ。

　佐々尾さん家ちのおばあちゃんは、ガーゴイルが返事をしたことに安心して、ほぅ、と息を吐つくといつもの優しい笑顔に戻った。杖つえが傍かたわらに転がっている。普段から足の悪いおばあちゃん、杖を捨てるほどガーゴイルが心配だったのだろう。

「救急車呼ぶかい？」

『平気だ。すまぬ。心配をかけた』

「そうかい……よかった」

　安あん堵どしたおばあちゃんは、足が悪いのにしっかりとした歩調で杖を拾いに行く。ガーゴイルが念動力で杖を浮かび上がらせ、おばあちゃんに渡した。その頃には頭痛は全くなくなっていた。

「鬼おにの霍かく乱らんってやつだねぇ」

　杖をついたおばあちゃんが、軽い口く調ちようで言う。

『故こ障しようしているのかもしれん。後で兎と轉てん舎しやで検査をしてもらおう』

「狛犬さんも夏バテしてるんじゃないのかい？」

　吉永家の隣に位置する佐々尾家のおばあちゃんは、ガーゴイルの事を「狛犬さん」と呼ぶ。ガーゴイルをこう呼ぶのは、世界で彼女だけだ。

　ガーゴイルは彼女から様々な事を教わった。もし彼女がいなければ、今のガーゴイルはただの戦闘機械と成り下がっていただろう。守ることよりも大切なことを教えてくれたおばあちゃんに、ガーゴイルはずっと頭が上がらない。

『佐々尾殿は例の太たい極きよく拳けんの帰りか』

「そうそう。おばあちゃんだって体力つけないとね。最近、先生から筋すじがいいってほめられたんだよ」

『それは重ちよう畳じよう。身体を鍛きたえることは、心まで健康になると言うからな』

「そうだね。狛犬さんも、少し鍛えたらどうだい？」

『我は訓くん練れんなどしたことはないが……しかし、心に留めておこう』

「それじゃね。気をつけるんだよ」

『うむ。また助けられたな』

　手を振って家の中に入るおばあちゃんに、心の中で頭を下げるガーゴイル。

　相変わらず、話していると和なごむおばあちゃんだった。

『だが――いったい、どういうことだ？』

　ガーゴイルの身体の異変については、何一つ解決されないままだ。

　メンテナンスを受けた方がいいのだろうか、と考えていると、退たい屈くつになった双葉が家から出てきた。

「お？　どうしたガーゴイル。なんで地面に転がってるんだ？」

　そう言えば、地面に転がったままだった。

『うむ。実は――』

　ついさっきの出来事を正直に話すガーゴイル。

　すると双葉は一瞬だけ不安そうな顔をしたが、

「んじゃ商店街行くか。あたしもちょうど本屋に用があったし」

　と、軽い口調で誘うのだった。

　どうやら双葉にとって「ガーゴイルが病やまいに倒れる」という事は幽霊の存在を認めるくらいにオカルトな現象らしい。半はん信しん半はん疑ぎというよりも、そうだったら面白い、という好奇心なのだろう。
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　御色南口商店街の中で最も異い彩さいを放はなつ店。外観は普通の骨こつ董とう品ひん屋なのに、商品は全て日替わり、その上どこから調達したのか一いつ切さい不明な怪しい品物ばかりが並び、なにより不思議なのは商店街の誰もがそれを疑問に思わない、そんな店だ。

　その店「兎轉舎」の主あるじ――黒髪黒服黒縁眼鏡のお姉さんが、のんびりと熱いお茶をすすっている。汗一つかいていない。

　今日の兎轉舎は風ふう鈴りん祭り。壁に掛けられた無数の風鈴が、クーラーもないのに涼しい店内で音を立てずにたたずんでいる。

「姉ちゃん、話聞いてるか？」

「聞いてるわよー」

　呑のん気きに微笑ほほえむお姉さん。

「つまり、ガーゴイル君が風か邪ぜひいたんでしょ？」

「こいつ、風邪なんてひくのか？」

　隣に座っているガーゴイルを軽く見る双葉。

「ガーゴイル君だって生き物なんだから、そりゃひくわよ。石だからって思っちゃだめよ。コンピュータだって風邪ひくんだし」

　大きな胸を反そらして説教するお姉さん。

　実はこのお姉さん、世界でも有数の錬れん金きん術師であり、ガーゴイルはその最高傑けつ作さくなのである。もちろんガーゴイルは完全無欠の最強兵器なのだが、そんなお姉さんが作ったガーゴイル以外の品物は良く言って「迷惑の種」である。

　そしてそれらが引きおこす様々な事件に巻きこまれるのは、双葉達なのだ。

『むぅ……我も風邪を引くのか。知らなかったぞ』

「まぁ正確に言うと故障なんだけどね。予防できることと、油断するとかかっちゃうところは一緒よ」

　気楽に言うお姉さんだが、ガーゴイルはまだ苦しいのか無言。

「でも、治るんだろ？」

「簡単よ。ちょっと様子を見て、適切な処置をすればね」

　石像に施ほどこす適切な処置というものが想像できない双葉だが、お姉さんが当たり前のように言うのだから、きっと大丈夫なのだろう。

「だってよ、ガーゴイル。よかったな」

　黒い石像の頭をなでようと振り向く双葉。

　が、さっきまでそこにいたはずのガーゴイルがいない。

「お？」

「きゃぁっ！」

　お姉さんに尋たずねようとすると、そのお姉さんが悲ひ鳴めいをあげて飛び上がった。座っていた椅子がガタンと倒れ、その場を跳んで離れた彼女のスカートの中から、なんとガーゴイルが現れたのだった。

「何すんのよっ！」

　お姉さんの青せい龍りゆう刀とうがガーゴイルを殴なぐりつける。店の端はしから端まで吹き飛んだガーゴイルが壁に叩きつけられ、軽い穴を開けた。お姉さんがどこから青龍刀を取り出したのかは誰も知ることができない謎なぞである。

「何やってんだ、ガーゴイル？」

　双葉もガーゴイルの突とつ飛ぴな行動についていけなかった。

『むぅ……我は何をしていたのだ』

「はぁ？」

　兎轉舎の床に転がったままのガーゴイル。とぼけているわけでもないようだ。

『分からぬ……何なに故ゆえ、我はあのような行動を。無意味な行動をするなど初めてだ』

「おい姉ちゃん、ホントにただの風邪なのか？」

　青龍刀を構かまえたまま息を吐ついているお姉さん。双葉の言葉で我に返り、少し考え始める。やっぱりただの風邪とは違うのか。

「故障、って言っちゃえばそれまでなのよね。でも、ガーゴイル君があんなエロイ真似するわけないし……」

「エロイ真似って、姉ちゃんのスカートの中で何やってたんだよ？」

　双葉の質問には答えず、お姉さんはガーゴイルに恐る恐る近づいていく。青龍刀は構えたままだ。

「ねえ双葉ちゃん。何か心当たりある？」

「心当たり？　ガーゴイル、おまえ今日何やった？」

『我は何もしておらぬ。一日中、吉永家の門柱に座っていた』

「ふむふむ……じゃあ、症しよう状じようが出たのはいつごろから？」

　お姉さんが双葉の質問を引ひき継つぐ。

『双葉が帰ってきてからだ』

「双葉ちゃんはどこ行ってたの？」

「んー、寺だよ。ほら、ウチから山に向かった所にある、昧礼寺って」

「どうしてまた、そんなお寺に？」

「ちょっとな……墓場で遊んだ罰で……」

　思い出したらまた疲ひ労ろうがのしかかってきた。あの地獄の朝はもう忘れたかった。

「墓場？」

　お姉さんの声と身体が止まる。

「それって、もしかして――」

　お姉さんの態度に、双葉も一つの可能性を思いついたようだ。

「いや、そりゃねーだろ！　だってガーゴイルだぜ!?」

「そうよねぇ。でも、ない話じゃないかも。さっきも言ったでしょ。ガーゴイル君だって生き物なのよ。人間に起こる現象が、ガーゴイル君に起こらない道理はないわ。ガーゴイル君だけが発する磁場じばとかが影響して……！」

『二人とも、何について話しているのだ？』

　ガーゴイルだけがわかっていない様子。双葉たちだって、仮定で話しているのだから当然だ。むしろ仮定であって欲しいという願いが強い。

「とにかく、ちょっとガーゴイル君を借りるわね。もしかしたら昧礼寺さんにお世話になるかも」

「そだな。頼むわ――って、あれ？」

　またガーゴイルの姿が消えた。

　お姉さんが足あし下もとを見てみるが、そこにもガーゴイルはいない。

「おーい！　ガーゴイル！」

　店内に呼びかけてみても、返事はない。

「まさか……逃げた？」

　お姉さんが青龍刀を床に突き刺す。

「昧礼寺に反応しやがったのか……」

「それって、やっぱりガーゴイル君……」

　二人で顔を見合わせ、軽く笑う。ただしその笑顔は張りついており、背中には薄ら寒い何かがベッタリと張りついているのであった。







　そして案あんの定じよう、ガーゴイルは自分でもわからないほど奇き怪かいな行動に走っていた。

「あれ？　ガーゴイルさん、どうしたんだい？」

　商店街に一軒だけある駄だ菓が子し屋の前で、ガーゴイルはずっと座っている。店主のおじいさんがパイプの煙けむりを吹かしながら首をかしげている。

　陳ちん列れつされているお菓子を見ていると、どういうわけだか食欲がわいてくるのだ。

「まさかガーゴイルさんが食べるわけはないわな。双葉ちゃんのお使いかい？」

『いや……我は……どうしてしまったのであろう』

　ガーゴイルの奇妙な感情はそれだけに留とどまらない。駄菓子屋を去り、商店街から離れようと思った矢先、夏には珍しい強風が商店街のアーケードを通り抜けた。

「きゃっ！」

　突風に煽あおられた部活帰りの女子高生たちが、皆みな一いつ斉せいにスカートを押さえる。

「ちょっとガーゴイルさん！　何見てんのよ！」

　一人の女子高生に怒られて、初めてめくれたスカートを注視していたことに気づくガーゴイル。するともう一人の女子高生が怒る彼女の肩を叩き、

「バカね。ガーゴイルさんがあたし達のぱんつなんて見るわけないじゃない」

「それもそっか。ゴメンねガーゴイルさん」

『い、いや……うむ』

　返事を考えている間に、女子高生たちは去っていった。

　だが、ガーゴイルは確かにめくれたスカートを見ようとしていたのである。

『どうしてしまったのだ、我は――』

　普段と違う自分が出現していることは間違いない。

　前にテレビで観た、奇妙な体験集を思い出す。心しん臓ぞう移い植しよくを施ほどこされた患者が、元の心臓の持ち主の性格を受け継ぐというものだ。食べられなかったものが食べられるようになったり、服のセンスが変わったりするという。

　ガーゴイルにもそのような現象が起きたのだとすれば、はて、誰の心臓を移植されたのだろうか。胸を開けられて心臓を移植された記憶は、少なくともガーゴイルにはない。

「ガーゴイル！」

　双葉の声が聞こえたとき、なぜかガーゴイルは救われた気になった。

「おまえどうしたんだよ！　風邪じゃないだろ絶対！」

　ガーゴイルの頭を両手で摑つかむ双葉に、ガーゴイルはやっぱり答えられない。

『我は風邪など引いたことがない。ましてや、故障したような気分でもない』

「でも、勝手にどっか行ったりしてるだろ！」

『うむ。我もわけが分からぬのだ。自分ではない誰かが我の身体を操作しているとしか思えぬ』

　その言葉で双葉は思い直す。

「もしかして――またどっかの錬金術師か？」

『いや……そのような気配は感じられぬ。それに、今まで戦った錬金術師は自分の力を認めてもらうために我に挑んできた。このようにコソコソと隠れて攻撃するようでは、力の誇こ示じにならぬ』

「そっか……誰がガーゴイルを倒したかわからなきゃ、意味がないもんな」

『うむ』

「じゃあ、なんでそんなに苦しんでるんだ？」

『それが分からぬ……本当に病気なのか？』

　ガーゴイルが人間ならば、頭を抱かかえて苦しんでいただろう。正体のわからない存在に身体を蝕むしばまれている気持ち。仮に本当に病気だったとしても、経験のないガーゴイルにとっては同じ事だ。

「なぁ、姉ちゃんに詳くわしく見てもらえよ。それでダメだったら昧礼寺行こうぜ」

　双葉がガーゴイルの肩を叩く。さすがに心配になってきた様子。

　しかし今のガーゴイルは、双葉を気き遣づかう余裕もなかった。

　頭が痛いのではない。

『汝なんじは……』

　ガーゴイルの目の前に、犬が一匹、いた。

　茶色の毛並みの犬だ。ガーゴイルより一回りほど大きい。土と佐さ犬けんではないかと推すい測そくするガーゴイル。

　しかしそのたたずまいは並みの犬のそれとは比べものにならない。強いとか、恐ろしいとか、そういう次元ではなかった。ガーゴイルでもひるむほどの迫力が、なぜかこの犬にはある。

「どした、ガーゴイル」













『汝は我の苦しみの原因を知っているのか？　犬の汝ならば分かるものなのか？』

　土佐犬に向かって話しかけるが、相手はニヤリと笑い、踵きびすを返してしまう。

『む、待て！』

「おいガーゴイル！」

　強く呼び止める双葉。

『どうしたのだ双葉。我はあの犬に――』

「だからさ、あの犬って、どの犬だよ？」

『何？』

　気づいた時には、土佐犬はいなかった。

　周囲に犬は一匹もいない。

『双葉は見えなかったのか？　あの土佐犬が』

「ぜんぜん」

『そのような馬鹿げた話が……』

　鼻で笑うような声で答えてみたものの、双葉は噓うそを言っている顔ではなかった。しかしガーゴイルはあの時、確かに土佐犬にニヤリと笑われたのである。

　そして気になることがもう一つ。

『あの犬、生せい気きが感じられなかった……しかし物体というわけでもなし……』

「おいガーゴイル、おまえマジで見えちゃってるのか!?」

『双葉。我はあの犬を追う』

「って、おいガーゴイル！」

　双葉を置いて土佐犬に追いつこうとするガーゴイル。

　その時、また風が吹いた。

「キャーッ！」

　ヒラヒラのスカートを履はいた若い女性の足下に、気がつけば出現していたガーゴイル。

『……すまぬ。なんらかの手違いだ』

「バカーッ！」

　ハイヒールの後ろ足で思いっきり蹴けられた。
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　さくら公園は御色南口商店街を抜けてすぐの場所にある。桜で有名なこの公園、この季節は新緑が生おい茂しげる涼しげな場所へと変わる。木こ陰かげを求めて動物達もよく集まる、憩いこいの場所の一つだった。

　その公園の中央にある、ご神木しんぼくの桜。現在は緑色の葉がちらほらと生はえているのみ。

　ガーゴイルの視線は、その桜の下に座っている犬に釘くぎづけだった。

『……来たか』

　土佐犬は垂たれた目でガーゴイルを見やると、またニヤリと笑う。

　どっしりと動かない土佐犬。石像でもないのに、ガーゴイルより硬かたそうな印象を受ける。身体のあちこちに傷があった。戦わずともわかる――この犬はそんじょそこらの犬とは格が違う。

『我を誘ったのか、マレスケ中ちゆう将じよう』

『商店街では人目につくだろうからな……吾わが輩はいが、ではない。貴様がひとりでベラベラと喋しやべっているように見えるだろう』

『汝はいったい――』

　尋ねようとして、気づく。

『いま、我は汝をマレスケ中将と呼んだか？』

『いかにも。吾輩はマレスケ中将である』

　軽くうなずく土佐犬。

　ガーゴイルはこの犬と今日初めて出会った。もちろんマレスケ中将という名前も聞いたことはない。

　それなのに、さも当たり前のように口をついて出たのだ。

　そのことについて考えようとすると、また頭痛が襲おそってきた。

『ぐぅっ……！』

　その場に倒れるガーゴイル。

　無数の虫が脳のう髄ずいをはい回るような痛みが襲いかかる。そもそもガーゴイルは一つの石でできているので、ほかの生物のような臓ぞう器きはない。それなのに、まるで脳があるかのように頭部だけが痛い。

『痛むか』

　低い声で尋ねるマレスケ中将。

『い、痛む……中将、これはどういうことなのだ』

『吾輩は答えを知っている。が、貴様がそれを受け入れられるか』

『何？』

　かつてない痛みに苦しむガーゴイル。それを冷ややかに見下ろすマレスケ中将は、ガーゴイルの痛みを知っているかのようだ。まるで自分もその痛みを体験したかのように。

　ガーゴイルがマレスケ中将に尋ねようとした時――

『ぐ……ぁっ！』

　大波のような痛みが、一瞬でガーゴイルの意識を奪うばった。







　ぼやける視界の端に、また見慣れない光景を捕とらえる。

　自分の手が、犬をなでている。

「どーしたマレスケ。腹が減ったのか？」

　聞き覚えのない声が、自分の口から発せられている感覚。あきらかに自分の身体ではないと感じつつも、同時にガーゴイルの視点はその「誰か」のものと同一だった。

　そしてマレスケと呼んだ子犬が、こちらに近寄って頰ほおをすり寄せてくる。土佐犬ではあったが、ガーゴイルである「誰か」の視点では小さすぎて見えた。

　――我は……いや、我と同一であるこの者は、誰なのだ？

　痛む頭も、頼りない視界も無視して、ガーゴイルは自分の目に映うつる全ての情報を記憶しようとする。

　まずこの場所は、近くに木造の建物がある。「誰か」はこの縁の下にいた子犬に呼びかけている。そして犬を招まねきよせるのは、中年とおぼしき男の手だった。服は開かい襟きんシャツに黒いズボンだ。靴が異様に汚れている。

「ちと待ってろよ。今ウマイもん持ってくるからな」

　マレスケの頭をなでる手には、無数の傷跡きずあとがあった。どれだけムチャをすればこれだけの傷がつくのだろう。喧けん嘩かをする事が多いのか．それとも、手を傷つけやすい職業にでも就ついているのか。

　もう少しよく観察してみようと思った時――







　いきなり視界が晴れた。

　頭痛は消え、目の前には老いたマレスケ中将が桜の下に座っている。

『大丈夫か』

　無感動な声で尋ねるマレスケ中将に、ガーゴイルは答えられないままだった。

　大丈夫なのかもわからないのだ。

『やはり――憑つかれているな』

　そんなガーゴイルに、マレスケ中将は冷静な声で告げた。

『我は疲れているのか？』

『違う。肉体的な疲労は貴様には存在しない。我々の仲間が取り憑いているということだ』

『仲間……？　汝はいったい何者なのだ？』

『やれやれ、これだけ言っても分からぬとはな』

　マレスケ中将は鼻で笑う。

　普段のガーゴイルなら激怒しているかもしれない。しかし頭痛に苛さいなまれている今、そんな感情も出てこなかった。

　そして、こともなげにマレスケ中将は自分達の正体を明かした。

『我々は、幽霊だ』

『何？』

『幽霊も知らぬのか。幽霊とはこの世で死んだ存在の魂たましいだ。あの世へ行けずさまよっている者や、この世に根付いて土地を見守る者などを指す』

『そのようなことは情報で知っている』

　マレスケの言うことが信じられないのではない。

　ガーゴイルの頭が、幽霊とは架空の存在である、と信じてしまっているからだ。

『幽霊だと？　馬鹿馬鹿しい。そのようなものが存在するわけがない』

『ならば貴様に起きた現象をどう説明する』

『ただの故障だ。我でも風邪を引く』

『では、知らぬはずの吾輩の名を呼んだのも故障か』

『それは……』

　ガーゴイルは答えられなくなった。

　頭痛や寒気は風邪で説明できるが、あの幻覚や奇行は説明できない。

「おーい！　ガーゴイル！」

　遠回りして入口から入るのが面倒くさかったのだろう。さくら公園の柵さくを乗り越えて双葉が走ってきた。

『双葉か』

「またどっか行きやがって！　いい加減にしろ！」

　いつものようにガーゴイルを蹴倒す双葉。ごろりと転がったガーゴイルは、マレスケ中将から目を離さずに尋ねる。

『双葉よ。我の視線の先に何が見える？』

「あん？　ご神木に決まってるじゃねーか」

『そうか――』

　双葉の視線の先にいるはずのマレスケ中将。

　やはりガーゴイルにしか見えないのだ。これも故障だというのか。

『認める気になったか？』

　マレスケ中将がまた笑った。

『……それで、汝は我に何をさせたいのだ』

　あくまで「認める」とは言わないガーゴイル。

『助けてやる』

『なんだと？』

『昧礼寺へ行け。祓ってくれるだろう』

　そう言うと、マレスケ中将は歩き出してしまう。もう話は終わったのだろう。

　聞きたいことは山ほどあったが、ガーゴイルにとっては大きな情報を得られた。だからそれ以上は尋ねず、ガーゴイルはマレスケ中将を見送った。

『双葉』

　マレスケ中将が公園から去った後、ガーゴイルは静かに言う。

『我は幽霊を見た』

「はぁっ!?」

『最初は我も、今の双葉のような気持ちだったのだ。だが、他ほかに説明がつかぬ』

「でもまぁ、そう言われても不思議じゃねーし」

　双葉はあっけらかんとしている。

「実際に見てないから、わかんないけどな」

『我もそう思っていた。空想の産物ならば、まだ救われたものを』

　幽霊――死者の魂。

　本当に存在するならば、なぜガーゴイルに取り憑いたのだろう。

「やっぱりガーゴイルも幽霊とかって興味あるのか？」

『うむ。死後の世界というのは人間独自の概がい念ねんだからな。我も非常に興味がある。信じることと興味を持つことは異ことなるものだからな』

「でもさ、おまえにも死後の世界ってあるのか？」

『――それが分からないからこそ、興味があるのだ』

　ガーゴイルは少し寂さびしそうな口調で言った。

『我という存在は一体なんなのか、時折考えることがある。この石の身体がどこまで砕くだければ死ぬのか、そもそも我に死という概念があるのか、あるとして、我が死んだらどうなるのか――全て分からぬのだ』

　ガーゴイルは今までの戦いで、かなり破は損そんしている。その傷は兎轉舎のお姉さんの手によって完全に直されているのだが、身体に穴が空あいても、身体を溶とかされても死ぬことはなかった。ライバルの石像を粉々に破壊した時もあったが、そのライバルは完全に復活している。

　当たり前の話なのだが……普通、石像は死なない。

　しかしガーゴイル達は、ただの石像ではない。命ある存在なのだ。

「死んだらどうなるかわかんねーのは、人間だって同じだろ」

『然しかり。だが人間はそれを宗教という形で体現している。長い間言い伝えられてきた歴史がある。我にはそのようなものがない。前例がないのだ』

　そう言われて、双葉もはっとする。

　ガーゴイルだって、いつかは死ぬのかもしれない。使い古された言葉だが、形あるものには必ず終わりが来るのだ。それが何十年後か何百年後か何千年後か知らないが、ガーゴイルだって例外ではないはず。

　しかしどんなに破損しても、不ふ屈くつの精神で立ち上がるガーゴイルを見ていると、「不死身」という言葉が当てはまるようにも思えるのだ。

「うーん……」

　考えこんでしまう双葉だが、

『こればかりは考えても仕方がない。人間とて死について考えても答えは出ないだろう』

「なんか哲学的な話になってきたなぁ」

　疲れた顔を見せる双葉に、

『ならば餅もちは餅屋だ。専門家に意見を聞くとしよう』

「あー、あそこに戻るのか……」

　元気づけるはずだったのに、さらに疲れた顔になる双葉。

『今さっき話をしたマレスケ中将の紹介だ。無む下げにはされぬだろう』

「そだな。んじゃ、行くか」

　さっそく歩き出そうとした双葉が、ふと振り返る。

「そういやさ、おまえに取り憑く物好きって、誰なんだろな？」

『うむ……』

　記憶の中で見た映像を頼りに、ガーゴイルはその人物の印象を話す。

『お世せ辞じにも真ま面じ目めな人間だとは思えなかったぞ』

「そりゃ気が合わなさそうだ」

　歯を見せて双葉が笑った。

「ほら、行こうぜ」

　双葉が手招きするので、ガーゴイルも昧礼寺に赴おもむこうとする。この頭痛から一刻も早く解放されたかった。そのためなら寺だろうが祈き禱とう師しの所だろうが、どんなところでも行くつもりだ。

　ガーゴイルは頭痛を振り払おうと、意識を集中する。

　すると、




（おい）
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『汝の言いたいことは分かった。誰にだって事情はあろう。だがそのことと我の身体を乗っ取るのとは別の話だ。早々に立たち退のけ』

（だからさっきから言ってんじゃねーか。お前の身体から出ちまうと俺がヤバイんだって）

『我の知ったことか』

（おまえ御色町の門番なんだろ？　俺のことも守ってくれよ！）

『正体も明かさぬ者を守れるものか。汝が悪人ではないという保証はどこにもない。いやむしろ悪人であるという可能性の方が強い』

（ふざけんな！　てめぇ勝手に人のことを悪人呼ばわりすんじゃねーよ！）

『悪人でないのであれば、今すぐ我の身体から出て行け』

（だから無理だってさっきから――）

　ガーゴイルが座っているのは、昧礼寺の本堂。

　ご本ほん尊ぞんの目の前に並べられている座ざ布団ぶとんに乗っかっていた。ガーゴイルも仏像に見えなくもない。

「おまえ、何ブツブツ言ってるんだ？」

　本堂の真ん中で逆さか立だちをしている双葉。先週まで高校の野球部が合宿所に使っていたほど広いので、小さな運動くらいはできる。実際に住職が身体を鍛きたえるのに使っているのだろう、隅すみっこには木刀や鉄アレイが転がっている。

『双葉には聞こえぬのか？　この忌いま々いましい声が』

「だから聞こえねーってば」

（忌々しいってなんだよオイ！）

　先程ガーゴイルが見た幻覚に出てきた男の声より、だいぶしわがれていた。というか、明らかに老人の声だった。そのわりには元気すぎる。身体はかなり高齢こうれいだが、双葉以上に快活な老人なのだろう。

　そんな老人の霊がガーゴイルに寄き生せいしていると、今までのやりとりではっきりと自覚したのだ。

　双葉に聞こえない声。ガラの悪い態度。ガーゴイルの奇行。

　そしてマレスケ中将の言葉。

（だいたいオメェ、世界最強の門番なんだろ？　だったらグタグタ言わずに、客人の一人でも余よ裕ゆう綽しやく々しやくで迎えろってんだ）

『汝は、盗っ人猛々しいという言葉を知っているか？』

（知らねーな。ヒッヒッヒ）

　もしも声の主に肉体があれば、確実に光線をブッ放ぱなしていただろう。姿は見えずとも、小僧のように嬉うれしそうに笑う老人の姿がありありと想像できた。

「おいガーゴイル！　あたしの声聞こえてるか？」

　ガーゴイルの身体を揺する双葉の声で、ようやく我に返った。

『うむ……先程から、癇かんに障る声が聞こえるのだ』

「なんだそれ」

『老人の声でな……あきらかに我に取り憑いている。しかもそれを悪びれもしない。どう聞いても不良老人である』

（んだとこの！）

　老人の声は、完全に無視することにした。

「不良老人かぁ……」

　双葉が遠い目をする。そして何かを思い出したように、視線を巡めぐらせる。

　そして、

「不良老人って、あのジジイかなぁ？　心当たりあるんだけどさ」

『なんだと？』

「ガーゴイルは知らないだろうけど――」

　双葉が話そうとすると、本堂の扉が勢いよく開かれた。

　扉の向こうに立っているのは、昧礼寺の住職。朝に出会った時と全く変わっていない。

　肩に担かついでいる長い棒を除けば。

「待たせたな」

「オッサン、なんだその長いの……」

　当然のツッコミを入れる双葉に、

「これは卒そ塔と婆ばと言って、供く養ようのための道具だ。元々は死体を安置する塔だったものが、現代ではこのくらいのサイズに収まっている」

　住職は淡たん々たんと説明する。

「いや、あたしが聞きたいのは――なんでそれが今ここにあるのかってことなんだけど……」

　あれは確か墓に添える物ではなかったか。それに身長二メートルを超える住職が担ぐと、とても仏具に見えない。

『久しぶりだな、住職殿』

　卒塔婆に動じず、ガーゴイルは挨あい拶さつした。

　ところが住職も首をかしげる。

「何を言っている。今け朝さ会ったばかりだろう」

『……む？』

　言われて、昨日の双葉達のイタズラの件について住職と話をしたことに気づく。悪ガキどもにどのような罰を与えるか相談したのだ。

『何故だ……？　数年ほど会っていない気がしたのだ』

「重症だな」

　双葉が座布団を放り投げると、住職は目線も動かさずにそれを受け止め、足下に置いて自分の尻を乗せた。卒塔婆は無む造ぞう作さに脇わきに転がす。ただし、いつでも手が届く範囲だ。刀のような扱いだ。

「では話を聞こう」

『うむ。双葉、頼む』

「あいよ」

　双葉はガーゴイルに起きた異変を話し始める。

　ガーゴイル自身が話すと客観性に欠けるためだ。それに老人の邪魔が入るかもしれない。なぜか擬音の多い双葉の話を、住職は腕を組んだままじっと聞いている。

「……ってわけで、やっぱり霊に取り憑かれたんじゃねーかって思うんだよ」

「なるほど。その話を聞く限り、なんらかの霊が取り憑いている可能性は非常に高い」

　双葉が話し終えて、ようやく住職は軽くうなずいた。

『住職殿、いったい我はどうすればよいのだ？』

「除霊することはできる」

　あっさりと答える住職に、双葉もガーゴイルも安堵する。

「だが、それで解決したことにはならぬ。わかるな？」

『うむ。手段も分からぬまま泥棒を捕まえても意味がないのと同じだ。この老人が我に取り憑いた理由を聞き出すまでは、腹の虫が治まらぬ』

　住職はまた無言で軽くうなずいた。

　この老人は一体何をしたいのか、それを突き止めなければ、除霊してもまたガーゴイルの身体に戻ってくるかもしれない。ムリヤリあの世に送そう還かんして、二度と戻ってこられないようにする方法もなくはないのだろうが、それでは老人が不ふ憫びんだ。

（俺ぁ別にお前さんじゃなくたっていいんだぜ）

　憮ぶ然ぜんとした老人の声。

『だったら今すぐ出て行け』

（そーいうわけにもいかねーな。今出ていくと、いろいろヤバイっつったろ）

『まさか本当に犯罪者か何かの霊なのか？』

（だから違うって言ってるだろ！　宇宙で宇宙服脱いだら死んじまうだろーが!?　それと一緒なんだよ！）

『なるほど……』

　変な話だが、幽霊も生き残るために必死らしい。

　そうならそうと最初から言えば、またガーゴイルの態度も変わっていたものを。ひねくれた老人であった。

「ところで、俺はその老人に心当たりがある」

　住職の声で、また我に返るガーゴイル。

『今、なんと言ったのだ？』

「心当たりがあると言ったのだ。ふざけた態度の、元気なクソジジイだろう」

「あ、やっぱりオッサンも心当たりあったか」

　先程、双葉もそんなことを言っていた。

「そうか、吉永家といえばご近所か」

「そうそう。でも、あのジジイだったら町中のみんなが知ってるだろ」

「確かに。奴がくたばるまでの御色町は、それは騒そう々ぞうしいものだった」

『我の知らない人物か』

　ちょっと会話に置いていかれて寂さびしそうな声のガーゴイル。

「ジジイが死んだのって、確か一昨年おととしだよな？」

「そうだな。ガーゴイル殿がこの町に来る前の年だ」

　それならば知らなくて当然だ。

　ならば、後は一番肝かん心じんなことを聞くのみ。

『その者は、誰だ？』

　双葉と住職は一瞬目を合わせ、そしてほぼ同時に答えた。

「佐々尾だ」

「佐々尾さん家のジーサン」

『む？』

　聞き慣れた名前だが、いまいちガーゴイルの印象と結びつかない。

　佐々尾家といえば、おばあちゃんのいるあの家だ。おばあちゃんのほかには、今年で五十歳になる旦だん那なと、同い年の妻、それに大学に通うために東京で一人暮らしをしている息子と、商店街でアルバイトをしているフリーターの娘。

　祖そ父ふといわれる人物はいなかった。

『汝は佐々尾家の者なのか？』

　ガーゴイルの中の存在に尋ねるが、返事がこない。

『答えよ』

（……そーだよ。ったく）

　教師に説教されているようなふてくされた態度のジーサン。

（俺も有名になっちまったなぁ）

『悪名ではないのか』

（んなこたねーよ！　お前、なんか俺を強引に悪人に仕立て上げようとしてねーか!?）

『悪人かどうかはすぐに分かる』

　ガーゴイルは近くに座っている生者二人を確かめる。

　双葉は溜ため息いきをつきながら、「やっぱり……」とつぶやいていた。

「あのジジイだったらありえるなぁ。ガーゴイルが突然エロくなったのもわかるわ」

　遠い目をする双葉。過去にジーサンにどのような目にあわされたのだろう。

　そして、住職の方は言葉で確かめる必要もなかった。

「そうか……佐々尾のジジイか……」

　卒塔婆を手に取り、立ち上がる住職。

　太い卒塔婆を握にぎる手のみならず、袈け裟さの胸元から見える鎖さ骨こつのあたりや額ひたいの至る所に血管が浮き出ていた。腕の筋肉が盛り上がっている。

「今すぐに除じよ霊れいする。ガーゴイル殿、悪く思うな」

『まて住職殿。その卒塔婆でどうやって祓うのだ』

　念のために訊いたつもりだ。ガーゴイルだって理解している。

　答えは突風と、それに伴ともなう木管楽器のような音だった。

　住職が持つ卒塔婆は、一秒前までガーゴイルがいた地点を薙なぎ払はらっていた。風が双葉の前髪をふわりと持ち上げる。

『まて住職殿、それは除霊とは呼べぬ――』

「決着をつけるぞ、クソジジイ！」

　住職の後ろに出現したガーゴイル。そこを狙ねらって住職が卒塔婆を投とう擲てきする。それはガーゴイルの顎あごのあたりに命中し、卒塔婆もガーゴイルも吹き飛ぶ。

『むぅ……いったい、汝は生前どんな真似をしでかしたのだ』

（あの住職とは、ガキの頃からの因いん縁ねんだからなぁ……）

『しみじみと語っている場合か。我でも危険かも知れぬのだ』

　大たい抵ていの人間ならば動じないはずのガーゴイルが、焦あせっていた。世界最強を誇る門番型自動石像は、世界最高の怪かい盗とうにも世界最悪の犯罪者にも動じることなく冷静に戦ってきた。しかし住職の身体からみなぎる純じゆん粋すいなパワーには、ガーゴイルもタジタジであった。

「ふんっ！」

　すぐに卒塔婆を拾い直し、ガーゴイルに飛びかかる住職。

「どうしたクソジジイ！　あの頃のように殴り返してこないのか！」

　住職は嬉しそうな声だった。

「今度はなんで来る！　背はい後ごからか？　それとも得意の罠わなか!?　決着をつけないと言うのならば、この寺で生前に犯おかした悪戯いたずらの罰を全て受けろ！」

　なんとなくだが、ガーゴイルは住職とジーサンの関係が理解できた。つまるところジーサンは、死ぬまで折せつ檻かんから逃げ続けた子どもなのだ。そして住職もジーサンを追いかけるのを楽しみにしていたようだ。

「逃げろガーゴイル！　オッサンやばいことになってるぞ！」

　双葉の指示に従うまでもない。銃でも刃物でもない、ただの卒塔婆一本でガーゴイルを中身ごと粉ふん砕さいしにかかる住職から、ガーゴイルは一いち目もく散さんに逃げることにした。

　死について考えるのはけっこうだが、本当に殺されてはたまらない。







　昧礼寺から逃げ出し、ガーゴイルが行き着いた先は双葉が通っている御色第一小学校の前だった。いまは夏休みなので、生徒は少ない。校庭でサッカークラブの少年達が練習しているだけだ。

（いやー、あれは除霊っつーか、俺ごとブッ壊す気だったよな）

　呑気に話しかける佐々尾さん家のジーサンの声。

『……汝には危機感というものがないのか？』

（あるに決まってるだろ。あの住職、本気だしたら素す手でで墓石壊せるんだぜ）

　危機感がないのではない。こういった修しゆ羅ら場ばを多く経験しているのだろう。

『その住職をあれほどまでに怒らせた汝はいったい……』

（御色町が舞台のトムとジェリーみてーなもんだな。悪戯の罰から逃げ回り続けたら、いつのまにかあのターミネーター、俺を見ると無条件で襲いかかってくるようになりやがった）

　ふと、ガーゴイルも友人でありライバルであるタキシード姿の怪盗を思い出した。出会うたびに本気でケンカしている関係というのは、案外どこにでもあるのかもしれない。

（まぁ俺も、除霊されなくて良かったよ）

　ふぅ、とジーサンが息を吐く。なま暖かい風がガーゴイルの頭にかかった。

『む？』

　息がかかるとは、どういうことだ。

　視線は変えられないので、ガーゴイルが元来持っている感覚器を少し巡めぐらせてみる。

　するとどうだろう。自分の頭上にジーサンが座っているではないか。

（ん？　どした）

『……汝の姿が見える』

（んだと？）

　噂うわさに聞いた通りだ。本当に足がなかった。

　顔は皺しわでクシャクシャになっている。皺の形からして、笑ったためにできた皺だ。生前、どれだけ笑ったらこんなに皺が増えるのだろうか、ガーゴイルにもわからない。

　足がないことを差し引いても、身長は低い。双葉と同じくらいだ。

　そんなジーサン。夏だからか、麦わら帽ぼう子しにアロハシャツといった出いで立たちだ。ガーゴイルの記憶では、幽霊は白しろ装しよう束ぞくが基本であっただけにギャップに戸と惑まどう。

『……ふむ。しかし声と話で判断するに、違和感がないな』

（そうかい）

　ほめられていると思ったのか、笑うジーサン。

「おーい！」

　そこへ双葉が走ってきた。朝からずっと走っていたのだろう、顔にイライラの表情が浮かび上がっている。住職と比べて、非常にわかりやすい。

「いいかげんにしやがれっ！」

　走ってくると同時に、低空ドロップキックをくらわせる双葉。ゴロゴロ転がるガーゴイルを見て、荒い息をつく。

「あたしゃどんだけ走らされてるんだよ！　もう追いかけねーからな！」

『逃げろと言ったのは双葉であったはずだが……』

　冷静なツッコミも無視して、双葉は学校のフェンスに寄りかかる。

（ったく、双葉はいつまでも変わんねぇなぁ）

　倒れたガーゴイルの上でニヤついているジーサン。

　そんなジーサンを指さして、

「あ、ジジイ」

　呆ほうけた顔で双葉はつぶやいた。

　そして、双葉もジーサンも数秒ほど脳内で現状を吟ぎん味みした後、

「うわぁっ！」

「のわぁっ！」

　お互い、跳べるだけ跳んで後ずさった。

　双葉は尻しり餅もちをついてジーサンを指さし、ジーサンはフェンスの上に乗っかって双葉を指さしている。

「ジ、ジ、ジ、ジジイ！」

「な、なんでおまえ俺の姿が見えるんだよ！」

「うるせーよ！　なんであたしに姿見せてんだよ！　あの世に帰れクソジジイ！」

「黙だまれクソガキ！　てめぇ俺の墓壊しやがって、叩き起こされたようなもんだぞ！」

「だからってガーゴイルに取り憑くんじゃねーよ！　邪魔なんだよ！」

「んだとこの――」

『そこまでにしろ』

　二者の間にガーゴイルが割って入った。つられてジーサンの身体もガーゴイルの真上に移動する。本当に離れられないようだった。まるでジーサンの足がガーゴイルに埋まっているかのようだった。

『汝らは、生前もこんな態度だったのか？』

「おうよ。双葉にゃ俺がいろいろと叩きこんだんだぜ。いわば、師し匠しようみたいなもんだ」

　親指で自分を指すジーサン。

『なるほど……だからか』

「なに納得してるんだよ」

　倒れたガーゴイルを、さらに足で転がす双葉。

「ヒッヒッヒ。でも、大きくなったな双葉」

　転がるガーゴイルの頭上に浮いているジーサンの手が、双葉をなでる。

「……」

　てっきり怒ると思ったのだが、双葉は何も言わない。黙ってジーサンになでられている。どんな表情をしているのかは、転がっているガーゴイルにはわからない。

「何しに帰ってきたんだよ、ジジイ……」

　気のせいだろうか。双葉の声に涙が混じっているように聞こえるのは。

　ガーゴイルが確認しようと起きあがると、

「そこまででござる」

　双葉の後ろに、奇怪な集団がいた。

　和服、洋服、その恰好は様々だが、どれも古い。刀を差している者までいる。洋服の人間もどこかハイカラな印象を受ける。

　そして全員、足がなかった。

『双葉……見えるか？』

　後ろを向いた双葉が、ごくりとつばを飲む。

「見えちまってる……」

　答えた双葉の声には、やっぱり涙など混じっていなかった。







































　また、夢を見ていた。

　ただし今度は古い景色ではない。見慣れた――というよりどうやっても記憶から消えないであろう景色。三階建てのビルのようなその建物は、紛まぎれもなく吉よし永なが家けだ。

　しかしガーゴイルの記憶とは微び妙みように違う。吉永家に来て間もない頃に壊してしまった塀へいの修しゆう繕ぜん跡あとがないし、壁も汚れていない。

　そして今、自分がいるのは座り慣れた門もん柱ちゆうではなく、吉永家のドアの前。

　手が伸びて、インターホンを押した。

『我われの手ではない――また、老人の夢か』

　インターホンを押した時の、硬い物が凹へこむ感かん触しよく。それすらもガーゴイルには初めての体験で、指をなでたくなってくる。

「はい！　どちらさまでしょうか！」

　吉永家のパパの声が聞こえてきた。相変わらず元気いっぱいだが、ガーゴイルの知っているパパの声よりも、若い。

「あー、隣に住んでるモンです」

　自分の口から声が出た。やはり佐さ々さ尾おさん家ちのジーサンのものだ。

　すぐにドアが開かれた。二十代後半だろうか、かなり若いパパが出てきた。手には赤ん坊を抱いている。

「いやすみません、引っ越したばかりで、ご挨あい拶さつもせず！　この子が生まれたばかりでしてゴタついてまして……！」

「奥さんはどうしたい？」

「はぁ、妻は病院です」

　するとこちらの表情が変わったことに気づいたのか、

「ああ、別にお産で身体からだを壊したわけではなく、昨日風呂場で滑すべったんですよ！」

「どっちにしろ、大変だな」

　手が伸びて、赤ん坊の頭をなでた。赤ん坊は生後一ヶ月も経たっていないので、男の子か女の子かもわからない。この赤ん坊があと十数年も経てば……やっぱり男なのか女なのかわからなくなるが。

「名前はなんてんだい」

「はぁ、和かず己みといいます。己おのれを一つにする、という意味で」

「ほぉ～」

　なるほど、和己という名前にはそういう意味が込められていたのか。漢字の意味を考えれば当然だが、深く納得するガーゴイルだった。

「それで、今日はいったいどのようなご用件でしょうか？」

　かしこまった雰ふん囲い気きでパパが尋たずねる。

「んー、あー、別にどうってわけじゃねーんだけどよ……」

「何言ってるんですか」

　視点が真後ろに変わる。振り返ったのだ。

　そこには杖つえをついた佐々尾さん家のおばあちゃんがいた。髪も黒くて、まだ初老くらいだ。おばあちゃんと呼ぶのもはばかられる。しかしこの時にはすでに足を悪くしていたのだと思うと、複雑な気分になるガーゴイル。

「一昨日おととい引っ越してきたお隣さん、赤ちゃんが生まれたばかりだから心配だって言ってたのは誰だれですか」

「う、うるせーよ！　俺は別に、心配だなんて一言も言ってねぇよ！」

「はいはい、ご近所に聞こえるから大きな声を出さないで」

　全すべてをわかっている口く調ちようで微笑ほほえむおばあちゃん。

「すみませんね吉永さん、ウチの主人が。改めて、隣の佐々尾でございます。息子と娘は仕事に行っておりますので、この時間はうちら老人しかいないんですよ。今度改めてお食事でもしながら、ゆっくり話しましょうね」

　丁てい寧ねいに挨拶するおばあちゃんに、パパは一瞬だけ黙ったが、

「あのぅ……それでは、一つだけ甘えてもよろしいでしょうか？」

「なんですか？」

「実は、先程から私の腕が冷たいんですよね……」

「あらあら」

「オイ！　早く言えよ！」

　慌あわてておもらしをした和己を取り上げるおばあちゃん。それからパパはオムツの取り替え方や、ミルクのあげ方などを丁寧に教わった。おばあちゃんが指示をして、ジーサンが見本を見せるというやり方。

　それがきっかけで、パパも佐々尾さん家とうち解けるようになった。和己をあやしているうちにママも帰ってきて、佐々尾さん夫婦はママの異常な無口さに最初は戸と惑まどったが、やがてエロジジイがママを口く説どこうとして、ママ本人にネックハンギングを喰らうという珍事もあった。







（勝手に見るんじゃねーよ）

　不意に頭の中で声が聞こえる。誰の声か考えるまでもない。

『パパ殿と汝なんじらは、こうして知り合ったのだな』

（まーな。しっかし、おまえんちの奥さん、今でもあんな感じなのか？）

『うむ。あの破壊力は住じゆう職しよくに優まさるとも劣おとらず』

（俺も、あのネックハンギングで懲こりたわ。奥さんにゃ二度と手は出してねぇ）

『つまり、他の者には手を出したのだな？』

（いや待て待て待て。俺は痴ち漢かんじゃねーから）

『だいたい、汝は町内でも有名らしいが、何をしでかしたのだ？　過去十年の町内での犯罪者の記録は我も記憶しているが、汝の名前はなかった』

（だからてめぇはなんで俺を犯罪者にしたがるんだよ!?）

『質問に答えよ、佐々尾老人。汝は生前、何をしたのだ？』

（……別に、何も。フツーに遊んでただけだっつの）

　ふてくされた声が返ってきた。

　この老人が本当に悪人だとはガーゴイルも思っていない。しかし出会ってきた悪人に共通する何か――例えば、怪盗百ひやく色しきの不敵さのようなもの――を感じるのだ。

『ならば汝の記憶をもう少し見せてもらおう』

（だから見るなっつの！）

『もうすでに見えている。不ふ可か抗こう力りよくだ』

　どうやらガーゴイルとジーサンの記憶まで融ゆう合ごうしてしまっているらしい。ガーゴイルが記憶を見ることを望むと、その情景が幻まぼろしのように浮かび上がってくるのだ。

　果たして視界に写り始めたのは、先程よりも数年経った吉永家。

　双葉がまだ幼稚園児だった時代だった。







　今度は上空からの視点だった。ジーサンが見える。

　なるほど、コツを覚えれば第三者の視点でも見られるらしい。

「おい双葉、どしたその傷きず？」

　吉永家の門の前で、小さな双葉が振り返る。

　幼稚園の制服の袖そでで鼻血を拭ぬぐいつつも、双葉はジーサンをじっと睨にらみつけている。まるで敵に出会ったような態度で。

「ひっでぇ傷じゃねーか。誰にやられた？」

　双葉は答えない。体中ありとあらゆるところにつけられた擦すり傷は、並みの大人が見たら失神してしまうくらいの数だ。それでもジーサンは双葉を気き遣づかうような表情ではない。

　鼻血がやたら出るので、双葉はカバンからティッシュを取りだして鼻につめる。しかし時すでに遅し、さっきまで制服で血を拭いまくっていたし、なにより服についているのは自分の血だけではないはず。

「……小学生どもに、やられた」

「ほう！　一方的にやられたのか？」

「ちゃんと全員ノしてきたよ」

「そーかそーか。よくやった。そりゃ双葉らしいな」

　かがみ込んで双葉の頭をなでるジーサンの手。

「で、なんでそんな泣きそうな顔してるんだ？」

「…………」

　双葉はもうかれこれ数十分ほど家の前で右う往おう左さ往おうしていた。

「またケンカしたってバレたら、ママに怒られるから……」

　小学生が何人かかってこようとも、双葉なら負けないだろう。実際、今まで双葉は負け知らずの幼稚園児として付近の住民に恐れられていたようだ。ジーサンの記憶でもそう認識されている様子。そんな双葉を唯ゆい一いつ怯おびえさせる存在がママであるのだが。

「あー……吉永さん家の奥さんにゃ、俺もかなわねぇ」

　身長一メートルちょっとの小さな少女は、ジーサンの顔と家のドアを見比べながら、何かを言いたそうにしている。

「なんとかしてやろうか？」

　ジーサンがつぶやくと、双葉は初めて明るい顔を見せた。

「つっても、今回はダメだ。どうあがいても隠しようがねぇ。俺が教えるのは、親にバレないケンカの仕方だ。どうする？」

　双葉は首を縦たてに振る。

「教えてくれっ！」

「よーし。そんじゃ、まずはたっぷりと怒られてこい」

「うー……やだなぁ」

「自じ業ごう自じ得とくだっつの」

「だってあいつら、あたしよりも小さな子イジメてたんだぜ？　男のくせに」

「だからって返り血がつくまで殴ったらダメだろ。ホレ、さっさと行け」

　手で追い払うように双葉をけしかけるジーサン。

　双葉は少し迷ったが、やがて意を決して家の中に入る。その数分後に双葉の悲鳴が聞こえることになるのだが、その辺は割かつ愛あいする。







『なるほど……双葉の師し匠しようというのは、そういうことか』

　その日から双葉はジーサンにいろいろな事を教わった。ケンカの仕方も含めて、プロレスの楽しさも教わったし、面白い遊び場や、普段使わないモノを遊び道具に変える知恵など、悪ガキとしての必要スキルは全てジーサンから伝授された。

　同時に、ジーサンはやっていいことといけないことはキチンと区別させていた。無関係の人に迷めい惑わくをかけてはいけない、無む益えきな殺せつ生しようはしてはいけない、火の取り扱いは慣れるまで禁止。大人として、子どもに教えるべき事は必ず遵じゆん守しゆさせた。

　もちろん、吉永家のパパママもこれらは守らせていたから、双葉は乱暴ながらも良い子に育っていったのだ。ジーサンが教えたのは悪ガキに必要な技術であって、悪人の心ではなかった。

　今になって考えると、百色と梨り々りの関係に似てるな、とガーゴイルは思うのだった。

　悪人でないことは確かめられた。

　では、どうしてジーサンがガーゴイルに取とり憑ついたのか。

　それを調べるために、もっと深いところまで記憶を辿たどろうとした時――




　　　　　[image: ]




「双葉殿！　ガーゴイル殿が起きたようでござる！」

　サムライの恰かつ好こうをした男に呼ばれて、双葉はそちらにむかった。兎と轉てん舎しやの床に転がされていたはずのガーゴイルは、いつのまにかまっすぐ座っている。

　そしてその犬の石像の周りには大勢の人達が集まっている。腰こしに刀を差したサムライをはじめとして、学生服の上から黒い外がい套とうを羽は織おった古めかしい青年や、軍服のおじさんなど、現代で見ればコスプレ以外の用途が考えられない服装の人々。

「ガーゴイル、だいじょぶか？」

　双葉は心配そうな顔をして、ガーゴイルの頭をグラグラ揺する。ガーゴイルの隣では佐々尾さん家のジーサンがつまらなさそうに座っていた。

『双葉か。我は兎轉舎で寝ていたのか』

「そーだよ。この兄ちゃん達が連れてきたんだよ」

　と、双葉は周りの人間を紹介する。

　十人ほど集まった彼らは全員、足がなかった。

『この者達も幽ゆう霊れいなのか？』

「いかにも。拙せつ者しや、井い沢ざわ信しん右衛え門もんと申す。この地で死して後、四百五十年ほどこの町を守護しており申す」

　井沢と名乗ったサムライは、ガーゴイルに丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。無ぶ精しよう髭ひげの生えた、彫りの深い顔の若者だった。現代の流行からは少し離れているが、当時だったら女にモテそうな顔をしている。

「ガーゴイル殿のご活躍も、ずっと拝見しておりました。何者にも屈くつせぬその強さ、拙者も見習いたいものでござる」

『なんと……』

「四百五十年っていうと……」

　双葉が指を折って数える。

『信長や秀吉の時代だな』

「ふぇー」

　ガーゴイルも生まれて八十年になろうかという年齢だが、実際にこの町で生きたのは一年ほどだ。この井沢というサムライは、その五倍以上の時間をこの町で過ごしてきたのだ。

　純粋にすごいと感じる双葉。

『して、どうしてその幽霊達の姿が見えるのだ？』

「それが知りたくて、あたしもココに来たんだけどさ」

　双葉は店内を見回す。お姉さんの姿がなかった。

　いつもお姉さんが座っているカウンターには、およそ装置とは呼びがたいガラクタ類が積み重なっている。ここでなんらかの機械を動かしたのは確かだろうが、それと双葉にも幽霊が見えるようになったことを結びつけるには証しよう拠こが少ない。

　だが、こんな不思議な現象を兎轉舎のお姉さん以外の誰に引き起こせるというのだ。

「ガーゴイル、姉ちゃんどこにいるかわかるか？」

『御ご色しき町ちようにはいないようだ』

「そっかー……」

　ガーゴイルの感覚器はどんな動物よりも強力だ。一キロ先の水の中にあるコンタクトレンズでも見つけられる。しかしそれは御色町までしか届かない。あまりに遠く離れられると意味がなくなるのだ。

「しかも、どうやら我々の姿が見えるのは双葉殿だけではないのでござる」

　サムライ井沢は窓から外を見る。

「見てみろよ、ガーゴイル」

　双葉も外を指さした。

　今日も御色南口商店街は猛暑に負けずに機能している。てんぷら屋のバイト達、通称テンプルナイツが奇声を発しながら店の前の掃そう除じをしていたり、魚屋のおじさんがそれにも負けない声でお客さんを呼んでいたり、和菓子のさとみやの前で店主の宮みや村むらさんが打ち水をしていたり。

『ふむ』

　商店街を行き交う人も、学校帰りの学生や買い物途中の主婦、その他いろいろな恰好の人達が闊かつ歩ぽしている。ケンカなども起きず、相変わらず平和な夏の一コマである。

　が、よーく目をこらして見てみれば、学生達に混じって大正時代の若者が本屋で立ち読みをしていたり、テンプルナイツを威い嚇かくしているサムライがいたり、主婦に混じって井い戸ど端ばた会議をしているモダンガールがいたりする。

『どうやら我々ではなく、汝らが見えるようになっているようだな』

「そうなんです」

　答えたのは背広の男。ほかの人間に比べて普通の恰好だが、やはり足がない。

「僕達も、いったいどうしたらいいのか……仕方なく双葉さんの薦すすめでここに来たというわけです」

『なるほど。状況は分かった。一つを除いて』

「なんでござろう？」

『汝らは先程、我の所に来たな。何なに故ゆえだ？』

「あー、それなんだけどな」

　双葉が頭をかく。

「この兄ちゃん達、ジジイに用があるんだと」

『老人にか』

　ジーサンは先程からずっと無言だ。

「ジジイ、あの世で何やらかしたんだ？」

　双葉が率直な質問をすると、

「何もしちゃいねーよ。ただブラブラしてただけだ」

「佐々尾殿。いい加減に聞き分けてくださらぬか」

　困った顔の井沢。

「お盆はとっくに終わっているのでござるよ。これよりこの世に留とどまれば、貴殿の身体が危のうござる」

『なんだと？』

　驚くガーゴイルに、双葉はさっき聞いたことを説明する。

「なんかさ、あの世にもいろいろルールがあるんだってさ。んで井沢の兄ちゃん達は、そのルールを破る霊たちを捕つかまえる――そうだな、警察みたいなモンなんだよ」

『では、やはり汝は悪人なのではないか』

　佐々尾のジーサンを見つめるガーゴイルだが、ジーサンは手を振って弁解する。

「ちょっと待てよ！　なんでフラついただけで罪になるんだよ！」

「この世への不法滞在は罪でござる。迷惑をかけぬうちにあの世へお帰りめされ」

「冗談じゃねーよ！」

　吐き捨てるように叫ぶと、佐々尾のジーサンはガーゴイルの身体の中に潜り込んでしまう。寝袋に入るようにスムーズに消えていったジーサンを捕まえようとする幽霊達だが、すでにジーサンの姿はなかった。

「くそっ！　出てござれ！」

「佐々尾さん！　いい加減にしてください！」

　幽霊全員でガーゴイルをドンドン叩たたく。しかし佐々尾のジーサンが出てくる気け配はいはない。入ったのがガーゴイルの身体だからだろうか、鋼鉄のドアよりも頑がん丈じようそうだった。

「はぁ……またか」

　先程の背広の青年がガックリと肩を落とす。

『また、とは？』

「さっきガーゴイルさんが寝ていた時も、佐々尾さんは出てこなかったんです。ガーゴイルさんが起きたと同時に、スルリと身体を抜けてきたんですけど」

「やっぱり出てきた瞬間に捕らえるべきだったか……」

「待つしかないでござろうなぁ」

「いつになるやら……」

　肩を落とす幽霊達。

　反対に双葉は明るい顔になって、

「じゃあ、さっきの話の続きしようぜ！」

　ノートを取り出した双葉を見て、幽霊達が苦笑する。

「さようにござるな。先程はどこまで話したのだったか」

　サムライ井沢が微笑みながら双葉のノートをめくる。

『どういう事だ？』

「あたしの宿題。自由研究」

　そう、双葉はガーゴイルが起きるまで幽霊達に御色町の歴史にまつわる話を聞いていたのだ。ほかの宿題は済ませているが、自由研究だけはどうしても終わらなかったのだ。そこへやってきた幽霊達は、双葉にとって救いの神だった。

「では、拙者の話を――」

「待たんか井沢殿。次はあしの番ぜよ」

　そう言って井沢の横から割りこんでくるのは、井沢のような和服姿の男。ただし髪の毛はチョンマゲではない。しかも土と佐さ弁べんだ。

「む、拙者は話しすぎたか。では榊さかき殿にお任せ申そう」

「おう双葉、あしが江戸の御色町を話しちゃるぜよ！」

　榊という別のサムライが双葉の前に立ち、興こう奮ふんしながら言葉を探す。

「おー、今度はどんな話だ？」

　双葉もワクワクしながら榊の武勇伝を待つ。

「おい榊さん、その次は僕だからな。明治の御色町も話しておかねば」

「待って、次は私よ。大正のモダンな生活も話したいわ」

「待たれい。儂わしのような戦国の職人達の活かつ躍やくも是非ぜひに」

　双葉の周りにワラワラと集まってくる幽霊達。

　仕方がない、とサムライ井沢は言っていたが、本当のところは彼ら自身が喋しやべりたかったのだ。生きている双葉に自分達の活躍を残させたかったのだろう。

「その前に双葉殿」

　ノートを広げる双葉を、井沢が止める。

「ん？」

「先程飲んだ、黒い飲料をまた飲みたいのでござるが」

「あ、そりゃあしも飲みたいぜよ！」

「僕も！」

「わーったわーった。ガーゴイル、ちょっとコーラ買ってきてくれ」

『承知した』

　すぐに消えるガーゴイル。

　最初に飲んだ時は「マズイ！」と口を揃そろえていっていたくせに。

　それでも、幽霊達が現代の飲み物に興味を持ってくれるのは、そこはかとなく嬉しい双葉だった。
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　深夜に出されると耳みみ障ざわりな轟ごう音おんが御色町を縦じゆう横おうに駆け抜けて行く。現在は午後も半なかばのあたりだが、それでも鳥たちが音に驚いて飛び去り、通行人が驚いてくわえタバコを落としてしまう始末。

　通行人の方は、きっと轟音の主ぬしを見たに違いない。卒そ塔と婆ばをハーレーダビッドソンの後部座席に刺さし、ジェットヘルメットをかぶったサングラス坊主のライダーを。雪せつ駄たではなくライダーブーツなのが余計にミスマッチであった。

　昧まい礼れい寺じの住職は、そんな視線を完全に無視して道路をひた走る。目的はただ一つ。ガーゴイルの中から佐々尾のジーサンを引きずり出すのだ。

　カーブにさしかかり、ハーレーが減速する。

「む？」

　本当に少しだが、普段よりもコーナーリングが重い。まるで誰か後ろに乗っているような気がして、軽く振り返ってみる。

　卒塔婆が刺さっている後部座席に、犬が座っていた。茶色の土佐犬だ。

「マレスケか」

『いかにも』

　犬の返事にも、住職は驚かない。

「久しぶりだな。何年ぶりか」

『貴き様さまは相変わらず、変わらぬのう』

「お互いにな」

　片手の指でサングラスを直す住職。そんな彼の背中に身体を預けるようにして、マレスケ中将は座っている。













　まるでぬいぐるみのような感かん触しよくだった。体温がないからだ。

　それでも住職は眉まゆ一つ動かさずにハンドルを握にぎる。

『此この度たびの事件、ガーゴイルだけでは荷が重いかも知れぬ』

「ふん。御色町最強の門番でも、幽霊には勝てぬか」

『貴様なら勝てるというのか？』

「程度にもよる」

『カッカッカ。まぁ貴様は本職であるからのう』

　何がおかしいのか、クスクスと笑い始めるマレスケ中将。

　そこで住職とマレスケの身体が揺れた。信号で一時停止したのだ。住職は照りつける太陽を軽く見上げながら、つぶやく。

「死んだ人間は必ずあの世に行くものだ。極ごく楽らくか地じ獄ごくか知らぬが。全てのさまよえる霊はそこに帰結する。だが――」

　ヘルメットで蒸れた頭から汗がしたたり落ちる。

「中にはあの世に帰らずさまよい続けている霊もいる。帰り方がわからない者、この世に未練がある者、誰かに怨うらみのある者、さまざまな霊がこの世に留まっておる。大半の霊は道を見つけてひとりでに帰って行くものだが――中には悪あく霊りようと化してこの地に根付く者もいるのだ」

『悪霊になるとどうなるのであるか？』

「その土地に災わざわいが起きる」

　住職は簡潔に答えた。

　信号が青に変わり、住職はクラッチを握りギアを入れる。軽くエンジンをふかしたあとに発進する――かと思いきや、視線を右側に固定したまま動かなかった。

「見ろマレスケ。あれもおまえの仲間だ」

『ああ……そうだな』

　住職の視線の先には、真っ赤なシャツにパンタロンを履いた昭和初期の伊だ達て男おとこのようなお兄さんが歩いていた。

「おい、そこの貴様」

　住職が霊に声をかける。

「ん？」

「もう盆は明けているぞ。早くあの世に帰れ」

「あー、もう明けてたのか……すいません、すぐに帰ります」

　ぼそぼそとつぶやいたかと思うと、幽霊はすぐにかき消えてしまった。空気に溶けこむようにして世界から消しよう滅めつする。

「……と、このようにお盆に帰ってきた霊も、今なら少しは残っている。奴らも自分が帰らないと大変なことになると知っているから、教えてやればすぐに帰るのだ」

『盆が明けても帰らないと、どうなる？』

「徐じよ々じよに幽体がこの世界になじみ、帰れなくなる。悪霊に変化してしまうのだ。そして現在、佐々尾のジジイが悪霊になりつつある。盆を過ぎてもフラフラしているからだ」

『その通りだ。よく勉強してあるな』

　満足そうな声を出すマレスケ。

「ふん。犬に教授されるほど落ちぶれてはいない。ジジイが悪霊になるまでに、必ず決着をつけてやる。あの世まで持ち越すわけにもゆかぬからな」

『そうなると、一つ疑問が残るはずだのぅ』

「そうだ。一つ気になることがある」

　また赤信号。

　ハーレーを停とめ、住職は振り返った。

「おまえはどうしてこの世にいる？　どうして俺に姿を見せる？　なぜ話が出来る？」

　言葉が通じる事に疑問を感じていたようには見えないが、一応考えていたらしい。

『……そうだな。道すがら、話していくとするか』

「まさか悪霊になったのではあるまいな」

『安心せい。吾わが輩はいも、佐々尾殿も悪霊にはなっておらん』

「それは噓うそだ。生きているうちから地獄行きが決定している者は、あのジジイ以外に思いつかん。おそらく地獄がイヤで逃げ出してきたのだろう」

『……そのあたりも変わらぬのう』

　舌を出して笑うマレスケ中将に、住職は無言になる。

　信号が青に変わった。
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　御色町の起源は意外と古く、平安時代にはすでに「御色」という名の地名になっていたそうだ。ただし当時は華やかな町とは対照的に行商もあまり通らない農村だったそうだ。鎌倉時代の後期で人口が約二十人。本当に慎つつましやかな生活を送っている場所であった。

　現在では学校の裏山に位置する場所には儀ぎ式しき用の祭さい壇だんがあり、昔の人達は山の神に作物を捧ささげて豊ほう穣じようを祈き願がんしていたという。とくにイケニエなどというものは使わず、普通にお祈りをしていただけだ。今ではその祭壇は跡あと形かたもなく消えている。

　時代の流れと共に必ず起こっていた戦いくさには、御色村は無縁だった。山に囲まれているため、それほど戦略的に重要視されなかったためか、戦の被害をことごとく逃れてきた。そのつど領主は変わるものの、その領主たちも「それほど欲しくないんだけど、まぁ土地は多い方がいいだろ」という消極的な理由で御色村を支配下に置いていた。おかげで御色村は誰も気づかぬうちに最もつとも平和な村になっていたのである。山の神がもたらしたのは、豊穣ではなく戦のない暮らしだったのかもしれない。

　そんな一般的な農村であった御色村に、ある時史上最大のピンチが訪れる。

　それは戦国時代末期。織お田だ信のぶ長ながの死後、徐々にその領地を広げていく戦の中。関東を統すべる北ほう条じよう氏の一族である、五代目北条氏うじ直なお。その部下にとある血けつ気き盛さかんな武将がいた。名前はわからない。当事者が知らないからだ。

　その武将――仮にＡエー左ざ右衛え門もんとしておこう――は、御色村の統治を任されていた。彼も今までの領主と同じ考えで、この村を戦略上の拠きよ点てんにしようなどとは考えていなかった。存在自体を忘れていたときもあった。

　しかし織田信長の部下だった豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの軍勢が目前まで迫っていた時、Ａ左右衛門はとっさに考えた。おそらく普通に戦ったら北条は負ける。そうなったら自分も殺される。そうなる前に逃げるか戦うかしなければならない。

　そのために、秀吉の行軍中に御色村を焼き払おうと考えたのだから、このＡ左右衛門、暴君ネロに匹ひつ敵てきする頭の持ち主である。御色村の炎上に気を取られているうちに奇き襲しゆうをかけるというのだ。

　当たり前だが、御色村の住民はたまったものではない。

　そこでＡ左右衛門に進言したのが、当時御色村に住んでいた井沢信右衛門である。

　彼は御色村で生まれたわけではない。もともと名のある武将の下（これも名前は教えてくれなかった）に生まれたが、やがて家元を離れ、流る浪ろうの旅の果てに御色村に住み着いた、旅芸人あがりの浪人だ。村の片かた隅すみで田畑を耕たがやしながら、こっそりと芸を磨みがいていたのである。

　井沢は陣じんを構かまえるＡ左右衛門の前に進み出ると、こう言ったのだ。

「もしも御色村を焼き払うのであれば、上うえ様さまは大切なものを失うことになりましょう」

　そう言われたＡ左右衛門、当然だが「大切なものとは何か？」と訊きく。

　井沢はうなずくと、腰の刀を抜ぬき放はなち――







「ほっ！」

　井沢の刀の上に、何枚もの懐かい紙しが乗っている。ティッシュペーパーの箱でたとえるなら、半分くらいの量の紙だ。たぶん五十枚くらいはあるだろう。それを切らずに刃の上で支えているのだ。

「おー！」

　それを見た双葉が手を叩く。双葉の後ろにいる幽霊達も同じように囃はやし立たてる。

「まだまだでござるよ」

　井沢が微笑ほほえむと、刀が上を向いた。

　同時に紙束が宙を舞う。それまで綺き麗れいに重ねられていた紙束が、どういうわけか花吹雪のように兎轉舎の空間に広がっていくのだ。いったいどういう飛ばし方をすればここまで紙がバラバラに飛ぶのか。

「シュッ！」

　そして井沢が空気を一気に吐はいたと同時に、大きな音が鳴った。井沢が思いっきり床を踏んだのだ。

　全部が真っ二つに切れていた。もちろん、宙を舞う紙束だ。十や二十で数えられるものではない。その全てがたった一呼吸の間に両断されていたのだ。

　店の中に静せい寂じやくが訪おとずれた。

　双葉がごくりとつばを飲みこむ。少し後に、倍の量になった紙束が床に落ちてくる。

「す……すげぇっ！」

　兎轉舎が喝かつ采さいに包まれた。みんなが井沢を取り囲んで拍はく手しゆをしている。対する井沢は照れくさそうに頭をかくだけだった。

「まぁ、こんな芸でござる。これで御色村を勘かん弁べんしてやってくれないかと、頼みこんだのでござるよ」

「御色村を焼いたらブッタ斬ぎるって脅おどしたのか？」

　双葉の問いに井沢は首を振る。

「そうできるほど強ければよいのでござろうが――この剣技、実を言えば人間には通用しないのでござるよ」

「なんで？」

　あんなにすごい早はや業わざがあれば、誰でも斬れそうなのに。

「紙は薄く、人は分厚いでござろう。紙を斬る速さで人間を斬ることは、たとえるならば米一粒を食べる速さで大根を一本まるまる食べろということでござる」

「なるほどねぇ……」

「と、そういうことを領主殿にお話しした結果、領主殿は高笑いされて『お主達のような笑える武芸者を焼くことはできん』と――そして御色村は焼かれることなく今日まで平和な暮らしが続いたのでござるよ」

「ほぉー」

　深く納得する双葉。芸は身を助くと言うが、このサムライはまさにそれを地でやってのけたのだ。それを許す領主もまた、太っ腹というか肝きもが据すわっているというか。

　強い人間の武勇伝を聞くよりも面白かった。

　サムライ井沢のほかにも、双葉は色々な武勇伝を聞いた。

　しかしどれも強大な敵と戦ったとか、身を挺ていして何かを守ったという話ではなかった。どちらかと言えば小ずるい策略でみんなが幸せになったとか、人々を励はげまして一緒に何かを成なし遂とげたとか、そういう成功話のほうが多かった。

　昔から呑のん気きな人間が多かったのだろう。

　そしてそんな御色町はガーゴイルが来る以前から、彼らに地味に守られてきたのだ。

「井沢さんはずるいなぁ。そんな芸で双葉さんの気をひこうだなんて」

　スーツにネクタイという、普通のサラリーマンのような男がニコニコ笑っている。井沢は苦笑しながら手を振って、

「何を仰おつしやるか。清し水みず殿だって、立派なことを成し遂げたではござらぬか」

「それにしたって、僕は剣を使えませんし、強くもありませんよ」

　丸眼鏡を押し上げて、清水青年は双葉に近づく。

「井沢さんの話の続きは、僕がしましょう。彼のおかげで戦国時代の御色村が守られてからです」

　そう言って、清水は弁士のような態度で喉のどを鳴らす。周りにいた幽霊達が拍手すると、清水は一礼する。双葉は黙って彼の話を聞くことにした。







　御色村が御色町に変わったのは、明治も半なかばを過ぎた頃だった。藩はんが県に代わった時代でも、御色村は相変わらず細々と作物を作り続けていた。観光名所もなく、珍しいものが取れるわけでもない御色町は、相変わらず人口の少ないまま江戸、明治の時代を過ごしていった。

　ところが、御色村に転機がやってくる。鉄道である。東から西を結ぶ鉄道の停車駅に御色という名前が連つらなったのだ。小さな駅だったが、村民は喜んだ。山に囲まれた土地のため、移動が困難な状況が多かったのである。積雪の多い日などは目も当てられない。

　御色駅設立の報を聞き、まず最初に行動したのが清水青年だった。

　村役場で働いていた清水は村長を説得し、まず駅の周りの土地を全て村の財産で買った。線路などが通る道は国に売った。結果、その土地の持ち主や周辺の村民から猛反発を喰らったが、清水は悔くやまなかった。清水が考えていたプランは、降車した乗客達を迎え入れる村作りというものだった。

　観光名所でもない御色村は農業だけでは発展しないと考えた清水、まず駅の周りの土地を格安で提供した。すぐにそれに飛びついたのは、清水と同じ考えを持った商売人達だった。駅の周りに店を開き、降車する客にすぐにモノを売りつける。しかし駅の周りの土地は高いのが定じよう石せき。そんな中、御色駅だけが安くなっているのだ。飛びつかない手はない。

　これが御色商店街の基き礎そである。







「いや、相当恨うらまれましたよ。農業だけで生きていた人達からは石とか投げられましたしね。僕には一銭も入ってこないっていうのに……」

　笑う清水に、みんな複雑な視線を向ける。

「でも清水のにーちゃんがそうしなかったら、今頃御色町はどーなってたんだ？」

　素そ朴ぼくな質問をする双葉に、清水はこう答える。

「たぶん、ほかに金かね儲もうけをしたがった誰かが同じ事をしたでしょうね。まぁ商売人が考える事なんて、みんな同じです」

「それじゃ、清水のにーちゃんは――」

「いや、全くの無む駄だというわけでもないであろう」

　答えたのは、いつのまにか双葉の後ろにいた軍服姿の男。

「時期が早ければ誰も土地を買わぬ。遅ければもっと高い値段で土地を売りつけられたから、発展するのが遅くなる。いい時期だったと思う」

「そ、そうですか……」

　軍服男に一礼する清水。

「僕もね……本当は、農家の生まれだったんですよ。村役場に勤めながらも、父と母の農作業を手伝っていましたし。そんなわけですから、別に農家の人のことを考えていなかったわけじゃないんですよ。むしろ、そういう人達に楽させたくて……」

　泣きそうな顔で笑う清水。

　彼が村人から受けた非難は双葉には想像できない。しかし、彼がつぶやく言葉を聞くと、やっぱり井沢達のような幽霊達に共通する何かを感じるのだ。

　そして清水が最後につぶやいた言葉が決定的だった。




「ただ僕は、御色が好きだったから――」




　その言葉に、幽霊達もうなずく。

　どの時代に生きていた人間達も、心は一つ。この土地を守るために何かを成し遂げたのだ。教科書に載のるような偉い人じんと比べると圧倒的に地味だが、それでも双葉は彼らを心の底から尊敬できそうな気がした。

「気がつけば、この御色町も幽霊でいっぱいになり申した。あの世へ帰る者も多いが、我々のような物好きが集まって自じ警けい団だんのような事も行うようになり申したのは……そう、百年ほど前でござろうか」

　井沢が明るい声で場を取りなす。

「考えてみりゃそうだよな。何千年も昔から霊っているわけだし。今この世で生きてる人間より、圧倒的に多いもんなぁ」

　祭りやイベントでも、たくさん集まった人間を整理する仕事が必要だ。その人達がいなければ、勝手な行動を取る人間で催もよおし物ものがグダグダになってしまう。

「それ故ゆえ、我々はこの町を守るために悪い霊を取り締まっているのでござるよ。好きな町を汚されたくないのは、生者も死者も同じでござる」

「ジーサンも何か偉いことでもすりゃよかったのになぁ」

　双葉が苦笑すると、

「佐々尾殿は悪人ではござらぬ。それは我々もよくわかっており申す。しかしこのままでは霊体が朽くちて、知らず知らずのうちに悪い霊になっていくのでござるよ」

「にーちゃん達は、悪霊にならないのか？」

「我らはこの御色の地の気をもらって生きているので、その心配はござらぬ。地元の人からは土と地ち神がみなどと呼ばれていたりし申すが、いささか気恥ずかしい」

　照れて頭をかく井沢。確かに神と呼ぶには似つかわしくない雰ふん囲い気きだ。

「じゃあ、悪霊になるのって、どうやって止まるんだ？」

「たやすいことでござる。あの世に帰ればいい」

「そんな簡単なのに、なんでジジイは帰らねーんだ？」

『そうだ。そこが問題なのだ』

　会話に入ってくるガーゴイル。いまだに佐々尾のジーサンは中から出てこない。

『この老人が我の中に入ったとき、外に出ると身体がおかしくなる、というような事を口走っていた。本人にも自覚があるのだ』

「じゃあガーゴイルの身体がシェルター代わりで、避ひ難なんしてるようなもんなのか」

『うむ。問題は避難してまで、この世で何をしたいのか……』

「そのようなことは関係ござらぬ」

　今までにない強い口調で、井沢が腰の刀に手をかける。

「ガーゴイル殿の身体から出てきたら、即捕まえるのみ」

「その通りです。生きている人に、これ以上迷惑をかけられません」

　その場にいた幽霊達が、全員うなずく。

　それまでは呑気だったが、仕事の話になると殺気を帯びた目になる。警察どころか新しん撰せん組ぐみのような集団であった。

『……む』

　その殺気にあてられたせいか、ガーゴイルが変な声を出す。

「どうしたガーゴイル？」

『何故か分からぬが――釣つりに行きたくなった』

「はぁ？」

『我は釣りなどしたことがないのだが……』

「ひょっとして、ジジイが出てきてるのか？」

「何っ！」

　双葉の声に反応した幽霊達が、一いつ斉せいにガーゴイルの方を見る。

「かかれぇっ！」

　井沢の号令の下、ガーゴイルに幽霊集団が飛び掛かる。ラグビーのようにのしかかられたはずのガーゴイルだったが、

「あれっ!?」

　幽霊達がその場を退くと、すでにガーゴイルは消滅していた。

「追うぞ！　佐々尾殿を捕まえるでござる！」

　井沢の号令の下、幽霊達は揃そろって兎轉舎から出ていく。

　最後の一人が兎轉舎を出ると、ドアにかけられた風ふう鈴りんがチリンと鳴った。

「あーあ、みんな行っちまった」

　一人、兎轉舎に取り残された双葉。

「あ、双葉殿」

「うわぁっ！」

　出ていったはずの井沢の首が、兎轉舎の壁から生はえていた。ものすごいスプラッタだ。













「先程の黒い飲料、大変美味びみでござった。礼を言わせて頂く」

「お、おう」

　双葉が手を振ると、井沢の首は壁の向こう側へ引っこんでいく。

　やっぱり幽霊なんだ……と再認識した双葉だった。

　そうして、誰もいない兎轉舎でガーゴイルの行き先を考えてみる。

「釣りか……」

　考えるまでもない。佐々尾のジーサンの趣味は釣りだ。三度の飯よりも釣りが好きと言っても過言ではない。道ばたですれ違う時は、いつも竿さおとバケツを持っていた。今になって考えると、装備として不十分だったのではないかと思うが、ジーサンにとって釣果は重要ではないらしい。

　そしてジーサンがよく行く釣りスポットと言えば……。

「んーと」

　周囲を見回す双葉。店内には誰もいない。

　しかし入ってきた時から誰もいなかったのだから、もう一度留守にしても誰も困らないだろう。

　心当たりの場所を目指して、双葉も兎轉舎を飛び出した。
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　視界の先に、橋が見えた。御色川を繋つなぐ、この町で一番大きな橋だ。よくこの上でどこかの高校の部活動がランニングしているのを見かける。ランニング中の高校生は例外なくこちらを見ながら走っていった。

　そうして橋の上にずらりと並ぶ双葉と幽霊一団。

「つーか、なんでついてくるんだよ？」

　振り返った双葉が、幽霊集団を睨にらみつける。

「この橋は自動車が多いですね」

「うむ、感じぬはずでござるが、拙者も煙けむに巻まかれそうで……」

「聞けよ人の話！」

　信号待ちで停まっている車の助手席から、こちらを珍しそうに見る人達。まるで仮か装そう行ぎよう列れつを先せん導どうしている気分だ。さらに幽霊達は照れもせずに「こんにちは！」と挨あい拶さつをしているので、先頭を歩く双葉にしてみれば恥ずかしいことこの上ない。

　あえて無視して、双葉は橋の下をのぞきこんだ。黒い水が向こうからこちらに流れている。水不足のためか、勢いは弱い。

「うーむ、汚い川でござるな」

　井沢が発した言葉が、幽霊達の総意らしい。

　橋を渡り、土手に降りる。すると伸びた草むらには空あき缶かんやタバコなどが散乱しており、川の中よりもこっちのほうが汚い気もする。しかし幽霊達は我先にと川へと近づき、水の中に手を入れる。

「濁にごってますね……」

　清水青年も悲しい顔をする。

　御色川の水は汚れてはいないが、泥などで底が見えない。岸にはやはりゴミが散乱しており、ヘドロのようなものも溜まっている。

　生まれた時からこの町で育っている双葉には、この川がどれほど汚れているか比べられない。しかしテレビなどで、生活排水などが川を汚していることは知識として知っていた。

「これでは飲めないではないか」

「いっ!?　この川の水って、飲めんの？」

　驚いて聞き返す双葉。

「双葉殿はご存知なかろうが……昔はこの川でよく子どもが泳いでいたのでござるよ。しかし今となっては、水に手を浸ひたすだけで汚れてしまいそうでござる」

　この時代に触ふれて喜んでいた幽霊達が、はじめて悲しそうな顔をする。

　今の御色川に入れと言われて、入る人間はどれほどいるだろうか。双葉もジーサンに連れられて土手で遊ぶことはあったが、川には入れさせてもらえなかった。

　なぜだかわからないが、双葉は自分がすごく損をしている気になった。

「別に川で泳げなくたって困らねーけどさ……」

　川から視線を背けると、道路を挟はさんで反対側の歩道に見知った影があった。

　それは双葉と同じくらいの年頃の少女と、ガーゴイルと同じくらいの大きさの白い犬。

「おーい、美み森もり！」

　双葉が手を振ると、向こうもこちらに気づいたのか手を振り返す。

　来た道を引き返して横断歩道を渡り、美森のいる場所へ走る。美森はホッとしたような顔で双葉を出迎えた。

「双葉ちゃん、ちょうどよかったよ～」

　情けない声で双葉にすがる小お野の寺でら美森。彼女の隣にいるのは、小野寺家の番犬にして盲もう導どう犬けんであるエイバリー中ちゆう尉い。白い毛並みが自慢のラブラドールレトリバーだ。

　そのエイバリー中尉は、足と尻尾しつぽをピンと伸ばしていた。人間ならば直立不動とでも言えばいいのか。綺麗に決まった立ち姿である。

　中尉の視線の先には、一台のハーレーが。さきほどから路ろ肩かたに停まっていたのだろうが、あの時は美森しか目に入らなかった。

　まさかこんなインパクトのあるバイクを見逃すなんて。

「また会ったな」

　ハーレーにまたがっているのは、昧まい礼れい寺じの住職だった。

　住職の後ろには、エイバリーよりも大きな土と佐さ犬けんが座っていた。

『人が増えてきたな。休め！』

　その犬はなんとガーゴイルのように喋しやべった。号令にあわせて中尉がお座すわりをする。上官に命令される下か士し官かんそのものだ。

「なんだこの犬。ガーゴイルの知り合いか？」

　双葉が土佐犬をなでる。

　冷たい感触がした。それだけで幽霊とわかる。

「マレスケ大佐だ。いや、今では中将か」

　住職が簡単に説明した。階級だけ聞けば、その犬がどれだけすごかったのかなんとなくわかる。しかし誰が一番最初に犬に階級をつけたのだろう。この二頭の犬だけ特別なのはわかっているが、探せばまだ出てきそうである。

『吾輩のことは気にするな。ただ世間話をしていただけだ。それよりも、貴様らにはするべきことがあるのではないか？』

　マレスケ中将は鼻を鳴らしながら言う。皮肉な態度は誰に似たのだろう。

「そうだ。ガーゴイル殿とあのクソジジイを探しているのだ」

「あー、それだったら、たぶんこの近くだぜ」

　気楽に言う双葉に、住職のサングラスがキラリと光った。

　次の瞬間、双葉の襟えり首くびが持ち上げられ、気がつけばさっきまでマレスケ中将が座っていた位置に乗せられていた。

「……あれ？」

　ぶぉん、とアクセルがふかされる。

　状況がまだ飲みこめない双葉。

「案内しろ。さもなくば地獄に落とす」

「え？　えっ？」

『その前に地面に落ちるなよ』

　言うが早いか、ものすごい重力が双葉の顔を歪ゆがめた。

「ふ、双葉ちゃん！」

　美森にしてみれば、いきなり双葉がさらわれたようにしか見えないはずだ。相手が昧礼寺の住職だとわかっていなければ、通報したに違いない。

「おわああ～～っ!!」

　双葉の声とバイクのエンジン音が、橋から遠ざかっていった。







　御色川のほとりに数人の人影。一人は佐々尾のジーサン。そして、それを取り囲むようにたくさんの子ども達が。みんなジーサンの真ま似ねをして、木の棒に糸をつけている。

「よし、おまえらできたか？」

　ジーサンが辺りを見回すと、一人の女の子が悪あく戦せん苦く闘とうしている。

「どれ、貸してみろ」

　女の子から木の棒を受け取ると、器用に糸を取りつける。さらに空き缶のプルトップを潰つぶして作った釣り針にひっかける。足でテキトーに掘った地面からミミズが出てくる。エサに使うのだ。

「うえっ、これエサなの？」

　一人の男の子が気持ち悪そうにミミズを見ている。

「なんだお前、男のくせにミミズ怖いのか？」

　ジーサンがミミズをつまんで見せると、男の子はさらに後じさる。ところがさっき糸を取りつけられなかった女の子は、ミミズを怖がらずにつまんでいた。

「ほら、お前女の子に負けてるぜ」

「いいんだよ。そーいうのダンジョサベツって言うんだぞ」

「言わねーよ。この場合、男のオメーがヘタレなだけだ」

　男の子はふくれっ面つら。見れば、ほかの男の子も当たり前のようにミミズをつまんでいる。触さわれないのはその子だけだ。

　やがて意を決したのか、男の子はジーサンが差し出したミミズを心から嫌そうな顔でつまみ、即席釣り針にひっかける。最後の方になると、男の子も慣れてきたようだ。

「ん」

　できた釣り糸をジーサンに見せると、

「よし、それでこそ男だ」

　と、力強い顔でうなずいた。男の子も満足そうに笑う。

「よーし、いっせーので川に投げるぞー！　最初に釣れたヤツにはアイスおごってやる！」

「わーい！」

　子ども達が色めき立つ。

　ジーサンは竿を振りかぶり、

「いっせーの――」

「ちょっと！　マサオ！」

　土手の上から女性の声が聞こえた。振り向くと、数人のおばさんが仁に王おう立だちしている。

「あ、ママだ」

　女の子が呑気そうに手を振っていた。

　おばさんたちはゆっくりと土手を降りてくると、ジーサンには見向きもせずに、

「こんな変な人と一緒に遊んじゃいけません！」

「え……だって」

「さ、うちへ帰りましょう！」

　と、子ども達の手をひっぱって連れ帰ろうとする。

「オイオイ、いくらなんでも遊んでる子どもを無理矢理ひっぺがすのはよくねーだろ」

　ジーサンがやんわりたしなめようとするが、

「貴方あなたは黙っていて下さい！　こんな汚い川で子どもを遊ばせるなんて、どういう神経してるんですか!?」

　がんばってミミズを摑つかんだ子どもの親らしいおばさんが、ものすごい剣けん幕まくでジーサンに言い返してくる。

「汚いっつったって、あとで洗えばいいだろ」

「そういう問題じゃありません！　うちの子の遊び方くらい、私が決めます！」

「はぁ!?」

「遊びも教育のうちです！　釣りをすることがいけないとは言いませんが、だったらこんな汚い竿よりも、もっとイイ竿を買って、本格的なアウトドアをさせればいいんでしょう!?」

「え、ちょ、あんた、それマジで言ってるわけ？」

　オバサンの言うことが本気で理解できないジーサン。

「失礼します！　今後、うちの子には関かかわらないで下さい！」

　そのおばさんに追つい随ずいするように、ほかのおばさん達も子どもをひっぱって行く。子ども達は全員名残なごり惜おしそうな顔をしていたが、ジーサンに口を挟む権利はなかった。たとえその権利があったとしても、台風のような勢いで通り過ぎていったおばさん連中を誰が止められるというのか。

　小さくカラスが鳴いた。

　気がつけば日が暮れていたのだ。

「はぁ～ぁっと」

　軽く背伸びをして、地面にうち捨てられた即席釣り竿を拾いにかかるジーサン。

　ところが、まだ残っている子どもがいた。

「ったく、ゴミの始末くらいちゃんとさせろよなぁ。大人なのに」

　ポニーテールの男の子――いや、女の子だ。

「双葉。お前、帰らないのか？」

「あ？　なんで？」

「ふ、双葉ちゃんも手伝ってよ……！」

　双葉の隣には、大量の木の棒を抱かかえた和己もいた。細い腕でがんばっている。その大量の竿を双葉は片かたっ端ぱしから受け取り、地面に刺している。

「オイオイ、いいのかよオメーラ。パパさんやママさん怒らねーのか？」

「だから、なんで？」

「僕も、さっきのおばさんたちがどうして怒ってたのかわからないんですけど」

　双葉も和己も真剣な顔だ。

　いいから帰れ、とジーサンが怒ど鳴なろうとした時、

「おーい、双葉！　和己！」

　土手の上から声がした。

　見ると、吉永家のパパとママが買い物袋を手にしている。今日はパパが休みなのだろう、重そうな荷物を笑顔で持っていた。

「おーい！」

　双葉が手を振り返す。

「今日は何やってるんだ!?」

「ジジイと釣りしてる！」

「そうか！　佐々尾さん、すいませんがウチの子ども達をよろしくお願いします！」

　パパもママも、笑顔でジーサンに頭を下げた。

　まったく疑いのない目で自分を見る吉永家に、逆にジーサンの方が居たたまれなくなる。いわれのない罪悪感が胸にわいてきた。

　どうして、この家の人間は無条件で自分を信じるのか。

「ほらジジイ、早く続き教えろよ！」

　双葉が袖そでをひっぱる。

「しょうがねぇな……」

　ジーサンは苦笑して、その場に腰掛けた。

　そうして三人は、夜になって全身を蚊かに刺されるまで釣りを続けたのだった。







　ガーゴイルが我に返ったとき、そこは河か原わらだったが、夕暮れではなく昼下がりの晴天だった。さきほどまでそびえていた入道雲も消え去り、空には太陽しか見えなくなっている。その太陽が照りつけているのが、ガーゴイルの身体と御色川だった。

「あの時だけじゃねーけど、吉永さん家は、なんでかシラネーけど俺のことを信じるんだよな。あの後、双葉とケンカになって川に叩き落としても親おや御ごさん何も言わないんだぜ？　おかしくねーか？」

　ガーゴイルの頭の上にあぐらをかいて、釣り糸を垂たらしているジーサン。もはや記憶の共有に関しては何も言わなくなっている。

『別に不思議はない。どうせ双葉が悪いのだろう』

「つっても、人様ん家の子どもを叱しかるって、最近じゃけっこう親がうるさいんだろ？」

『誰かを叱るのに資格はない。我が今までに罰してきた人間も、誰かの子どもだ』

「それに、俺は周りから嫌われてるからな。吉永さん家まで変な噂うわさを立てられちゃ困るだろ」

『どうして嫌われていると思うのだ？』

「そりゃ、俺はいろいろやってるからよ……」

『そう、先程から我が気になっているのはそれだ』

　思い出したようにつぶやくガーゴイル。

『汝は自分のことをあからさまに卑ひ下げする。双葉は汝のことを師し匠しようと呼ぶ。昧礼寺の住職に至っては仇かたきのような態度を取る』

　話だけ聞くと、まるで御色町を牛じゆう耳じる大悪党のように聞こえる。

『しかし記憶を見るに、汝は遊んでいただけだ。毎日のように町を練ねり歩あるき、子どもと一緒に遊び、商店街を冷やかし、町民を小馬鹿にしているだけだ。とても悪とは呼べぬ。住職殿があのような態度を取ることだけは理解できるが』

　ジーサンの日課は、毎日子どもを連れ出してはイタズラを教えこみ、女性にセクハラまがいの発言をしてはブン殴なぐられたりすることばかり。町内でもアホジジイで通っているが、彼を見る目はみんな親しみのこもったものだった。少なくともガーゴイルにはそう見えた。

　ジーサンは麦わら帽ぼう子しをかぶり直し、ぽつりとつぶやく。

「……真ま面じ目めな人間にはな、めっちゃ嫌われるんだよ」

『なぜだ？』

「老人ってのはな。家にいて時代劇の再放送でも見ながら慎つつましく暮らすのが理想なんだと。子どもに余計なこと吹きこむのもそうだが、そういう奴らは平和な生活がしたいんだな。わけのわかんねージジイに生活を乱されるのがイヤなんだわ」

『……その気持ちは、今の我ならば分かる』

「そうだろ」

　ヒッヒッヒ、とジーサンはいやらしい笑い方をする。

「オメーもこの町に来た時、いろいろやらかして騒動起こしたろ。俺と変わんねーよ。ただオメーと俺の違いは、正義のために戦った門番と、何もせずにフラフラ遊んでた徘はい徊かい老人ってとこくらいだ」

　ガーゴイルは何も言わない。光線を撃つ犬の石像がこれまでに引きおこした事件は数限りない。普通ならば苦情の一つや二つ言われてもおかしくない。それが現在では、町の名物にまでなっている。

　だが――

『汝も、我と同じだ』

　吉永家だけではない。ガーゴイルが見たジーサンの記憶には、ジーサンのことを良く思っている人が何人もいた。それこそ町の名物と言ってもいい。

　その人間の本質を見る者は、どこにだって必ずいる。そうガーゴイルは信じている。

「――そうかい」

　鼻を軽くすすって、ジーサンは釣り竿を取り上げる。空き缶のプルトップで作った釣り針の先には、何もかかっていなかった。

『さて、そろそろ本当のことを聞かせてもらおう』

「あん？」

『我に取り憑いてまでこの世に執しゆう着ちやくする理由だ』

　ある程度ジーサンの記憶が覗のぞけると言っても、彼の心までは読めない。それに一番大切な記憶は鍵かぎをかけて厳重に封印されているのだ。誰だって見られたくない想い出はある。

「だから言ってるじゃねーか」

　ジーサンは改めて釣り糸を川に投げ入れる。

「俺はただ、この町でブラブラしたかっただけだよ」

『……分からぬ』

「何がだよ」

『我は声を聞けば、その者が噓を言っているかどうか判別できる。汝は噓を言っていない。が、真実も言っていない。故ゆえに、我は納得できぬ』

「……ふん」

　そのままジーサンは無言。

　やがて一分ほど時間が経たった頃、

「オメーは――もしも今この場で死んだらどうする？」

『仮定の話か』

「あったりめーだ」

　ガーゴイルは少し考える。なにしろ死という現象自体、まだ把は握あくしきれていないのだ。だがジーサンや幽霊達と話しているうちに、死が「肉体を失う事」だと思い始める。霊の存在をありありと見せられた今、魂と肉体の剝かい離りを想像してみる。それが死であると仮定して――

『……死ねば、吉永家の門番がいなくなる。それは危険だ。我がいなくなったら、いったい誰が吉永家や御色町を守るというのだ』

　肉体がなくなれば、霊になって見守るしかない。たとえ手は出せなくとも、双葉達が心配で吉永家の門柱のあたりをさまよっているかもしれない。

　そこでガーゴイルもようやく気づいた。

　ジーサンにもそういう相手がいるのだ。

　それが誰なのか考えるまでもない。

『ならば汝は、こんな所でこうしている場合では――』

「おお、本当にここにいたでござる！」

　そこへ大きな声が聞こえてきた。

　幽霊の集団だった。井沢とかいうサムライの幽霊が腰の刀に手をかける。しかし顔はジーサンを見つけた喜びを満面に浮かべていた。

「さあ観念しませい、ご老人！　おとなしく縛ばくにつけば、手荒な真似はいたさぬ！」

　とか言いつつ刀を抜きはなつ井沢。追いかけるのに疲れたのか、かなり怒っている様子だった。周りの幽霊もみな、それぞれの得物を構えている。本気だ。

「ったく、いい大人が雁がん首くび揃えてジジイ一人に……」

　真剣を見てもジーサンは飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。修しゆ羅ら場ばに慣れているのだろう。

『汝ら、落ち着け。どうしてそこまで老人を追うのだ？　少しくらいこの世で遊ばせても困らないだろうに』

「困り申す！」

『我の中に入れば、魂が劣化せずに、その、悪霊とやらにならないのであろう？　ならばそれで良いではないか』

「いかがいたした、ガーゴイル殿……」

　戸惑うサムライ井沢。

　先程まではあれほどジーサンのことを嫌っていたのに、今では擁よう護ごするような事を言う。ガーゴイル自身もおかしいと感じているが、ジーサンの目的がわかりかけた今、無条件で嫌うことができなくなってしまっているのだ。

　わずかに静まる河原。

　蟬せみの鳴き声が近くから聞こえる。

　誰も口をきかなくなった釣り場で、蟬の声が初めて聞こえるようになった。今まではそんな音が聞こえないくらいに忙しい一日だったのだ。

　その静せい寂じやくは予期せぬ来客で中断せざるを得なくなった。

「ん？　あの二輪車はなんでござろう？」

　井沢が土手の上を見ている。ジーサンもほかの幽霊もその視線を追うと、一台のバイクがこちらに接近していた。

　ハンドルが大きくカーブを描いているそのバイクは、ガーゴイルの記憶が正しければハーレーダビッドソンとかいうものではなかったか。

「って、あのバイク……！」

　ジーサンが息を呑む。

　ハーレーは土手を下って幽霊達の前で停車した。

　規則正しいエンジン音を鳴らすその機械の馬にまたがっているのは、まさしく昧礼寺の住職だった。戦闘機械のようなたたずまいでハンドルを持っている。

「…………」

　住職は小さく首を動かしてこちらを睥へい睨げいすると無言でバイクを降り、後部座席にブッ刺した長い卒塔婆を担ぎ上げる。仏具のはずなのに、それは住職が持つとなによりも強そうな武器に見える。




「我聞如是一時仏住王舎城耆闍崛山中――」




　重い声でお経きようを読み上げる住職。

　サングラス越しの瞳ひとみは読めなかったが、彼がこれからこちらに来て何をしようとしているのか、この場にいる誰もが予想していた。




「我建超世願必至無上道斯願不満足誓不成正覚我於無量劫不為大施主普済諸貧苦誓不成正覚我至成佛道名声超十方究竟靡所聞誓不成正覚――」




　卒塔婆を持っていない左手の数じゆ珠ずをもてあそびながら、住職はゆっくりとした足取りでこちらに近づいてくる。

　口から漏もれ出でるお経は、それだけで威圧感を与える。幽霊が聞いたらどうなるのかと思ったが、幸さいわいというか、住職の見た目のインパクトに驚いているだけだった。

　そして住職が乗っていたハーレーの後部座席には――

『双葉！』

　どういうわけだか双葉が乗っていた。

「お～……」

　どういう運転をされたのか、目を回している双葉。シートにもたれてぐったりしていた。

　幽霊達を代表するように、サムライ井沢が一歩前に進み出る。話をするためだろう、刀は鞘さやに収められていた。

「貴殿は一体何者でござるか？　見たところ仏に仕つかえるお方のようだが……」

「いかにも。町内にある昧礼寺の住職を務めている」

　住職は卒塔婆を地面に突き刺し、両手を合わせた。

　蟬の鳴き声がいつのまにか止やんでいた。住職の迫力に逃げ出したのだろうか。

「して、我々に如い何かな用件ぞ？」

「……これだ」

　返事は行動だった。

　槍やり投なげのように卒塔婆を振りかぶる住職。投とう擲てきされた卒塔婆は、一瞬前までガーゴイルがいた地点に突き刺さっていた。

『むう！』

　ガーゴイルの身体は卒塔婆から一メートルほど離れた場所にあった。その横でジーサンが焦あせった顔をしている。

「あっぶね～……」

　明らかに狙いはジーサンだった。

　幽霊達は、一応警察のような役割なのだから警告はした。

　しかし住職は警察ではなく処刑人のようだ。例のアダ名がこれほどマッチしている状況はほかにない。歴戦の強つわ者ものである井沢をはじめとする幽霊達でさえ、たじろいで言葉がでない。

「久しぶりだな、クソジジイ」

　ゆっくりと歩み寄り、卒塔婆を引き抜く住職。

「この世で何をしている」

「フツー、それを訊く前に卒塔婆投げるか？」

「貴様ならそのくらい避よけるだろう。さぁ、生前の続きを始めようか。色々と返さなくてはならない借りもあるしな」

　卒塔婆をジーサンに突きつける住職。

　サングラスのせいで無表情に見えるが、ジーサンをブン殴れる喜びの感情がありありと声に表れていた。

『借りだと？　汝がこの老人を追うのは趣味ではないのか？』

「それもあるがな――」

　遠い目をする住職。

「おいすまねぇ！　もっぺん身体借りるぞ！」

　と、ジーサンの身体がガーゴイルに入りこむ。

『待て、詳しい事情を――』

　問答している間に住職が突進してくる。野球のバットのように卒塔婆を振りかぶり、ガーゴイルが避ける前に全力で振り抜く。

　さすがにボールのようには飛ばないが、ガーゴイルの身体は十メートル以上も吹き飛ばされる。地面に転がるガーゴイルを見て、最初に声をあげたのは双葉だった。

「ガーゴイル！　なんとかしろ！」

『とは言うものの……』

　相手は生身の人間だ。さらに悪人でもない。

　しかし問答無用で攻撃されるのは性しように合わない。

　反撃しようと光線を瞳に溜ためるが、

（ぐぁっ……！）

　ガーゴイルの中で、ジーサンがうめき始めた。

『どうした？』

（さっきの一撃……なんかすげぇ痛ぇぞ……！）

『何……ぐっ！』

　言われた途と端たんに、ガーゴイルにも痛みが襲ってきた。

　卒塔婆の力だろうか。仏具で殴られたジーサンの霊的な痛みがガーゴイルにも伝わったのだとすれば――脅きよう威いである。

『老人、いますぐここを出ろ。我が痛い』

「ムチャ言うな！　出たら一撃でおだぶつだろうが！」

『汝はすでに死んでいるだろう』

「もっぺん死ぬのなんて御ご免めんだ！　はやくなんとかしろよ！」

　周囲の誰にもわからない言い争いをしているスキに、住職がまた近づいてくる。走るのではなく、卒塔婆を肩に担いでゆっくりと歩み寄ってくる。卒塔婆がバズーカ砲か何かに見えた。

『待て住職殿、いま老人は取り込み中だ。趣味の喧けん嘩かならば後にしてほしい』

「貴様には関係ないだろう」

『ある。我は老人と同化しているようなものだ。押し掛けられたようなものだが、今ではこの者と命を共有しているのだ』

　睨み合うガーゴイルと住職。

　ガーゴイルは瞳に光線を溜めており、住職はガーゴイルにダメージを与えることの出来る卒塔婆を構えている。一いつ触しよく即そく発はつの、しかし言葉の少ない交渉。

「……決着をつけたいのは、喧嘩だけではない」

『なんだと？』

「ふたりとも、おやめなされ！」

　ガーゴイルが聞き返そうとした時、二者の間にサムライ井沢と維い新しん志し士しの榊が割って入った。それぞれ刀と銃を構えている。少なくともガーゴイルに傷を負おわせることができるのか疑問だが、彼らの必死の抑よく止しは功こうを奏そうした。

「……貴様らも、ジジイを狙っていたのではないのか」

「我々の目的は、この老人をあの世に帰すことにござる！　霊魂を殺すことは不本意！　そこもとは御み仏ほとけに仕つかえる身でありながら、霊を冒ぼう瀆とくするか!?」

『汝らは先程、刀を抜いて脅きよう迫はくしていたではないか』

　ガーゴイルの冷静なツッコミに、井沢も榊も首を振る。

「ありゃタダの脅迫ぜよ。じゃけど、あしもこのままじゃ腹の虫が治まらん。住職殿と同じ行動を取るかもしれんぜよ。最終的にジジイが悪霊にならなきゃいいだけの話じゃ」

　シニカルな笑顔の榊。

『つまり、暴力はまだ早い――と言いたいわけだな』

「できることならば、我々とて穏おん便びんにはこびたいのでござる。承知して下され」

　ガーゴイルと住職の双方に頭を下げる井沢。

　ところが住職は卒塔婆を持ち直し、

「ふん。俺がここに来たのはジジイを成じよう仏ぶつさせるためではない」

『何？』

「二度とこの世に帰ってこられないようにするためだ」

　いきなり卒塔婆を振り下ろした。

『むぅ！』

「いかん！」

　ガーゴイルが光線を放ち、井沢が剣を抜き、榊が銃を振り上げる。三者三様の武器が住職の卒塔婆をガッチリと受け止めた。それでも住職に押される三人。パワーが霊をも威い圧あつしているのだ。

　さしものガーゴイルも痛みのせいか、それとも中にジーサンが入っているためか力押しされている。力よりも住職の気合が勝まさっているのだ。

「おい、やめろ！」

　バイクから降りて走ってくる双葉が住職の後頭部にドロップキックを食らわせた。綺麗な禿はげ頭あたまに二つの足跡がつくが、それでも住職は微び動どうだにしない。

「いっ!?」

　鋼鉄を蹴ったような感触に驚く双葉。

　だが、さらにその後からマレスケ中将が飛びかかり、住職の頭にしがみついた。

『よせ』

　静かにつぶやくマレスケ中将に、ようやく住職の力が抜ける。

　小気味よい金属音がして、住職の卒塔婆が弾はじかれた。

「おめぇ……マレスケか？」

　ガーゴイルの頭から、ジーサンの上半身が生はえた。

『佐々尾殿。お久しぶりです』

　マレスケ中将は住職の頭の上で、軽く頭を下げた。

『しかし、今はお逃げ下さい。そのガーゴイルの身体ならば何ど処こまでも行けるでしょう』

　ガーゴイルにすら高圧的な態度を取るマレスケ中将が、ジーサンに対しては最大限の敬意を払っていた。そのことを疑問に思ったが、ガーゴイルはまずマレスケ中将の意見に従うことにした。

『また逃げるのか……我としたことが』

　半なかば静かに発狂している住職の上で、マレスケ中将はニヤリと笑った。

『よいかガーゴイル。命令だ。そのお方かたをお守りしろ。その方にはまだやり残していることがある』

『……言われずとも、分かっている』

　なぜか逆らえない言葉の重圧を感じ、ガーゴイルは低くうなった。

　住職といいマレスケ中将といい、まだまだ御色町には強つわ者ものがいるものだ。

　未知なる存在との出会いにいい加減辟へき易えきしつつ、ガーゴイルはその場から消えた。

「ガーゴイル！」

　双葉が呼んだ時には、ガーゴイルはおろか幽霊たちの姿もいなくなっていた。

　あたりは一瞬で静まりかえり、暑さも手伝ってか、幻まぼろしでも見ていたかのような錯さつ覚かくを覚える。

「ちっ。逃げたか」

　卒塔婆を地面に突き刺し、軽く悪あく態たいをつく住職。

「おいオッサン！　なんてことすんだよ！」

　自然と住職に嚙みつく双葉。ジーサンにどんな怨うらみがあるのか知らないが、あれでは話もできないではないか。

　ところが住職はサングラスに手をあてると、軽く頰を歪ゆがませて、

「ふん。何を心配する」

「……ん？」

「あのガーゴイル殿の身体からだに、あのクソジジイの悪知恵だぞ。今のあやつらは無敵だ。貴様が心配するような状況には、なりっこないであろう」

　――言われてみれば、確かに。

　誰にも負けない強きよう靱じんな身体と、誰にも捕つかまらないズル賢い知能が合わされば、最強になるかもしれない。少なくとも生いき延のびることに関しては。

　でも。

「だから、逆に心配なんだよな……」

　ぽつりとつぶやく双葉。

「何がだ？」

「なんか今日のガーゴイル、見てて危なっかしいんだよ。いくらオッサンが強くたって、普段なら余裕で対応できるのに」

　ジーサンが中に入ったからだろうか。身体に不調を訴うつたえていたのは今け朝さからだが、双葉が心配しているのはそれを含めたガーゴイルの変化だ。

「それはおそらく、クソジジイの中に迷いがあるのだろう」

「ジジイの？」

「そうだ。迷いがあるから、人は弱くなる。人生とはそれを克服するための旅のようなものだ。こればかりはいくら功く徳どくのポイントを溜ためても、即座に交換できるような景品ではない。地道に解決していくのみ」

　その迷まよいがガーゴイルにも伝染したというのか。

　だが普段からガーゴイルは迷っている。敵と戦い、双葉に蹴けられながら、一つ一つその迷いを断ち切っている。それもガーゴイルの強さの一つだ。

　ジーサンは、迷いを克服できなかったのか。

　そして思う。

「考えてみりゃ、あたしジジイのこと何も知らないや……」

　幼稚園の頃から鍛きたえてもらった師匠なのに。幼おさなかったから理解できない部分もあっただろう。だがそれを差し引いても、ジーサンの考えや過去などはほとんど知らない。

　みんなに置いて行かれているような気がして、不安になる双葉。

「ならば、知ればいい」

　住職の答えは簡かん潔けつだった。

　アゴで指し示すのは、土手の上のハーレーダビッドソン。その上ではマレスケがアクビをしながら寝そべっていた。







































　夕暮れ時だった。しかし夏ではない。雪が降り積もる、冬の御ご色しき町ちようだった。

　半はん纏てん姿すがたのジーサンが鼻を赤くして雪を踏ふみしめている。さきほど見た記憶より、かなり若い。三十代くらいではなかろうか。周りにいるのは、やっぱり子ども達だ。彼らに混じって本気で雪合戦をしている若い頃のジーサンは、子ども達より楽しそうだった。そして子どもに向かって雪玉を投げる姿は、この上なく大人げなかった。

「オラ、行くぞー！」

　野球のようなモーションで投げた雪玉が、子ども達をそれて遠くの方まで飛んでいく。

　若い頃のジーサンが半纏の下に着ているのは、制服だった。ガーゴイルもよく知っているその制服は、とてもジーサンに似合わない代しろ物ものだった。

「わぷっ」

　雪玉は通りすがりの中学生に命中した。

　学生帽をかぶり、手には参考書。狙ねらいすましたかのように顔面にあたり、眼鏡がずり落ちていた。彼は参考書を手にしたまま固まっている。

「おいおい、ちゃんと避よけろよ」

「……人にぶつけておいて、その言い草ですか」

　中学生は冷静に言い返す。

「ベンキョーばっかしてるから避けられねーんだよ。ちったぁ身体からだ鍛きたえろ！」

「身体が弱くてすいませんね。生まれつきなんですよ」

「生まれつき弱いだぁ？　鍛えもせずにンなこと言ってんじゃねーよ！」

「……」

　中学生は眼鏡についた雪を払って、ジーサンを睨にらみつける。嫌けん悪お感かんをむき出しにしているのだが、その場から立ち去ろうとしない。

「そもそも、どうしてこんな所で雪合戦なんかするんですか」

「別にいいだろ、俺の勝手だ」

　その場所は昧まい礼れい寺じの目の前だった。車通りは少なく、道も広いので遊ぶには絶好の場所。それが邪魔な人間がいるとすれば、毎日その道を通る人だけだ。

　その時、どこからともなく鐘かねの音ねが聞こえてきた。五時になったのだ。

「おっちゃん、俺達そろそろ帰るねー！」

　手を振る子ども達。

「おう！　俺と遊んでたこと、父さん母さんにはナイショにしとけよー！」

「わかってるー！」

　子どもはナイショやヒミツを好むことを知っている。ジーサンは子ども達にニヤリと笑うと、車とスリップに気をつけるよう言い含めて手を振り返した。

　その子ども達にまぎれて、中学生も去ろうとする。

「おい、ボーズ」

「まだ何かあるんですか？」

「おまえさ、そんな勉強してどうするんだ？」

「決まってます。いい大学に入って、この寺を継つぐんです」

「真ま面じ目めだなぁ……」

「真面目なことで軽けい蔑べつされたのは、あなたが初めてです」

「まーな、俺は見ての通り――」

「どうして僕にちょっかいを出すんですか？　祖父が死んでから、毎日のように僕の前に現れる」

　ジーサンの声をさえぎって、中学生が詰きつ問もんする。

「はっきり言って、迷惑なんです」

「先代の住職に、直じき々じきに頼まれたんだよ。お前のこと、よろしく頼むって」

「噓うそです。祖父があなたみたいな不良にそんなこと頼むわけがない。毎日遊び歩いているような、ダメな大人が僕に何をしてくれるって言うんです」

　彼としては痛いところをついたつもりだったのだろう。

　しかしジーサンはそのくらいの嫌味、毎日言われている。屁へのカッパだ。

「なんだってしてやるさ。お前みたいな真面目なガキ、見てると心配なんだよ」

「じゃあ、勝手に心配してて下さい」

　中学生は今度こそ歩き始める。

「おい！」

　ジーサンが呼び止めるが、彼は止まらない。

「もしも勉強だけじゃ解決できないようなことがあったら、俺に言えよ！」

　返事はなかった。

　雪の道路を踏みしめて、中学生は境けい内だいを歩き続けた。







　――そこでガーゴイルの目が覚めた。いつもの門もん柱ちゆうではなく、吉よし永なが家けの屋おく上じようにいる。夢と同様、あたりは夕暮れ。隣でママが鼻歌を歌いながら洗せん濯たく物ものを取りこんでいた。屋上のテラスは、もっぱらママの独どく壇だん場じようなのだ。

　やがて全ての洗濯物を取りこんだママが去っていくと、ガーゴイルはぼそりとつぶやいた。

『まさかとは思うが、あれは昧礼寺の住職か』

　するとガーゴイルの頭から佐さ々さ尾おのジーサンが生はえ、

「想像つかねーだろ。あのターミネーター、昔はナヨナヨのガキだったんだぜ」

『成長とは恐ろしいものだな』

　双ふた葉ばや和かず己みが将来どのような大人になるのか考えてしまうガーゴイルだった。

『そして汝なんじは当時から住職殿に嫌われていたのだな』

「違う」

　ジーサンは強い口く調ちようで否定する。

「本格的に嫌われるようになったのは、マレスケを拾ってからだな」

『……何？』

　聞き返したその時、爆音が近づいてきた。一度聞いたので覚えている。あれは住職のハーレーの音だ。門柱にいなかったのは幸さいわいと言える。たぶん、ジーサンの趣味なのだろう．ナントカと煙は高い所が好きと言うし。

　とりあえず屋上でやり過ごそうとすると、ハーレーは吉永家の前で止まった。

「……逃げるか？」

『いや、どうやらまだ気づかれてはいないらしい』

　そのまま様子を窺うかがっていると、下から騒そう々ぞうしい声が聞こえてくる。

　声は吉永家ではなく、隣の家に向かっていった。
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　吉永家の隣に位置する佐々尾家は二世帯住宅になっており、一階部分におばあちゃんが住んでいた。ジーサンが死んで以来は、息子夫婦の配はい慮りよのためか世帯の垣かき根ねがなくなっている。おばあちゃんはいつも優しい笑顔で庭の縁側に座り、時折ガーゴイルと他た愛あいのない世間話をしたりするのだ。

「ばーちゃん！」

　そんな佐々尾家に飛びこむ双葉。普段からの付き合いもあり、双葉が佐々尾家に上がりこむのは珍しいことではなかった。

「お邪じや魔まいたす」

　双葉の後ろで丁てい寧ねいに頭を下げる住職。

「おやおや、双葉ちゃんに――住職さん。珍しい組み合わせだね。どうしたんだい？」

　柔にゆう和わな笑顔で双葉と住職を迎えるおばあちゃん。以前、ガーゴイルにピンチを助けられてから、おばあちゃんも何かが変わったらしい。太たい極きよく拳けんなどを習い始めた結果、身体も丈夫になっているようだ。呑のん気きな所だけは変わっていないが。

「ばーちゃん……変なこと聞くけど、ガーゴイル来てないか？」

「あらやだ、その前に汗拭ふきなさい」

　おばあちゃんは片足を引きずりつつも、ゆっくりとした足取りで引き返し、近くの脱衣所からタオルを取ってきて双葉に渡す。御色川からバイクに揺られてきたが、緊きん張ちようと日差しのせいで汗びっしょりだった。

「サンキューばーちゃん」

　タオルにたっぷりと汗を吸わせると、おばあちゃんは黙ってそのタオルを受け取り、洗濯籠かごへ放りこんだ。

「まあ上がんなさいな。いま麦茶持ってくるからね」

　そう言って足を引きずりながらキッチンへ歩くおばあちゃん。

「手伝います」

　と申し出たのは住職。人様の家に上がると殊しゆ勝しような態度になるのだろうか。いやそれは誰だれだってそうなのだが、住職がやるとどうにも似合わない。

　おばあちゃんに付き従うように、住職は上がりこんでキッチンに向かう。

「……おじゃましまーす」

　控えめに挨あい拶さつして、靴を脱ぐ。返事はない。おばあちゃん以外に誰もいないのだろう。

　おばあちゃんの部屋へ向かう途中、ある部屋が見えた。こざっぱりした和室だったのだが、奥にジーサンの仏ぶつ壇だんが見えた。

　足を止め、仏壇に向かう双葉。

　ジーサンの遺い影えいは予想通りというか、場違いなほどに満面の笑顔だった。ほかに写真がなかったのだろうが、こういう場ですら笑いを取ろうというのか、あの老人は。

「そこはおじいさんの部屋だよ」

　背後からおばあちゃんが声をかけた。

「ここが？」

　たんす以外何もない部屋だった。葬式のあとに片づけたのだろうと思っていたのだが、おばあちゃん曰いわく生前もこんな感じだったらしい。

「あの人は、いつも外で遊んでたからねぇ。余計なモノは置かなかったんだよ。軽い掃除しかしてないからね。全部あの時のままだよ」

　比べるのもどうかと思うが、常に床が何かで浸しん食しよくされている双葉の部屋とは大違いだった。思い返してみれば、ジーサンは外で双葉と遊ぶ時も釣り具以外の道具は持ってこなかった。全て現地調達が基本だった。

「ジジイは、家じゃ何やってたんだ？」

「何もしないよ。ごはん食べて、お風呂に入ったらすぐ寝ちゃう」

「そっか……」

　意外だった。きっと家でも何かバカなことをやっていると思っていたのだ。

　外でのジーサンと比べて、少し寂しいと感じる双葉。

　とりあえず部屋に来たのだから、仏ぶつ壇だんに挨拶をしないといけない。パパやママからそういう礼れい儀ぎくらいは教わっている。

　線せん香こうを手に取ると、住職の手からマッチが差し出された。

「俺の分も頼む」

　そう言うので、おばあちゃんの分も合わせて線香を三本、香こう炉ろに立てた。りんを二回叩たたき、ちーんという音の余よ韻いんが消えないうちに手を合わせる。住職は双葉の隣に移動していた。そのさらに隣にはおばあちゃんが。

　しばらく黙もく禱とう。

　ジーサンに対する礼儀というより、亡くなった人達全てに対する礼儀だった。そもそもあのジーサンに頭を下げるような悪趣味、双葉が好このんでするわけがない。

　それでも隣に住職がいるので、何か作法が間違ってやしないかビクビクしてしまう双葉だった。結局、住職は何も言わなかったが。

　黙禱が済むと、住職はおばあちゃんに向き直る。

　そして巨体を沈め、なんと畳たたみに頭をついて土ど下げ座ざしたのだった。

「――あの時は、本当に申し訳ないことをしました」

「住職さん！」

　おばあちゃんが怒るのを、双葉は初めて目にした。驚く双葉をよそに、おばあちゃんは住職を真上から叱しかりつける。

「あの時のことは、あなたのせいでもないし、誰が悪いというわけでもありません！　いい加減にしないとおじいさんも浮かばれませんよ！」

　住職は顔を上げ、おばあちゃんを見る。

　そして、もう一度頭を下げた。

「佐々尾殿は、いまだにあの時のことを……？」

　彼が指しているのは、ジーサンの方だろう。

　いったい彼らの間で何があったのか。非常に気になる双葉だったが、とてもじゃないが聞ける雰囲気ではなかった。

「おじいさんもね……あの時のこと、ずっと気にしてたんですよ。でも口に出すとあたしの気分が悪くなると思って、ずっと笑ってるんです。あれから五十年くらいになりますけど、一度もあの時の話題は出ませんでした。けど、やっぱり……ね」

　おばあちゃんは自分の足元を見て、寂さびしそうに笑った。

　住職は頭を上げると、ジーサンの遺影を見ながらつぶやく。

「だから忌いま々いましいのだ……あの老人は」

　遺影のジーサンは、変わらずアホみたいに笑っていた。







　ところ変わって、吉永家の門柱。

　ハーレーが路ろ肩かたに綺き麗れいに停とめられていた。恐るべき坊主は佐々尾さん家ちに行っているので、ひとまず安心だった。

「……今頃、人の遺影にケチつけてるんだろうな」

　ガーゴイルの頭にあぐらをかいているジーサン。

『双葉も同じ場所にいるようだ』

「手なんか合わせる必要ねーだろ。無む駄だな習慣だ」

『汝は死者を冒ぼう瀆とくするのか？』

「だってよ、俺、ここにいるんだぜ？」

『むぅ……』

　そんなジーサンは、ずっと佐々尾さん家の方角を向いている。おそらくおばあちゃんがいるであろう部屋を。

『我われらも佐々尾家に赴おもむくか』

「ちょっ……バカ、やめろ！」

　焦って止めるジーサンに、

『何なに故ゆえだ？　汝は奥方を見守りたいのであろう？』

「勝手に決めつけるんじゃねーよ！」

『何が勝手か。汝がこの世に留とどまっている理由が、ほかにあるとでも言うのか』

「ッ……！」

　どうしてジーサンがガーゴイルの中に入ったのか。

　今ならはっきりと理由がわかる。ガーゴイルの身体を使って何をするわけでもなく、どこに行くわけでもなく、誰と話すでもない、そんなジーサンがこの場所にいる理由。

　それは――この場所にいたかったからだ。

　いつでも佐々尾家を見守れる、吉永家の門柱に。

『我の中に居たければ、居るがよい。ただし門番としての責務を邪魔しなければ、の話だが。汝は不真面目だが、それによって得られる情報も多かろう。それに、吉永家の恩人をおろそかに扱うわけにも――』

　ごつん！　と殴られた。

「知った風な口聞いてんじゃねぇ！」

　赤く腫はれた手を振りながら、ジーサンは怒鳴る。

「俺はな――二度とあいつにゃ会えねぇ、会わないようにしてるんだよ！」

『何故だ。汝の最も親しい人間に会えないとは、どういうことだ』

「詫わびる言葉も持ってねぇ俺が、今さら何しろってんだ！」

『誰がそう決めた。どのようなことがあるにしろ、死ねばそれで全ての罪が精算されるのではないのか。以前、住職が言っていたぞ。どんな宗教も、死ねばあの世で裁さばきを受けると。裁かれた魂たましいは、救われるのではないのか』

「救われたら、今頃こんな所に来てねーよ！」

　普段は飄ひよう々ひようとしているジーサンが、顔を真っ赤にして声を荒らげる。そこには普段の飄々とした態度はなく、感情をぶつける一人の男がいるだけだった。

　そしてそんなジーサンの声に、なぜだか「真面目」を感じるガーゴイル。

『汝は、いったい――』

　ガーゴイルが質問しようとした時だった。

『ガーゴイル殿。それから……佐々尾殿、でしたか』

　吉永家の門柱の前に、一頭の犬が座っていた。

「ごめんねガーゴイルさん。どうしても、この子が行きたいって」

　謝っているのは双葉の友達、小お野の寺でら美み森もり。その美森に繋つながれているのは、エイバリー中ちゆう尉いだった。思い詰めた顔をしている。何かあったのだろうか。

「それじゃ、私ちょっと外はずしますね」

　犬相手にも気を効かせてくれる美森。彼女は暑そうに手を振りながら、どこかへ歩いていってしまう。家が近いので、すぐ迎えに来られるだろうし、ガーゴイルと一緒にいて危険があるはずもない。

『ご歓かん談だん中、失礼致します！』

　きびきびとした態度で立ち上がる中尉。

『歓談と言うほど大したものではない』

「おい、俺にも犬が喋しやべってるの聞こえるぜ？」

　目を見開いているジーサン。

『我の中にいたからであろう。マレスケ中将の声は、我ら以外にも聞こえるようだが』

「長いこと生きてると、不思議なこともあるもんだ……」

『汝は我に、所いわ謂ゆる突っ込みを期待しているのか？』

「するか。面白くもねぇ」

　徐じよ々じよに漫まん才ざいチックになっていくふたりだが、中尉は自分が止めるべきと思ったのか、話を始めた。

『実は……自分はつい先程、マレスケ中将殿とお会いしました』

『なんだと？』

　そう言えばあの土佐犬の姿を見ていない。今頃どこで何をしているのだろうか。

「マレスケに？」

『はい。中将殿は我々の間では伝説になっております』

『そうなのか？』

「そーだよ」

　答えたのはジーサン。

「見りゃわかると思うけど、マレスケは小さい頃からほかの犬とケンカが絶えなくてな。気がついたらどの犬もあいつに従ってた。死ぬ前も死んでからもエイバリーの噂うわさも聞いてるけどよ、おまえさんと違ってあいつはバリバリの叩き上げ軍人だよ」

　と、言ってから、

「……俺の言ってることも伝わるのか？」

『はい、理解できています』

「すげぇ！」

　目をキラキラ輝かせるジーサンだった。

『中尉の邪魔をするな。それで、マレスケ中将と会ってどうしたのだ？』

　話を戻すガーゴイルだが、エイバリー中尉は少しの間黙だまる。

『……中尉？』

『失礼しました。未いまだ気持ちの整理ができませぬ故ゆえ。なにしろ中将殿は……』

『そうだな。死者と話すのは、我でも慣れぬ』

『はっ。その通りであります。ただ――中将殿が仰おつしやった言葉の意味も理解できかねるのであります』

　エイバリー中尉はじっとガーゴイルを見つめながら、中将の言葉を説明する。

『中将殿は、ガーゴイル殿と自分には決定的な差があると仰いました』

『ふむ』

「そりゃ、あたりめーだろ」

『そういうことではない』

　当然だが、光線が撃てる撃てないの差ではないだろう。身体が石でできているという話でもない。もっと本質的な、守る者としての差について言ったのだ。

『中尉、その差とはなんだ？　我も気になる』

『自分は命令で家族を守っている、と言われました』

『命令で……？』

『中将の言葉に意見するのは軍法会議モノですが、自分はあえて言わせて頂きたい。自分は命令ではなく、自分の意志で小野寺家を守っているつもりであります。たとえこの身が朽くちようとも、小野寺家だけは守り通す所しよ存ぞんであります』

　はっきりと言い通すエイバリー中尉に、ガーゴイルはこう言い返す。

『我は自分の身も守る。何があっても死ぬつもりはない』

『しかし、それはあなたが……！』

『我が身は石で出来ている。しかし形ある物、いずれは滅びよう。それでも我は死ぬわけにはいかぬ。我が死んだら、誰も守れなくなるからな』

　それがガーゴイルとエイバリーの差だ。

　自分を犠ぎ牲せいにしてでも家族を守ろうとするエイバリーと、自分を含ふくめて家族を安全な状態に保たもとうとするガーゴイル。

「まー、つまり、アレだ」

　ジーサンが横よこ槍やりを入れてきた。

「もう少し気楽に生きろってこった。お前さんの家族も、お前が死んでまで守られようなんて思ってないだろーからよ。あんま守ることにこだわりすぎっと、マレスケみたいになるぜ」

　そこまで言ってから、

「ああ、だからマレスケのやつ、お前さんにそう言ったのかもな――」

『それは、どういう意味でありますか？』

『汝は何か知っているのか？』

　エイバリーがジーサンを凝ぎよう視しし、ガーゴイルも気持ち身体を上に傾かたむけている。ジーサンは頭をかきながら、話していいものかどうか迷う。

「まぁ……うん。あいつも昔はエイバリーと似たような感じでよ、ナニがあっても命令だけは守り通す、ってな感じだったのよ。死ぬまでな」

　話し始めたジーサンの顔が暗くなった。雲が出てきたのだ。日も徐々に暮れ始め、朝から人々を苦しめていた日差しもだいぶ収まり始めた。

「結果的に、あいつはそれを守ったわけよ。死ぬまで番犬だったんだ」

『番犬か……』

「生きてた頃はよ、昧礼寺の前にいつもいたんだよ。怪しいヤツが居たらすぐに吠ほえかかってさ、そりゃ強力な犬だったわ」

『汝も吠えられたのか』

「見てみろ、ここ」

　ジーサンはズボンの裾すそをたくし上げ、脛すねを見せる。そこには大きな歯形があった。大きさからいって、マレスケに嚙かまれたのは疑いない。

「でよ。昧礼寺の住職――今の住職の親おや父じさんだな。それがまたいたくマレスケを可か愛わいがっててな。でも、結構前に死んじまった。そのさらに前の住職が死んでから、十年かそこらだった」

『ということは、今の住職殿はかなり長く務めているのだな』

「まーな。ま、それは置いといて――その先代の住職が死ぬ直前も、あいつは番犬を務めてたんだよ。布団ふとんの中から一目マレスケに会いたいって、何度もマレスケの名前を呼んだんだけど、結局あいつは寺の前でずっと立ってた。誰が何度呼んでも無む駄だだった。あいつはメシの時間と寝る時間以外は番犬やってないと気が済まなかったんだろうな」

　麦わら帽子を脱いで、頭をかくジーサン。

「職業病って言うのかねぇ……マレスケも先代に会いたがってはいたんだろ。でも、そうしてないと気が済まないってのもあるわな」

『マレスケ中将のお気持ちは、自分にも理解できます――』

　エイバリー中尉がぼそっとつぶやいた。

『しかし今のお話を聞いて、亡くなられた先代の住職殿のお気持ちも理解できました。ですが、もしも同じ状況に立たされた時、自分はどうすればいいのかわからない。守るべき人を守ることが、いけないことだとはけして思えないのであります』

「……そだな」

　小さくうなずくジーサン。

　ガーゴイルも納得したように告げる。

『だからマレスケ中将は「命令で守るな」と言ったのだな。いざというときに任務を取るか、もしくは自分の感情に従うか、その場で選べるようにしろ、という意味なのだろう』

『……はい』

『我とて迷う。そしておそらく、マレスケ中将は迷うことすらできなかったのだろう。まだ悩める汝は幸せ者だな』

　そう締しめくくるとエイバリー中尉は姿勢を正し、小さく尻尾しつぽを振った。

『中将のお言葉、全て理解できました。あなた方の御お陰かげです。感謝致します！』

　そうして綺麗なポーズで踵きびすを返し、小野寺家へ向かって走っていく。

　走る途中も尻尾を振っている所を見るに、偉大な犬の言葉を理解できたのがよほど嬉うれしかったのだろう。

「マレスケも、言うようになったんだなぁ」

　楽しそうなジーサンに、

『汝が毎日御色町を徘はい徊かいしていたのも、職業病なのだな』

「まーな。退職しても、落ちつかねぇんだよ。平和な町を見てねぇと」

　ガーゴイルが見た、若かりし頃のジーサン。

　子ども達と楽しそうに遊んでいたジーサンは、警官の制服を着ていたのだった。

　不良警官だったことは、今のジーサンを見ればよくわかるが。

「それでも――」

　暑さも感じないのに、脱いだ麦わら帽子で自分を仰あおぎ続ける。そんなジーサンの声は普段と変わらず明るかった。

「俺は守れなかったんだけどな。なんだかんだ言って、マレスケの足あし下もとにも及ばねーんだわ、これが。バカだろ、俺」

　ガーゴイルはジーサンの自じ嘲ちようについて尋ねようと思ったが、やめた。

　今聞いても答えてくれないだろうし、教えるつもりがあるならば記き憶おくを覗のぞけばいい。

　しばらく二人とも黙っていた。

　蟬せみの鳴き声と、気が早い草むらの鈴虫の鳴き声が混ざり合い、奇妙な不協和音を奏かなでている。

「おいガーゴイル、なんか言えよ。質問タイムがおなじみのパターンだろ。『汝の今の発言はどういう事だ？』とかさ」

『汝は夏が好きか？』

　唐とう突とつに、ガーゴイルは訊きいた。

　あまりに唐突だったので、ジーサンも真面目な顔で見返してしまうほどだ。

『特に意味はない。嬉しそうな顔をしていたのでな』

「……おう、夏は好きだ」

『そうか』

　それっきりガーゴイルは何も言わなくなった。

　どこか近くの家の窓にかけられた風鈴が、ちりん、と鳴る。

　ガーゴイルもジーサンもその音を聞き、夏を感じる。

　だがしかし、まさかその風鈴の音がゴングになろうとは想像もしていなかった。

「かかれぇーっ！」

　いきなり隣の塀や電柱の上や吉永家の壁などから幽ゆう霊れいの集団が現れたのだ。幽霊達はすでに武器を構えており、血走った目でこちらに全力疾しつ走そうしてくる。最初からかなり助走がついているように見えるのは、おそらく遠くから壁をすり抜けて走ってきたためだろう。

「うおおっ！　しつけぇっ！」

　急いでガーゴイルの中に隠れるジーサン。

『汝ら、少しは話を――』

　ガーゴイルが説得を試こころみようとしたが、その前に棍こん棒ぼうのような物で殴られた。門柱から吹き飛ばされた場所にも数人の幽霊が待ち構えており、倒れたガーゴイルをボコボコにする。

『ぐうっ！』

（痛いてぇっ！）

　殴られると、痛かった。住職の卒そ塔と婆ばと同じだ。ジーサンの痛みがガーゴイルに直結しているのだ。体に傷はないが、それでも全身が痺しびれるような感覚は耐えがたい。そもそも痛みとは身体が出す危険信号なのだから、逃のがれた方が良いに決まっている。

『この――！』

　怒りにまかせて光線を撃とうとするが、

（やめろ！　ここで光線撃ったら大騒ぎになるぞ！）

『む……！』

　悔くやしいことに、ジーサンに止められた。いつもと逆だ。

　その間にも、打撃は容よう赦しやなく続く。ナタのようなもので殴られてもいる。もしかしたら斬きられているのかもしれない。

『ひとまず、場所を移すか。逃げるにしろ戦うにしろ、ここではママ殿に怒られる』

（そ、そうだな……こいつらよりも、奥さんのほうが怖こえぇや）

　この件に関しては、二者の意見が一致した。

　すかさず消えるガーゴイルめがけて、幽霊達の武器が振り下ろされる。







「ちぇぃっ！」

　サムライ井い沢ざわの剣は、ガーゴイルを完全に切せつ断だんしたはずだった。

　しかしそこに残っているのは、小さな石のかけらのみ。

「逃がした……ぜよ」

　井沢の肩を叩くのは、維新志士の榊さかき。

「手て応ごたえは、あったのでござるが……どうやら指を一本斬り落としただけのようにござる」

　地面に落ちている石を拾ってみると、やはりそれはガーゴイルの前足の小指だった。そのままにしておくのも後あと味あじが悪いと思い、門柱の上に指を置く井沢。

「もう！　どうしていつもいつも逃げられるのよ！　これじゃ、どっちが幽霊だかわからないじゃない！　こーなったらどんな手を使っても取り押さえなきゃ！」

　大正時代のモダンガールのような女性がハンカチを嚙かんで憤いきどおる。

「井沢さん。あしももうそろそろ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるぜよ」

　榊も自分の銃をもてあそびながら、納刀する井沢に話しかける。

　井沢はしばらく何も言わなかった。

　が、大きく息を吐つくその姿は、やはり怒りに震えているようだった。

「まだにござる……我々は、取り締まる身。手段を選ばないようであれば、悪霊と変わらんでござろう」

「ほじゃけど、ジーサンが悪霊になったら、生きてる人間に迷惑がかかるじゃろ！　そうなったら手段がどうこう言ってられんぜよ！　あしらが生きてる人間の見えないところでどれだけがんばってるか……！」

「榊殿……」

　井沢はそれ以上何も言えなくなる。

　重苦しい雰囲気が、幽霊達の間に立ちこめていた。
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　うつむいていた少年の頭に、傘かさがかぶせられた。

「あ……！」

　顔を上げた少年の顔は、寒さと涙で真っ赤だった。

「お前、自分の家の前で何泣いてるんだよ」

　雪が降り積もる昧礼寺の門前で、少年はダンボールを抱えていた。たった数秒差し出しただけなのに、もう傘が重くなるほどの豪雪だった。

「な、泣いてません！」

　袖そでで目め頭がしらをこするが、もう遅い。ジーサンはそんな少年を大笑いしたりはしなかった。

　ダンボールの中にいる子犬を見ただけで、だいたいの事情はわかる。

「親父さん、ダメだって？」

「……はい」

「俺がちょっくら言ってこようか。住職のヤツに」

「やめてください……どうせ、無む駄だです」

「そっか」

　鼻をかくジーサンに、少年は落らく胆たんの色を見せる。次期住職だというのに、こんなに情けなくていいものかとジーサンは思う。

「で、どーすんだそれ」

　アゴでダンボールを指すジーサン。

　返事はなかった。

　中にいる子犬は、茶色くて毛並みもいい。まだ生まれたばかりなのだろう。生まれてすぐに世の中に放り出されることは、動物の世界ではよくある。だが少年には我が慢まんできないのだろう。なまじ正義感の強い子どもだから。

「おまえは、こいつをどうしてやりたいんだ。家で飼って可愛がりたいのか？」

「そこまでは……ただ、こいつが生きられればそれでいいんです。せめて、この冬を乗り切るだけの体力をつけないと」

「あとのことは犬任せか」

「その方が、コイツにとってもいいと思うんです」

「よし」

　ジーサンは少年からダンボールを奪うばい取とった。

「ついてこい。いい隠し場所教えてやる」

「えっ……」

　そのまま昧礼寺に入りこむジーサンを、慌あわてて追いかける少年。

「待ってください、そこウチじゃないですか！　っていうか、誰があなたにそんなこと頼んだんです!?」

「コイツだよ」

　と、ジーサンはダンボールを指し示す。

　中で寒そうに凍こごえている子犬を見て、少年はそれ以上何も言わなくなった。







　それから一週間が過ぎた頃。先週までの雪は噓のように止やみ、現在はすがすがしい冬晴れの午後だった。ジーサンは警官の制服を着たまま、警けい邏らと称して昧礼寺を訪おとずれる。

「おーす、どうよ調子は？」

　境けい内だいの裏、焼しよう却きやく炉ろ脇わきの小さな倉庫。年末年始に使う道具が入っているのだが、今は一月の末。あと一年、誰も使わないのである。昧礼寺の跡取り息子でも気づかない場所を、ジーサンは自分の家のように提案したのである。

　倉庫を開けて懐かい中ちゆう電灯のスイッチを入れると、毛布の上で子犬が眠っていた。

「シーッ！」

　倉庫の隅すみっこで、少年が口に指を当てていた。

「お、おう。すまんすまん」

　軽く謝って、ジーサンも少年の隣に座る。

「最近は牛乳もちゃんと飲んでくれるみたいです。もう少ししたら歩けるかも」

「そっか」

　ジーサンは犬の身体をなでてみる。子犬かと思っていたが、意外と大きく育ちそうだ。それに顔もブサイクでなんとなく面白い。土と佐さ犬けんだろうか。

「名前、決めたか？」

「……マレスケってどうですかね」

　マレスケ。なかなか強そうでカッコイイとジーサンは思う。

「いいんじゃねーか？　おいマレスケ、俺がパパだぞ」

「変なこと吹きこまないでくださいっ！」

　そんな風にして、ジーサンと少年はマレスケを通じて仲良くなっていった。それでも生き真面目な少年は不良警官であるジーサンを根本的に信用していないふしがあるらしく、ジーサンはそんな少年をなんとかバカにしようと遊びに誘ったりした。

　もしもあの事件がなかったら、ふたりは今でも仲良しだったのだろうか。







　少年がマレスケを拾ってからちょうど十五日が経たった、ある昼のことだった。その日もジーサンはマレスケの様子を見に昧礼寺を訪れる。住職や同どう僚りように見つからないように、コッソリと。

　例の倉庫を開き、ジーサンは元気に手を挙げる。

「おーす！　今日もマレスケは元気……」

　挨拶も言い終えないうちに、少年が飛んできた。

「大変です！　マレスケが……！」

　その様子を見て、ただごとではないと判断したジーサン。すぐにマレスケの元に近寄ってみた。

　マレスケは口から牛乳を吐はき、ぐったりとしている。尻尾も動かない。まるで死んでいるようだが、呼吸はしている。

「いつからだ？」

「今朝、僕が見に来たら――」

「わかった」

　ジーサンは少年の頭をなでた。震えが伝わってくる。

「泣くな。もうすぐ高校受験だろ？」

「でも……！」

「心配すんな。言ったろ？　勉強以外なら助けてやるって」

　すぐにジーサンはマレスケを毛布ごと抱きかかえる。この寒い中、異様に温あたたかかった。そして自分の手が冷えていることにも気づく。

「約束だ。必ずマレスケを助けてやるから」

　ジーサンはもう一度少年の頭をなでる。

　そして倉庫を飛び出し、小さな重い命を抱えてジーサンは走り出した。昧礼寺を出るまでに動物病院の位置を思い出し、西の方角――学校のある方へ全速力で駆け出す。通学路に動物病院が一軒だけあり、よくその扉に書かれているヘタクソな犬猫の絵が子ども達の話題になっているのだ。

「佐々尾さん！」

　しかしジーサンが通学路に出る前に、同僚の声が足を止めた。

　自転車に乗った同僚は汗をかきながら、えっちらおっちら自転車をこいでいる。きっとここまでたどり着くまで自転車をこぎ続けていたのだろう。この場所は彼の巡じゆん回かいルートではないはずだ。

「なんだ、どうした」

「大変です！　奥さんが……佐々尾さんの奥さんが、事故に遭あわれて！」

「なんだって！」

　血の気が引く音を感じた。

「すぐに病院の方へ――」

　同僚が遠くを指さす。あちらは総合病院のある方角。

　だが――

「いや……こっちが先だ！」

　マレスケを抱えこみ、ジーサンは走った。後ろから同僚が呼び止めるが、決して立ち止まらない。約束したのだ。必ずマレスケを助けると。

　自分の妻の安あん否ぴが気にならないわけがない。

　しかし約束は、もっと大事だ。自分の都合で大切な約束を反ほ故ごにするような大人を、誰が信じるというのだ。そういう大人になりたくないから、彼は警官になったのだ。

　妻――佐々尾さん家のおばあちゃんは、普段なら家にいる時間だった。

　それなのに、外に出ていたのだ。確か――

「っ！」

　ジーサンの足が止まる。

　昨日のことだ。警務とは関係のない、いつもの遊びで子どもが怪け我がをしてしまった件で、親が怒っていたのだ。いつものパターンから考えるに、その家までジーサンの代わりに謝あやまりに……。

　だとしたら、完全にジーサンのせいではないか。

　それなのに――

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　誰にともなく叫ぶ。近くの家の松の木で羽を休めていた鳥が飛び去った。

　ジーサンは通学路に出て、動物病院へ走った。それから一度も総合病院の方を見なかった。今は少年との約束が先だ。マレスケの命が先なのだ。

　結果として、マレスケは一命を取り留めた。

　おばあちゃんも生きていた。ただし事故の後こう遺い症しようで片足が不自由になった。

　そのことをジーサンが知ったのは、動物病院に飛びこんで半なかば脅きよう迫はくするように獣医に診てもらい、子犬の命に別条はないことを確認して，昧礼寺に電話をかけたあと――最初の報告を受けてから実に四時間が経過した時だった。

　事故はあくまでも事故だし、ジーサンが早く駆けつけたところでおばあちゃんの足が良くなったわけでもない。それは誰にも変えられない運命だった。

　ただ、その四時間、おばあちゃんがどんな気持ちでいたのか――
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「それは俺にもわからん……ただ、結果としてマレスケは助かり、佐々尾の奥さんは消えない後遺症を負おった。クソジジイはそれを全て自分のせいだと思っているのだ」

　吉永家の門柱に、切れたガーゴイルの指が置いてあった。

　つまんでいるのは、今の昧礼寺の住職。表情に乏とぼしいが、双葉には彼がどんな顔をしているのかわかる。

「マレスケが病気にかかったのも、俺のせいだった。牛乳を飲んでくれたのがうれしくて、つい大量に与えすぎてしまったのだ。結果、腹をこわしてしまった。それだけなんだ」

「だけど、それ、オッサンやジーサンが悪いってわけでもないだろ」

　住職からガーゴイルの指を受け取ると、双葉はそれをポケットにしまった。

「いや、もしも何事もなければ、あのジジイは奥さんの側そばについてやれた。足の痛みに苦しむ奥さんを励ますこともできた。結果が問題ではない。妻が苦しんでいる時に、全てを捨てて駆けつけられないで、なにが男だ」

　卒そ塔と婆ばを勢いよくハーレーの後部座席に刺す住職。

　ハーレーにまたがりイグニッションキーをひねると、夕暮れの御色町に独特の爆音が轟とどろき始める。住職は無言で双葉を招く。

「じゃー、オッサンだったらどうしたってんだよ？」

「……俺も同じ行動を取る」

「ほらみろ！」

「だがジジイはそれを罪だと思っている。それが許せぬ。あれは避さけられない事故だったのだ。それを――すべて一人で引ひっ被かぶっているのだ。地獄に行きたがっているのだ。とんだバカジジイだ」

　罪悪感を感じているのは、住職も同じだろう。

　マレスケを助けてくれ、と頼んだのは彼自身なのだから。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ？」

　ハーレーの後部座席に双葉が座ると、何かもにょっとした感かん触しよくが尻をなでた。

「うわっ！」

　慌ててバイクから飛びのくと、双葉が座っていた場所にマレスケ中将がいた。

『吾わが輩はいは佐々尾殿に、二度命を助けられた。その事は死んでも感謝している。利り己こ的てきで済まぬが、あの時、吾輩を助けて損をした、などとは思ってもらいたくない』

「そんなこと……ばーちゃんだって思わねーだろ」

『そうだ。だから吾輩が考えるに、夫婦揃って話し合ったことがないのではないか？』

　地面に尻しり餅もちをついていた双葉もジーサンの性格から考察してみる。

「強ごう情じよっぱりのジジイだからなぁ……」

『うむ。夫婦で話し合っていないのではないか？　だからこの世に化ばけて出てまで悩んでいるのであろう』

　マレスケの冷静な言葉に、双葉も思い直してみる。

「お盆の帰りそびれだから、化けて出たってわけじゃねーだろ……」

「いや、ヤツは化け物で悪あく霊りようだ」

　住職はあくまで言い張る。

「ヤツが成じよう仏ぶつせぬ限り、俺も佐々尾の奥方の足にうなされるのだ。ジジイとはあの日から、毎日のように角つの突つき合わせていたが……今になって考えるに、二人ともそうして身体を動かさないと、奥方の事を考えてしまうのだろうな」

「オッサン……」

「それでもジジイとの決着はつけねばならん。でないと、今度は俺が浮かばれぬ」

　住職はもう一度双葉を手招きする。

　しかし後部座席にはマレスケ中将が乗っている。

　仕方なく双葉は住職の前――燃料タンクにまたがった。

「して、双葉」

「あん？」

「貴様はどうするのだ？」

　住職の問いが、双葉の動きを止める。

　今まではただガーゴイルを心配して追いかけ回していただけだ。しかしジーサンの過去を知り、ガーゴイルがそんなジーサンの力になりたいと願っていることも理解する。

　だとすれば、双葉の取るべき行動も決まっていた。

「ガーゴイルはウチの家族だし、ジジイはあたしの師匠だ。だったら味方するのが当然だろ。考えるまでもなかったぜ。ウジウジ悩んでるんだったら、あたしが叩たたき直なおしてやる」

　両手をバシッと打ち鳴らす双葉。

「結果として、俺の敵になるかもしれんぞ？」

　左手でクラッチをもてあそびながら、住職が笑う。

「ならねーよ」

「ほう、なぜそう思う？」

「オッサン、さっき言ったじゃねーか。あいつらが無敵だって」

　ニヤリと笑う双葉に、住職は一瞬驚いて言葉を失う。

　しばし黙だまりこくったかと思えば、

「いや、少し違うな。あいつらは無敵ではない」

「オイ！　さっきと言ってること――」

「貴様がいて、初めて無敵になる。何者にも惑まどわされない、まっすぐな意志を持った貴様があやつらの迷いを解いてくれるだろう」

　ニヤリと笑う住職。

　言葉の意味を考え、真っ赤になる双葉。

　即座に話題を変えようと、燃料タンクをバン、と叩く。

「そーいやオッサン、昔はひ弱だったのか？」

「それがどうした」

「いや、なんで今みたいになったのかって」

「大した理由ではない。いざというとき、マレスケを運べるくらいには鍛きたえねばと思ったのだ」

「マレスケを運ぶって、オッサン……」

「昔は子犬だったのだ」













　なんとなく、成長の早い草を毎日飛び越えるという忍者の修行を思い出す双葉。その修行が終わる頃には数メートルを跳ちよう躍やくできるらしいが……住職も似たような修行をしたのだろうか。

　そんな双葉をよそに、住職は一度だけ、ぶぉん、とエンジンを空からぶかしする。

　そして狭い住宅地を三人乗りのハーレーが疾しつ走そうし始めた。







　同時刻、幽霊達を振り切ったガーゴイルは、商店街のアーケードの上にいた。アーチ状の屋根の上は誰も掃除していないのでけっこう汚れているが、誰も来ないという利点がある。

　ガラス製の天てん井じようの下には、七たな夕ばたからずっと飾かざりつけがなされている。ガーゴイルも取りつけるのを手伝ったのだが、そろそろ外はずす時期だろう。

『それは汝の責任ではない。どうして釈しやく明めいしなかったのだ』

「釈明してどーしろってんだよ。俺は別に許されようなんて思ってねーし」

『しかし話さねば伝わらぬ事もあろう。それを男の意地や見み栄えなどで潰つぶしてしまっては、救われる者も救われないであろう』

「……それこそ、今さらだよな」

　ガーゴイルも逃走中に夢を見た。それでジーサンの過去の傷を垣かい間ま見た。ガーゴイルでもどうすることもできない事故だった。苦しむおばあちゃんの側についてあげられなかったジーサンの苦悩がよくわかった。

　あのだらしのない男の中に、これほどの苦く痛つうが詰まっていたとは――想像もできなかった。

　その痛みがガーゴイルにも伝わってきて、言い知れない不安に襲おそわれる。

『今さらではない。汝はこの世に帰ってきて、我と話せるではないか。もう一度機会を与えられたのではないか。その機会をみすみす見逃すのか』

　ジーサンは上半身だけガーゴイルから抜け出て、アーケードの屋根に寝そべっている。

　もうガーゴイルの言葉にも返事をしない。

　自分で答えがわかっているからだ。

　空のオレンジが濃こい藍あい色いろに変わり、やがてそれも黒くなる。月がはっきりと見えるようになり、それを彩いろどる星たちも瞬またたき始める。蟬せみの声にとってかわり、草むらに住む大勢の虫達のフルコーラスが聞こえ出す。

　幽霊達の時間が始まろうとしていた。

「よう」

　そんなガーゴイルの前に、いきなり幽霊が現れた。

　幕末志士の榊だ。笑顔で手など振っている。

『やれやれ……またか』

「そう邪じや険けんにすることないぜよ。あし一人じゃ適かなわん」

　榊もその場にあぐらをかく。懐から銃を出し、脇に置く。敵意がないことを示すためだろう。

　よく見れば刀も差していなかった。

「交渉か？」

　念のため、ガーゴイルの中にいつでも入れる体勢を取ってジーサンが尋ねる。

「そうじゃ。そしてこれが最さい後ご通つう牒ちようぜよ」

『どういうことだ』

　質問に答えず、榊はアーケードの下を見る。

「うひょー！　ここは絶景じゃのう！　人がアリンコのようじゃ！　それにみんなあでやかな服を着ちょる！　店もみんな綺麗じゃ！」

『……？』

「おまんらは知らんじゃろうけど、この町はあしらが育てたんじゃ」

（知ってるよ、そんくらい）

　もっとよく見たいのだろう、榊は下に手をついて四つんばいになる。

「昔は、ここはなーんもない土地だったんじゃ。田んぼがあって、働く人がおって。それが井い沢ざわやら清し水みずやらエライ奴らがこんな形にしていったんじゃ」

『汝もその一人であろう』

「あしは――別に、なんもやっとらん。詩を書いてただけじゃ。武たけ市ち先生の下で、闇討ちなんぞやっちょった時期もあったが、どうにも性しように合わんかった。あしが今のような仕事しちょるのも、その罪つみ滅ほろぼしってわけじゃないきに、あんま楽しくないぜよ」

　苦笑して、その場に寝そべる榊。アーケードの上という場所が楽しいのだろうか。

『武市――土と佐さ勤きん皇のう党とうの武市瑞ずい山ざんか。半はん平ぺい太たという名で呼ばれてもいるが』

「よく知っちょるの」

『しかし汝を知っているわけではない。何を交渉しに来たのだ』

「ほうじゃ、忘れちょった」

　いきなり起きあがる榊。汚れているわけでもないのに袴はかまを叩たたき、舌を出す。

「あしらは、おまんらを今夜中に捕つかまえる。そのためには手段を選ばん」

『……なんだと？』

　今までは集団で襲ってきて、力ずくでガーゴイルを捕らえようとしていた。

　しかし榊の口ぶりでは、策さくがあるようだ。

「いつまでもお縄なわにつかないおまんらが悪いんぜよ。あしらだってこんな手、使いたくて使っちょるんじゃないきに」

　榊は足下の銃を拾い、手元でクルクルと回転させながらもてあそび始める。

　そして、いきなり銃口をガーゴイルの額ひたいに突きつけた。

『無む駄だだ』

　瞳ひとみに光線を溜ためながら、軽い口調でつぶやくガーゴイル。

「無駄じゃの。ほいじゃ、また」

　あっさりと銃を懐にしまうと、榊はその場に沈んだ。アーケードの天井から商店街の人混みに落下し、そのまま誰にも気づかれずに去っていってしまう。その潔いさぎよさは、井沢のような武士とは違う何かを感じさせる。

（おいガーゴイル。どういうつもりだと思う？）

　頭だけを出して、ジーサンが真面目な顔で尋ねる。

『汝も元警官ならば想像できよう。標的に出てきて欲しい時、汝ならどうする？』

（俺ならば……）

　ハッとするジーサン。

『気づいたか』

　どうやっても相手が出てこない場合――相手の方から出る気にさせるしかない。

　立てこもり犯の場合、警察は「お母さんは泣いているぞ！」と説得し、相手の気持ちを殺そぐ。

　扉の前で服を脱ぎながら踊ってもいい。

　しかし向こうは手段を選ばないと言った。

　ならば話は簡単。

　脅きよう迫はくすればいいのだ。

　そしてもっとも簡単に扱える脅迫材料が、ジーサンにはある。







「なんだと……てめぇ！」

　交差点で立ち止まっているハーレーの前に、幽霊の青年が立っていた。御色商店街の祖そである清水青年だ。ヘッドライトに照らされた足のない青年は、本当に青白く光って見えた。

　運転席の住職の、さらに前に座っている双葉が清水を睨みつけている。

「すみません。ですが、あなた達にも責任があるんですよ。僕達の邪魔ばかりするから、手段を選んでられなくなったんです。佐々尾さんもいずれ、悪霊になるでしょう。ガーゴイルさんの中に入れば安全と言われていますが、確証はない」

『それが貴様らの言う手段とやらか。カッカッカ、笑わせる』

　後部座席のマレスケ中将が、ひょっこり顔を出す。

「それでは、ジジイ以下だな」

　住職は後部座席の卒塔婆を取りだし、清水青年に向けた。

　その時、信号が青に変わる。交差点の車が一いつ斉せいに走り出すが、清水青年はその場から動かない。

　ハーレーも動かないので、後ろの車からクラクションが鳴らされるが、住職がチラリと一いち瞥べつしただけで相手は黙ってしまった。

「忠告はしました。佐々尾さんのおばあちゃんには、できる限り危害を加えません。でも、おじいさんをおびき寄せるための材料にはなってもらいます」

『それは、悪霊の仕し業わざとどう違う？』

　マレスケ中将の質問に、清水は答えない。

「そちらの用件は理解した。双葉、こちらの返答を伝えてやれ」

　住職の言葉に、双葉もうなずく。

　そして双葉は手渡された数じゆ珠ずを、清水に向かって投げつけた。

「バカはもっぺん死んでこい！」

　数珠が命中する直前、清水の身体がかき消える。地面に落ちた数珠は、ちょうど上を通行した自動車に潰つぶされてしまった。

「おいオッサン！　ばーちゃんのとこ行くぞ！」

「無論だ」

　ハーレーはその場でＵターンし、来た道を引き返す。

「ばーちゃん、家にいるかな……」

　爪つめを嚙かむ双葉に、住職は簡潔に答える。

「この日のこの時間ならば家にいない。いつもジジイの墓参りに行っている」

「てことは……」

「そうだ。全ての関係者は、昧礼寺に集まるぞ」

　住職がアクセルを握ると、双葉の頰ほおに突風が吹きつけてきた。

　ガーゴイルを信用したい双葉だが、今回ばかりは不安になってくる。

　幽霊相手にガーゴイルがどこまで立ち回れるのか、全く想像がつかなかった。

　それでも――

「ばーちゃんに手ェ出したら、絶対に許さねぇからな！」

　双葉と同じ想いを持った者達が、夜の御色町を走り抜ける。































　月光が煌きらめく。その神こう々ごうしい光を浴あびて艶つややかに輝かがやく黒い石像が、家の屋根に乗っかっている。二丁目にある金かね田ださん家ちは三階建てで、瓦かわら張ばりの屋根からは御ご色しき町ちよう全体が見渡せる。

　ガーゴイルが、一人の影を捕らえた。足を動かさずに走っているように見えるその影は、地面を引きずって歩く着物姿。赤と黄で大胆に彩いろどられた妖あやしい着物を着ている女性――花おい魁らんである。

『むん！』

　ガーゴイルはその花魁に向けて、狙ねらい違たがわず光線を照射した。一瞬の空白を経へて、花魁の絶叫が聞こえてくる。

「貴き様さまッ！」

　ガーゴイルの真後ろから日本軍の制服を着た男が軍刀で斬きりかかってきた。

　だが戦時中に何人もの人間を斬り殺した軍刀でもガーゴイルの石の身体からだには傷一つつけられない。まっぷたつに折れた刀が金田さん家の屋根に突き刺さる。

　ガーゴイルの足を止めるための行動であることは明白だ。

　瞬間移動のできるガーゴイルが襲われたのは、ガーゴイル自身も驚いた。しかし同じく姿を消すことのできる幽ゆう霊れいにとっては、これで対等の条件なのだ。もともとガーゴイルがインチキじみたスペックであるのだから、ちょうどいいのかもしれない。

「完全に意見がわかれましたな……ガーゴイル殿！」

　徒と手しゆ空くう拳けんになった軍人が怒りも露あらわに問いかける。

『汝なんじらが佐さ々さ尾お殿を人ひと質じちに取ろうとした時点で、我われの取るべき行動は決定している』

　ガーゴイルはさも当然のように言いい放はなつ。

『汝らは御色町を守るために戦っている――それは純粋に尊敬する。我が守れぬ者達を、何百年も守り続けてきた。我は誇るべき先輩を持ったと思っていた』

　一人ごちるガーゴイルに、軍人が殴りかかる。しかしガーゴイルは何もせずに殴られるまま。倒れもせずに座っているガーゴイルに、軍人の幽霊は拳を押さえてよろめく。

『だが、守るために手段を見失っては、守護者とは言えぬ』

「何を……！」

　軍人の背後からごつい船乗りのような男が出現し、ガーゴイルを棒のようなもの――船の櫂かいで殴りつける。これにはガーゴイルも動じないわけにはいかず、殴られたガーゴイルは金田さん家の屋根から飛んでいく。

　空中でガーゴイルが静止した。

　静止した犬の石像を追い、軍人と船乗りが空中を走る。さらに地上から光線に撃たれた花魁が黒こげの着物を振りながら上昇してくる。

『汝らが汝らの流りゆう儀ぎのみで行動するのであれば、我は我のやりかたで戦わせてもらう』

　ガーゴイルの目から太い光線が発射――いや、照射される。

　それはまるでサーチライトのように目標を照らし出す。空を駆かける船乗りがまずその光線に照らし出され、よほどまぶしいのか目を覆おおう。それどころか、身体から煙がのぼり始めている。まるで虫眼鏡で焦こがされたように。

「ぎゃあああっ！」

　飛んで火に入る夏の虫――

　スポットライトで全身を焦がされた船乗りが地上に落下するのと同時に、両目からそれぞれ照射された二つの光源が軍人と花魁のふたりをはたき落とす。




『すなわち――誰だれかを守るため、そのためだけに、だ』




　地上に倒れた軍人が、空に静止するガーゴイルに向かって拳を挙げる。

　しかし次の瞬間にはガーゴイルの姿が消える。

『汝らは守ることに執着しすぎている。それでは真しんに守るべきものが守れなくなる。我が御色町に来てから、一番多く学んだものがそれだ』

「――真に守るべきもの？」

『例えば、汝のそれだ』

　ガーゴイルの目から細い光線が伸び、軍人の胸元を照らす。攻撃用の光線ではなく、レーザーポインタのようなものらしい。

　軍人が胸のポケットから取り出したのは、家族の写真。

「そうだ……俺は、家族や町のみんなを守るために戦って死んだんだ。それがどうした！」

『汝はその写真に写る者たちを守るだろう。だが我は汝が持つその写真も守る。命を賭として赴おもむいた戦いで、汝をずっと支えてきたであろう写真もまた、大切なものであろう？　それに込められた想いを無視することはできぬ』

「それは――」

　返答に窮きゆうする軍人。

『我が――いや、我らが守りたいものは、それなのだ。汝らとて忘れたわけではなかろう。だから我が思い出させるのだ』

　ガーゴイルがそう締しめくくった時には、もう誰も抵てい抗こうするそぶりを見せなかった。

　小さな風が吹き、ガーゴイルの首にかかった鈴を鳴らす。

『それを教えてくれたのはほかでもない、佐さ々さ尾お殿なのだ』

　夏の終わりを告げる風鈴のように、儚はかない音だった。
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　ハーレーが昧まい礼れい寺じの裏口に停とまると、誰よりも先に双ふた葉ばが駆けだした。石段を駆け上がり、灯あかりのない境けい内だいを横切って、裏手の墓場まで走る。月明かりだけが頼りだったが、遊び慣れているのだろう、迷いのない足取りだった。

「ばーちゃん！」

　墓場の四よ隅すみは電灯があった。正門からここまで来る場合は、灯りがあるので誰でも来られる。おばあちゃんでも危険はなかった。

　周囲には誰もいない。寂さびしそうな墓地だった。

「おや、双葉ちゃん。どうしたんだい」

「ばーちゃんこそ、こんな時間にこんな所で何やってんだよ……」

　荒い息で尋たずねる双葉。

「おじいさんの墓参りだよ」

「そりゃわかるけど、でも、なんで……」

　住職からここにいることを告げられた時は、焦あせっていて気づかなかったが、考えてみればおかしい。

　しかしおばあちゃんの答えを聞いて、双葉は納得する。

「毎月二十二日のこの時間にね、いつもお墓参りに来てるんだよ」

「二十二日の、この時間……」

　それがどういう時間なのか、聞くまでもなかった。

　ジーサンが死んだ時間だ。

「今月あった面白い事とかをね、おじいさんに報告するの。ホラ、おじいさん、面白い話大好きだから」

「どっちかってーと、ジジイが面白い話作ってる事の方が多かったけどな……」

「そうだねぇ」

　おばあちゃんも笑う。

　ジーサンの墓は綺き麗れいに掃そう除じされている。今朝から双葉達が死にものぐるいで直したのだ。周りの墓も、全て昨日以上に綺麗になっている。

　静かに手を合わせるおばあちゃんを見て、罪悪感が生じた。

　墓を粗そ末まつにしてはいけない理由は、住職から聞いた。あの世の霊達が怒るからだと。しかし双葉は、生きている人の想いを踏みにじるような気もしているのだ。

　実際に目まの当あたりにしなければわからない、そんな自分が恥はずかしくなる。

　双葉はその場から離れ、墓地を歩き回った。隅っこにある、一番古い墓が目にとまる。苔こけ生むした石に書かれた文字は、すでにかすれていて読めない。

「これ、井沢のにーちゃんか誰かの墓か？」

　夜空に向かって呼びかけると、やはり返事があった。

「いかにも。それは拙せつ者しやの墓でござる」

　暗がりからサムライ井沢信しん右衛え門もんが現れる。それに合わせて、ほかの幽霊達も姿を見せた。総勢で十人以上いる。ずっとここにいたのだろうか。

「ごめんな。墓で遊んで」

　素直に双葉は謝あやまる。

「もう良いではござらんか。気にしてはおらぬ」

　井沢は優しい顔で双葉をなだめた。

　そして、おばあちゃんを同じくらい優しい目で見る。

「奥おく方がた殿も信心深い方でござるな。拙者共も頭が下がり申す」

「って、おまえらばーちゃんに手ェだしたら許さねーぞ！」

「手は出さぬよ」

「なに？」

　清水の言っていた事と違うではないか。

「手は出さぬ。が、我々があのお方と一緒にいるという事実が、佐々尾殿をおびき寄せる材料になる。それだけで充分でござる」

「でも、人質だよな……！」

　井沢を睨にらむ双葉。

「もう、これしか手段がないのでござる。このままでは御色町に悪霊がまた一人生まれるかもしれぬ。悪霊は――我々のように姿を消し、音もなく人に近づく。生きている犯罪者よりもタチが悪うござるよ」

「それを止めるのが、役目なんじゃねーのかよ！」

「故ゆえに、我々も手を尽くしたのでござる！　されどガーゴイル殿の身体は我々の手に負おえぬ！　あの最強の門番に守られた佐々尾殿を、ほかにおびき出す手がないのでござる！」

　声を荒らげる井沢。交差点で会った清水も辛つらそうだったが、彼が一番苦く渋じゆうに満ちた顔をしていた。幽霊達のリーダーとして、選びたくない決断だったのだろう。

「おやまぁ、賑にぎやかになったと思ったら、こんなに人がいたんだねぇ」

　声に気づいたのだろう、おばあちゃんがこちらにやってくる。

「お初にお目にかかる」

　丁てい寧ねいに頭を下げる井沢。状況にそぐわない慇いん懃ぎんな態度に、双葉も怒ど鳴なれない。

　しかし井沢がおばあちゃんに手を触ふれようとしたときだった。

　どるん！　という重苦しい音が空から聞こえた。

　何事かと上を見上げると――二つのタイヤが空を飛んでいた。

「うわーっ！」

　双葉も井沢もその場から離れる。動けないおばあちゃんは、船乗りのような幽霊が小こ脇わきに抱かかえて逃げた。

　そして双葉達がいた場所に着地したのは、一台のハーレーダビッドソン。

「……そこまでだ」

　バイクから降りて、卒そ塔と婆ばを幽霊達に突きつけるのは、やはり住職。

　後ろに乗っているマレスケ中ちゆう将じようは眠そうな顔で事態を見守っていた。

「オッサン！　どうやってここまで来たんだよ！」

「このバイクに決まっている」

　しかし裏手からここまで来るには、石段を登らなければならない。正門から回って来るには時間がかかる。

　空を飛んだバイクから状況を推理すると――恐ろしいのは、バイクか住職か。

「住職殿――」

　いつのまにか、幽霊達は住職と双葉を取り囲むような形になっていた。

　しかし双葉も住職も、同じ目的でここに来たのだ。取るべき行動は一つ。

「佐々尾さんに手を出すならば、昧礼寺住職の名にかけて、おまえら全員成じよう仏ぶつさせてやる。悪霊を退治するのも、俺の仕事だ」

　肩に卒塔婆を担ぐ住職の迫力は、幽霊ですらたじろいでしまうほどだった。

　双葉にとっては逆に頼もしい。

「我らを悪霊と仰おつしやるか」

　幽霊達の間にピリッとした空気が走る。

『カッカッカ。悪霊とは、生きている者に手を出す霊の事であろう？　ならば吾わが輩はいも貴様らも、同じ悪霊だ。共に処刑台へ登るか？』

「なんだと！」

　激げつ昂こうしたのは、先程の船乗りのような男。しかし小脇におばあちゃんを抱えているので、説得力がまるでなかった。

「佐々尾さんを降ろせ」

　その船乗りに向けて、卒塔婆をまっすぐ指す住職。

　船乗りが住職の言葉に従おうとした時――

「いや、北きた島じま殿。そのまま後ろで佐々尾殿をお守りしてくだされ」

　井沢が前に出てきた。

　北島と呼ばれた船乗りは、おばあちゃんを下ろして両手を合わせた。

「すいやせん、ちょっくら暴あばれますんで避ひ難なんしててくだせぇ」

「あらあら、ケンカですか？」

「ただのじゃれ合いでさぁ。すぐに済みますんで、どうか」

「まぁ、ケンカはいけませんよ」

　言っている事は正しいが、こんな時でも呑のん気きなおばあちゃん。

「気にするな。もともと墓はか荒あらしのような連中を仕置きするまでよ」

　住職も、おばあちゃんが人質だとは言わない。井沢達もそれをわかっている。彼女が何一つ知らないままに事件が終われば、それでよいのだ。

「それでもケンカはダメです」

「大丈夫だって、ばーちゃん。すぐにガーゴイルが来て、全部収しゆう拾しゆうつけてくれらぁ」

　双葉も気楽だ。

　この場にいる生者も死者も、ケンカが大好きなのだ。すでに双方とも、やる気マンマンだ。目が血走っている。

「やれやれ……知りませんからね。大怪け我がだけはしないようにね」

　騒ぎの中心であるおばあちゃんだけが、呑気に溜ため息いきをついていた。普段からジーサンのケンカなどで慣れていたのだろう。止めても無む駄だな空気を知っているのだ。

「佐々尾さん、巻まき添ぞえを食うので本堂に入っていろ」

「まったく、住職さんまで」

　住職の命令に、おばあちゃんは素直に従った。追おうとする幽霊もいない。幽霊のケンカを見たらびっくりするだろうから。

「使え」

　住職から手渡されたのは、数じゆ珠ずだった。

　双葉はここにはいないガーゴイル＆ジーサンと、これから殴りつけるであろう幽霊たちを想い、数珠を持った手で拝おがむ。どうかバチは与えないでくださいと。

「大した教育方針だな、吉永家は」

「まーな」

　苦笑して、住職も近くの卒塔婆を引っこ抜く。

　空気の張りつめた墓場で、二夜目の運動会が開かい催さいされようとしていた。
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　そして運動会でいうなら徒と競きよう走そうに当たる種目をこなしているガーゴイル。夜の御色町はガーゴイルにとって庭よりも狭せまい場所で、その気になれば一秒もかからず昧礼寺にたどり着けた。

　ところが徒競走を妨害する輩やからは、あれで終わりではなかった。

「行かせはしない……！」

　軍人達の幽霊を倒し、一刻も早く昧礼寺に赴おもむこうとするガーゴイルの足を、何者かが摑つかむ。地面から生えた二本の腕が、ガーゴイルをがっちりと固定していた。

『む！』

　ただの手のはずなのに、地面と同化したように動かない。

　そして新たに数人の幽霊がガーゴイルに迫ってくる。ガーゴイルの硬さを知っているために、みな手加減などしない。本気で壊しにかかろうと、棍こん棒ぼうや刀などを振りかざしてくる。

「おいガーゴイル！　逃げろよ！」

　ジーサンが急せかすが、できるものならやっている。

『動かぬ。これが呪じゆ縛ばくというものか』

　冷静に判断するガーゴイルに、ジーサンが焦あせる。

『この二本の腕が、我をしっかりとつなぎ止めている』

「あー？　つまりこうすりゃいいんだろ？」

　すると何を思ったかジーサン、例によって上半身だけガーゴイルから抜け出し、胸ポケットからライターを取り出して地面の手に着火した。

「あっつっ！」

　反射的に手が離れた瞬間、ガーゴイルの目から出る火炎がその手をさらに焼き焦がす。

「うわあああっ！」

　地面から若い男が飛び出してきて、燃える両手を押さえて転がり出す。

　すかさずガーゴイルは光線を放ち、群むらがる幽霊達を薙なぎ払はらう――つもりだったが、光線は幽霊達を軽くのけぞらせただけだった。

　のけぞった幽霊達は、すぐに体勢を立て直してガーゴイルを殴ろうとする。

『む！』

　カメラのフラッシュのように、ガーゴイルの目が輝いた。

　とっさに目をつぶる幽霊達。そのスキを逃がすわけがない。ガーゴイルは幽霊達の背後に出現し、先程の威力を考こう慮りよして、強めに電撃を撃つ。

「ぎゃあああっ！」

　まとめて電撃に撃たれ、悶もん絶ぜつする幽霊達。ショック死することはありえないので、かなり強めに撃った。

『光線の威力も半減するようだな』

「効きくだけでもスゲーと思うけどな」

　麦わら帽子で自分をあおぐジーサン。

『それにしても、姑こ息そくな手だな』

「ああん？」

『手に火をつけて逃げるとは』

「人の事が言えるか！　フラッシュ炊たいたスキに後ろからなんてよ！」

『どうも汝が我の中に入ってから、戦闘行動に変化が生じたらしい』

　普段のガーゴイルならば、問答無用で迫り来る敵を光線で薙ぎ倒すだけだ。しかし今回は相手の動きを止めてから、攻撃に転じた。まるで同等の相手と戦っているように、力でねじ伏せたりせず、裏をかいた。

「ケッ。ケンカに姑息も真っ当もあるかよ」

『そういえば、汝は双葉の師し匠しようだったな』

「相手のスキをつくのは、戦いの基本だろ。双葉はその辺、天才的だぞ」

『否定はせぬ。時折、我でも対処できぬ攻撃をしかけてくるからな』

　しみじみと語るガーゴイルだった。

「今度、教えてやろうか？」

『断る』

「そうかい。ヒッヒッヒ」

　それでも嬉しそうなジーサンの声に、ガーゴイルはうなる。

　すでに教わっているような気がするからだ。

『行くぞ。佐々尾殿を助けねば』

　倒れ伏した幽霊達には目もくれずに、ガーゴイルとジーサンは昧礼寺の方角を見る。

　月が雲で隠れていた。
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　昧礼寺の境けい内だいでは、恐るべき怪獣大決戦が繰り広げられていた。数十人の、しかもこの世のものではない存在を相手に、二人のゴーストバスターが吠ほえたける。

「ふんっ！」

　全長二メートルの卒そ塔と婆ばが、バットのように振り抜かれる。そしてボールのようにカッ飛ばされた五人の幽霊が、並び立つ墓をすり抜けて地面に倒れる。

「ドラァッ！」

　そして住職と背中合わせに立っている双葉は、襲おそいかかってくる幽霊達に正面からドロップキックをかますが、双葉の身体はそのまま幽霊の顔面を通りぬけてしまった。

「そんなもの効きかぬ――ぐえっ！」

　しかし通り抜けたはずの双葉が手に持っていた数珠が、上う手まい具合に幽霊の首に引っかかり、そのまま締しめ倒してしまう。

「あれ？　なんかわかんないけど、ラッキー！」

　と調子に乗っているのもたった数秒で、集団で飛び掛かられた幽霊に双葉は応戦するが、先程のような不思議な力で、触れただけで動きを封じられてしまう。まるで動き方を忘れてしまったような、背筋の凍こおりつく束そく縛ばくだ。

「あ、くそ！　きたねーぞ！」

　三人の幽霊に動きを封じられた双葉。

『子ども相手に大勢で……』

　双葉を押さえる幽霊達に向かって、マレスケ中将が飛び掛かる。幽霊の目や鼻など、弱点をピンポイントで引っかき、のけぞった幽霊から双葉を奪だつ還かんしようとするが、一人でも双葉を押さえると、動きが封じられてしまうようだ。なかなかうまくいかない。

　対して、住職は卒塔婆をブンブン振り回しながら幽霊を薙ぎ倒している。刀や棒や銃で攻撃されても、一歩も引かない。

「功く徳どくのポイントが足らぬのだ。そこでじっとしていろ」

　サングラスを指で直し、住職はさらに一歩前に出る。それに合わせるように、軽く怖おじ気けづいた幽霊が一歩下がる。

「だ、誰かあの僧そう兵へいを止めろーっ！」

　幽霊の一人が叫ぶが、叫んだ本人も住職を止められない。

「ふんっ！」

　住職が一呼吸するたびに、卒塔婆によって数人の幽霊が吹き飛ばされる。

　幽霊なので死んだり倒れたりすることがないから、いくらでも復活して襲いかかってくるのだが、住職も底なしの体力を秘めており、このままだと朝まで決着がつきそうにない。

「ええい、退ひくぜよ！」

　人混みをかき分けて、榊さかきが前に出る。息が切れているのは、急いでここまで駆けつけたせいだ。

　ピストルを住職に向け、なんのためらいもなく撃った。しかし住職は軽く榊の方を見ただけだ。銃弾は住職から数メートルも離れた地面に弾はじけた。

「くっ！」

　もう一発撃つが、やはり住職から外はずれる。

「当時は拳けん銃じゆうもそれほど高性能ではないだろう。ましてや、慣れぬ人間がまともに当てられるわけがない」

「うっ！　どうしてそれを……！」

「あの坂さか本もと龍りよう馬まですら、拳銃の扱いは上手とは言えなかった。せいぜい脅おどし程度に使うだけだ。貴様のような土佐郷士がそれほど優すぐれた射しや手しゆならば、とっくに歴史に名が残っているはずだ」

　住職はつかつかと榊の元へ歩き、卒塔婆の先端を彼の上着にひっかける。

「ふんっ！」

　そのまま卒塔婆を上に振り、背せ負おい投なげの要領で榊を遠くに放り投げた。絶ぜつ叫きようが裏の森から聞こえてくる。

「……次は誰だ？」

　卒塔婆を肩に担かついで周囲を見回す住職。ますます下がる幽霊達。身動きの取れない双葉は、住職の身体から機械音の幻げん聴ちようが聞こえたような気がした。

「では、拙者が」

　からん、という澄すんだ音。

　鞘さやを投げ捨てた音だ。

　左手を袖の中に隠し、刀を持った右手はだらりと下がったまま。彫ほりの濃こい美男子は、太い眉まゆ毛げをきりりと寄せて、真ま一いち文もん字じに住職を見み据すえている。

「井沢信右衛門吉よし影かげ、参る」

「…………」

　稀き代たいの曲芸師。優しい目をした、人のために剣を振るったその男は、たった一瞬で住職との勝敗を決めた。

　住職が卒塔婆を構えるまでに住職の卒塔婆を斬きり、それに気づかない住職が振り上げた腕の隙すき間まを縫ぬって、住職の胴どうを斬った。

「人斬りの技ではない故、峰みね打うちのみに留めておいた。許されよ」

　落ちた鞘を拾い、ゆっくりと納刀する。住職はすでに倒れていた。

　達人の技だった。目にもとまらぬ早さではないが、端はたで見ていた双葉も記憶の中をいちいち探らないとどうやったのかわからなかったくらいだ。

「おい！　人斬りの技じゃないのに、なんであんなに上手いんだよ！　紙しか切れねーって言ってたじゃん！」

「あの時拙者が斬った紙は、数にして五十。紙を五十枚斬る技があれば、人くらいたやすく斬れ申す」

「だましやがったな！」

「そう言われると、こちらとしても返す言葉がありませぬ……あの時、領主の前で人斬りの技だと言えば、みな助からなかった故ゆえ」

　少し悲しそうな顔の井沢。

　彼が本当は人を斬りたくなかった、というのは双葉にだってわかる。優しいサムライだったのだ。彼だけじゃない。この場にいる幽霊全員、御色町のために戦ってきたのだ。善人に決まっている。

　それが、どうして生者と死者で戦い合うことになったのだろう。

　すでに墓場は今朝と同じ状態だ。あらゆる墓石が薙ぎ倒され、中には破損している墓まである。その九割は住職の卒塔婆がやったものだ。幽霊は自分で墓を倒すことなど出来ないから。

「双葉殿にも、ガーゴイル殿との交渉材料になって頂こう」

　全身を押さえつけられた双葉の前に、井沢が立つ。

「拙者達とて、何も好このんでこのような真似をしている訳ではないことくらいおわかりでござろう？」

「……わかってるよ、んなこと」

　顔を伏せる双葉。

　突然、風と影が横切った。風の行く先を目で追うと、マレスケ中将が井沢に飛び掛かっていた。

『うおおおおっ！』

　マレスケ中将は井沢の剣をスルリとかわし、喉のど笛ぶえに食らいつこうと何度も飛び掛かる。しかし井沢の剣に嚙みついたマレスケ中将を、背後から忍び寄った榊の手が一瞬で束縛した。

『ぐぉっ……！』

「マレスケ！」

　住職の隣に倒れるマレスケ中将に駆け寄ろうとするが、身体が動かない。

「……すまぬ」

　さらに苦しそうな顔をする井沢。

　マレスケ中将も、いわば彼らの仲間だ。しかし彼もまた、死者のルールより昧礼寺と住職を守ることを選んだ。最後まで自分の考えを曲げなかった井沢とは、いつかこうなる運命だったのだろう。

『よいか井沢！　貴様のしていることは、たとえ大儀のためと言えども許される事ではない！』

　地面に伏せたマレスケ中将が吠えたける。

『貴様も生前、守りたかったものがあっただろう！　佐々尾殿は、それを守ろうとしているだけだ！　貴様らが勝手に作った規則に従わせたいのならば、まずは根本的な事から考えよ！』

「根本的な事？」

『そのような事も分からぬのか……馬鹿者が……』

　井沢が聞き返すと、マレスケ中将は泣きそうな声で答える。




『心まで失ったら、霊としての存在意義がなくなるではないか……！』




　その場にいた幽霊が、全員はっとした。

　マレスケ中将の言葉に反論できる幽霊は、誰もいなかった。

　犬一頭のたった一言の、なんと重いことか。

「マレスケの言う通りだぜ！」

　双葉も負けじと叫ぶ。

「てめぇらが守ってるのは、プライドだけだろうが！　ガーゴイルはな、プライドやルールなんて余計なモノは一切無視してでも、守りたいと思ったヤツを守ってくれるんだよ！　それがあいつのプライドなんだ！」

　守りたい者を守る。ガーゴイルの口くち癖ぐせのようなものだ。

　ガーゴイルを信じている双葉の耳に、幽霊達とは違う声が聞こえてきた。




『その前に、まず汝を守ろう』

　ふわりと舞った麦わら帽子が、双葉の頭にかぶさった。




　気け配はいを感じた幽霊が振り向いた先――双葉には暗くて何も見えない――から、一条の光線が発射された。光線はまっすぐに飛び、双葉を押さえつけていた幽霊達を吹き飛ばした。

「誰だ!?」

　誰かの叫びに、声の主ぬしは再び答える。

『我はガーゴイル。吉よし永なが家けと御色町の門番也なり』

「俺は佐々尾新しん平ぺい。佐々尾家に住んでた、ただのジジイだよ」

　暗闇の中で、赤い光が四つ。

　ガーゴイルの目と、ガーゴイルから生えているジーサンの目だった。
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　光線が乱射される。それは顔を背そむけた幽霊達の頭上をかすめ、空中で光の玉となり浮ふ遊ゆうする。墓地の四隅に浮かび上がった光球が周囲を照らし始めた。

『双葉。暗いと足下が危険だ。向こうで住職殿と共に我らの戦いを見ていろ』

「おう」

　双葉は麦わら帽子をかぶり直し、本堂の方へ歩き始める。

　麦わら帽子から、ジーサンの匂においと草の匂いが感じられる。それは一昨年おととしから嗅かげなくなった懐かしい匂いだった。

　住職は倒れたままだが、ガーゴイルに向かって親指を立てていた。

「つーかてめぇ、今までどこで何してやがった」

『老人に戦いを教わっていた』

「何ぃ？」

　ガーゴイルは墓場の中心に移動している。それを取り囲む幽霊達。先程と全く同じ構図だ。外から見て初めてわかったのだが、ホントに相手の数が多い。今まで自分達はアレを相手にケンカを挑いどんでいたのか。住職がいなかったら、五秒でボコられていた。

『この御色町を守る者達よ』

　ガーゴイルは幽霊全員に呼びかけた。

『我が守れぬ者達を守ってくれて、本当に感謝している。同じ御色町の守護者として、我は汝らに学ばせてもらうべきことが多々ある』

「こちらこそ――我々にできぬ手段で、御色の地を守って頂き、本当に感謝し申す。今の御色が少し変わったのも、きっと貴殿の御陰でござろう」

　神妙に語るガーゴイルに対し、幽霊達は全員敬意を込めて礼をする。頭を下げる者、敬礼する者、両手を合わせて拝む者。最もガーゴイルの近くにいた井沢は、地面に両手をついていた。

『この町は、美しい。それは今も昔も変わらぬはずだ』

「そのとおりです。汚れた部分はたくさんありますけど、本質は何も変わっていない」

　人ひと垣がきから清水青年が出てくる。

『我も汝らも、結局は同じ事をしている。佐々尾殿を救おうとする意志は変わらぬ』

「はい」

『ただ、少しばかり主義主張が違うだけなのだ。だから双葉よ、住職殿よ』

　突然話を向けられて、ちょっと面食らう双葉。

『この者達を恨うらんではならぬ』

「……当然だ」

　答えたのは、片かた膝ひざをついている住職。

「全すべてはあの不良老人が招いたことだ。奴のふざけた態度が、このような事態を招いた」

　幽霊の斬ざん撃げきがどれほどの威力なのか双葉は知らないが、峰打ちとは肋ろつ骨こつが折れるほど痛い技だと聞いた。達人のそれを受けて、なお立ち上がれる住職はやっぱりサイボーグなのかもしれない。

「否定したいところでござるが……住職殿の言う通りでござるな」

　ジーサンは無言。

「ではガーゴイル殿。拙者達と、貴殿の守るべきモノの違い、見せていただこう」

『承知した。汝らの守るべき正義と、我の守るべき人の心。その勝負だ』

　ガーゴイルの目の輝きが一段と増す。

　それに合わせて、幽霊達の中でも腕に自信のある者だけが前に出る。戦いに慣れていない人では、勝負にすらならないと悟ったのだろう。

『全員まとめてかかってくるがよい』

「後こう悔かいするぜよ」

　余裕の口ぶりのガーゴイルに、榊がピストルを構える。

　井沢も剣を抜き、ほかにもサムライや力自慢の若者などが、思い思いの武器を構える。

『正義を楯たてに佐々尾殿を人質に取った罪、万ばん死しに値あたいする――覚悟せよ』

「参る！」

　ガーゴイルの目が光り、青い光線が発射される。驚くべき事に、井沢はその光線を避よけた。剣術で言うところの「見切り」というものか。しかし射線上にいた数人の幽霊が光線を浴び、その場に倒れる。

「ぐぁぁ……！」

　苦しんでいる幽霊達。彼らを相手に、一体どのような光線を撃ったのか。

　よく見てみようと目をこらす双葉の鼻に、ツンとする匂いが入ってきた。

『ただの覚かく醒せい光線だ。いつも眠っている汝らに効くかどうか怪しかったが……やってみるものだ』

　この前使った覚醒光線と匂いが違っていた。どうやらガーゴイルは様々なハーブや草などの匂いをブレンドしたようだ。これは目の前で嗅かがされたら一発で起きる。まさに死人でも起きる光線だ。

『汝らに光線が効かずとも、痛みを与えることくらいはできる』

　余裕の声を出すガーゴイル。

　その両目から、今度は煙が出てきた。物理法則に逆らい、煙は光線のようにまっすぐ進み、やがて空気と同化して周囲一面に広がっていく。

「光線だけじゃないのか！」

　驚く幽霊達が、徐々に咳せきこみ始める。スモークを炊たかれた劇場のようにあたりに立ちこめる煙は、端はたで見ていた双葉の鼻にも入った。

「うえっ！　おいガーゴイル！　なんだこの煙!?」

『線香の煙を作ってみた』

　匂いを嗅いでみれば、確かに線香。

「って、オイ！　これ……ゲホッ！」

　匂いだけに着目すれば幽霊に有効かもしれないが、双葉や住職まで煙に巻かれてしまったら意味がないだろう。

「バカ！　あたし達まで殺す気か！」

『むう、すまん。そこまで考えていなかった』

　正直に答えるガーゴイルに、数珠をぶん投げる双葉。

　今日のガーゴイルの戦い方は、どこかおかしい。

「真面目にやれ！」

『我は真剣なのだが……』

　と、コントを繰り広げている間に、離れた所にいる幽霊達が人ひと魂だまを飛ばしてくる。青白い炎をちらつかせながらゆらゆらと揺れる人ひと魂だまは、ガーゴイルの周囲をぐるぐると旋せん回かいし、それきり何もしてこない。

『む――』

　どういう攻撃なのか確かめる前に、人魂が揺れた。

　人魂だったものが、たった一瞬で数人の幽霊に変化した。ガーゴイルが行動を起こす前に、全員でガーゴイルに触れる。

『これは……！』

　双葉の時と同じような呪のろいがかけられているのだろう。ガーゴイルもまた束縛される。まるで神経がなくなったように動かなくなるのだ。

「動けまい！」

　ガーゴイルを押さえた幽霊の一人が勝利を確信した声で叫ぶが、

『我は動かぬ』

　あっさりとガーゴイルの姿が消えた。まるで幽霊そのものだ。

　先程までガーゴイルがいた場所から真上に数メートルの地点に現れた。そこから真下に向かってスポットライトのような光線を浴あびせる。丸い光にあてられた幽霊達は、身体を焦がされるように苦しみだす。

「むんっ！」

　その空中のガーゴイルを追いかけて、井沢が跳んだ。

　鞘さやから滑すべり出だす、光のような早さの斬ざん撃げぎがガーゴイルの身体を地面に叩き落とす。墓石の上に落下し、鈍い音を轟とどろかせる。

「これなら当たるぜよ！」

　倒れたガーゴイルから三十センチも離れていない距離に、榊の拳銃があった。連続して二発撃たれた弾だん丸がんがガーゴイルの身体をさらに吹き飛ばす。ただの拳銃ならそこまでのダメージは受けないが、弾丸以外に幽霊特有の「何か」が込められているのだろう。

　飛ばされたガーゴイルを追いかける榊。

　その真後ろに出現するガーゴイル。

『それ以上はさせぬ』

「何っ!?」

　光線が榊の背中に当たり、先程のガーゴイルのように飛ばされる。ガーゴイルは起きあがったが、榊は起きあがることができなかった。

　これであらかたの幽霊は倒したはず――双葉が軽く安あん堵どしていると、突然ガーゴイルの背後から数人の幽霊が出現した。さきほど、腕に自信のある者だけが前に出た時に、後ろに下がっていた「戦力外」と思われていた幽霊だ。

「うわあっ！」

　ところが彼らはガーゴイルに近づく前に動きを止めてしまった。幽霊に足を捕つかまれたかのように前に進まず、その次に何かに絡からめ取とられるように、全員まとめて倒れてしまう。

「なんだ――？」

　双葉が目をこらしてみると、ガーゴイルの背後が小さく光った。

　あれは、網あみだ。細い光線で出来た網を仕掛しかけていたのだ。

「ガーゴイルが、罠わな……？」

　普段のガーゴイルからは考えられない戦法だった。

「どーよ！　効果あるだろ！」

『むぅ……悔くやしいが、認めざるを得ないな』

　ガーゴイルの中で交わされる会話が、双葉にも聞こえた。そして納得する。やはりあのジジイにかかれば、ガーゴイルも丸めこまれてしまうのか。

　線香の煙で白く濁にごった墓場に、強い風が吹く。

　すでに立っている幽霊は少なくなっていた。皆、線香の煙にむせているか、ガーゴイルの光線にやられて倒れているか、だ。

「ガーゴイル殿！　もうこの上は無用！」

　井沢が叫ぶ。

　戦意を残しているのは、彼だけだった。

「拙者との一騎打ちを所望致す！　皆の者、これで仕し舞まいにし申そう！」

『承知した』

　井沢が剣を構える。住職との戦いでは晴せい眼がんに構えていたが、今は攻撃重視の上段だ。相打ち覚悟なのだろう。

　ガーゴイルは目に光を溜ためたまま、井沢をじっと見み据すえている。

　その装甲で覆おおわれた胸に、一本の線が引かれてあった。

　人間でガーゴイルに傷をつけた者はいない。しかし井沢はやってのけた。サムライの技と、守り神としての意地が刀に宿っているのだ。

　下手をすると、本当に真っ二つにされるだろう。井沢にはそれができると、ガーゴイルは確信していた。

「……参る」

『来るがよい』

　井沢が小さくうなずく。

　そして両者が激突した。

　井沢の刀がガーゴイルに振り下ろされる。しかし上から真っ二つにすると確信していた刀は、墓場の地面に突き刺さるだけだ。紙かみ一ひと重えで真後ろに瞬間移動したのだ。

　同時に、ガーゴイルの光線が井沢に向けて発射される。しかし井沢は身体を軽く反そらすだけで光線をかわした。驚きよう愕がくするガーゴイルの喉元に向けて、剣が突き出される。

　がっ、と石を砕くだく音。

　後方に跳ねるガーゴイルをさらに追い、井沢が一歩踏み出す。

「とった！」

　勝利を確信した井沢の刀が、ガーゴイルに向かって振り下ろされた。今度こそ石の身体を真っ二つにできる速度と間合いと力だった。

　火花が散った。

　ガーゴイルの身体を切り裂くはずのその刀は、空中でガッチリと受け止められていた。ガーゴイルの背中に生えた翼つばさ。それが光のようなものでさらに大きく広がり、井沢の剣を包みこむように挟はさんでいた。「触れざる硫い黄おう」という錬れん金きん術の物質の力だ。

「……っ！」

『むぅ……！』

　刀と翼が拮きつ抗こうする。青白い閃せん光こうが墓場を照らし出す。

　井沢の力がどれほどなのかは知らないが、ガーゴイルと渡り合えるほどだ。筋力以外の力もよほどのものなのだろう。

「どうやら……互角のようでござるな……！」

『いや、我々の勝ちだ』

「何っ!?」

　井沢はガーゴイルを見ていなかった。

　その上――ガーゴイルの頭から生えている佐々尾のジーサンを見ていた。ジーサンは住職が持っていた卒塔婆を上段に構えている。

「こいつは避けられねぇだろ！」

　ジーサンが半分に折れた卒塔婆を振り下ろす。

　咄とつ嗟さに井沢の剣が鈍にぶった。その好機をガーゴイルは逃さない。

　光の翼は井沢の刀を一瞬で奪い取り、脇に投げ捨てる。

『勝負あり、だ』

　ガーゴイルの両眼はいつでも光線を撃てるように輝き、井沢の頭上にはジーサンの卒塔婆が振り下ろされる寸前で止められていた。

　詰つみ、である。

「よっしゃあ！」

　双葉は思わずガッツポーズを取っていた。心臓がドキドキ言っているのは、その直前の殺し合いで本当にガーゴイルが殺されるのではないかと焦ったからだ。誰にも言わないつもりだが。

　井沢は、ニッコリと笑って両手を見せた。

「降参し申した」

　丸腰の井沢は、剣がないことよりもそれを奪うばった技に観念したようだ。全力の剣が受け止められた時に、レベルの差を感じたのだろう。

　井沢は飛んだ剣を拾いに行き、ゆっくりと鞘に収めた。

「いい勝負でござった」

　頭を下げる井沢に、幽霊達も負けを認めたようだ。各々が持っていた得え物ものを投げ捨て、井沢と同じようにガーゴイルに礼をする。

「そっかぁ？」

　最終的には二対一だったので、正々堂々とは違う気がする。

　まぁ、最初はガーゴイル一体に対して十人以上が襲ってきたので、今さらであるが。

『この町の守護者の実力、しかと見せてもらった。安心して御色町の守護を任せられる』

「それは拙者も同じでござるよ」

　うなずく井沢。負けたというのにすがすがしさを感じる。格闘家のように、拳こぶしでしかわからないものがあるのだろう。

「二度ふたたび死ぬかと思い申した」

『我も死ぬかと思ったぞ』

「つーかさ、そもそもお前、死ぬのか？」

　根本的な質問を投げかける双葉に、

『それを確かめるために戦ったのだがな。結局分からずじまいだった』

「幽霊相手ならわかるかもって？」

『うむ。双葉が宿題で昔の御色町を知りたがったように、我が知りたがったのはそれだったのだ。石像である我が死ぬ、という事実を今まで想定していなかったからな』

　双葉もそんな事態は想定していなかった。

　なにしろ、ガーゴイルのライバルであるケルプがバラバラになったのを見たことがあるのだ。そのケルプはというと、昨日遊んでいる時に元気な姿ですれ違った。ガーゴイルも今まで胸に穴が空いたり、翼がもげたりしているが、死ぬ危険は感じなかった。

　そのことをガーゴイルは気にしていたのかもしれない。幽霊という概がい念ねんを知った今、仮にガーゴイルが死んだ時、守る者がいなくなった御色町を幽霊の姿で見続けるのは辛つらいだろうから。

「ガーゴイル殿は不ふ死じ身みでござる。それは拙者が保証いたす」

　井沢が自信を持って告げると、

『それは少し困る』

「おまえ、死にたいのか死にたくねーのかハッキリしろよ！」

　悩むガーゴイルに、双葉の蹴けりが炸さく裂れつした。

　その時だった。

「おじい……さん？」

　いつのまにか開いていた本堂の扉から、佐々尾さん家のおばあちゃんが顔を出していた。







　ガーゴイルの照明が変化した。墓地の四よ隅すみに掲かかげられていた篝かがり火びのようなものではない。ガーゴイルの目からシャボン玉のような光る球体がいくつも現れ、さらにそれが小さく分裂して空中に霧む散さんする。

　幽霊達も、ガーゴイルに負けた事であきらめたのだろう。ジーサンの好きなようにさせると決め、ため息をつきながらガーゴイルと同じ照明――人ひと魂だまを手から発生させる。

　空中に霧散する小さな光のかけらは、まるで蛍ほたるの群れのようだった。

「おじいさん？」

　本堂の脇の階段から、墓場へ駆け出そうとするおばあちゃん。しかし足がもつれて倒れそうになる。その小さな身体を、ジーサンはしっかりと受け止めた。

「おっと。杖つえなしで歩くバカがいるかい」

「あらあら、すみませんねぇ……」

　ガーゴイルが念動力で運んできた杖を受け取り、おばあちゃんは一息つく。

「……それで、どうしたんですか、こんな夜中に」

　詰きつ問もんするような口く調ちようのおばあちゃん。

　まるで子どもを叱しかるような、ジーサンが聞き慣れた声。

「いや、ちょっとな。また色々やらかしちまった」

　そしてジーサンの方も、叱られた子どもみたいに縮ちぢこまっている。幽霊達の間から含ふくみ笑わらいをなんとか押し殺そうとする音が聞こえてきた。

　双葉と住職は、墓場の隅っこで成り行きを見守っている。住職の膝ひざの上ではマレスケ中将が眠るように丸まっていた。

「どうして帰ってきたんです？」

「ほら、お盆だからよ」

「お盆はもう終わってるじゃないですか。早く向こうに帰らないと、困るでしょう？」

「あ、まぁ、そうだな……」

　幽霊達が一様にうなずく。

　こうなるのだったら、おばあちゃんを人質にせず、彼女に頼みこんで直じき々じきに説教してもらう方が効いたのかもしれない。

　仕方ない、と言わんばかりにため息をつくおばあちゃん。その後、いつもの優しい笑顔に戻って、こう尋ねた。

「お盆は楽しめましたか？」

「ああ。ガーゴイルと一緒にバカなことやってた」

「そうですか。狛こま犬いぬさんに迷惑かけちゃってたんですね」

「だから迷惑じゃねーっての」

「そうなんですか？」

　おばあちゃんはガーゴイルの方を見る。

　ガーゴイルはしばし考え、

『うむ。老人には色々な事を教わった。有意義な時間であった』

「そうですか。ありがとうね、狛犬さん」

　おばあちゃんは頭を下げた。まるで全てお見通しと言わんばかりに。

　そしてジーサンはもう用が済んだと言わんばかりに手を挙げて、

「そんじゃな、バーサン。また来年来るわ」

　と、幽霊の方に歩き出す。

　それでざわつき始めたのは幽霊の方だった。

「ちょっ、おまん、それでいいんか!?」

「さようでござる！　もっと話す事があるはずでは！」

　先程まであれほどジーサンを捕らえたがっていたのに、いざジーサンが自由になったとたんに応援したがる彼ら。自分達の努力でかなわなかった事は、こんな簡単なものと引き替えだとは思いたくなかったのだろう。

　ジーサンは幽霊を見ずに、ガーゴイルを見た。

『……汝の好きにするがいい』

　ジーサンはその場で立ち止まり、頭をかき始める。おばあちゃんに背を向けて、自分の墓を見つめながら、長い事考えていた。

　全員の視線がジーサンに集まるが、すでにジーサンは誰も見ていなかった。

「好きにさせるなよ！」

　そんな中、群衆から一歩踏ふみ出だしたのは双葉だった。

　今まで成り行きを見守っていた双葉。麦わら帽子を脱いで、胸元で握りしめている。

「おいジジイ！　迷惑かけんのも、いい加減にしろよ！　今までガーゴイルの中に入ってたんだろ!?　だったらジジイにもわかるだろ！」

　今日のガーゴイルは、ジーサンの影響を受けて奇き怪かいな行動ばかりとっていた。そして同時にジーサンの性格を受うけ継つぎ、様々なことを覚えた。

　だったら逆にジーサンがガーゴイルの性格や記憶に影響を受けていても自然なのだ。その結果、ねじくれていた性格が少しでもまっすぐになるならば――

「ガーゴイルがどういうつもりでばーちゃんのこと守ってたか、知らねーとは言わせねーぞ！　全部、今のジジイのために戦ってたんだぞ！　ボロボロになっても！」

　麦わら帽子を地面に叩きつけ、涙声で叫ぶ双葉。

　ジーサンは双葉の想いを、背中で聞いていた。

「ガーゴイルが守ってくれた時間、ドブに捨てるなよ！」

　双葉の声の余よ韻いんが消え、空白に包まれる墓地。

　双葉に代わって鈴虫の鳴き声が響き渡る。光の玉を蛍と勘かん違ちがいしたのか、夏の虫が集まってきた。

「……言うようになったじゃねーか、双葉よ」

　肩を揺ゆするジーサン。きっと笑っているのだろう。

　そして、また押おし黙だまる。

　井沢が無言で麦わら帽子を拾ひろい、双葉にかぶせた。

「……ずっと、考えてたんだよ」

　おばあちゃんに背中を向けたまま話し始めるジーサン。

「バーサンのその足を、なんとかできないかって」

「おじいさん……もう、足の事は」

「その足を見るたびに、いや、お前の足音を聞くだけでも、昔の記憶が蘇よみがえってくるんだ。あの時の選択は正しかったのかってな。それで、正しくても正しくなくても、お前に最大級の迷惑をかけた事実はなくならねーんだ」

　おばあちゃんの言葉をも遮さえぎって、ジーサンは語り続ける。

　そして、もう一度ガーゴイルを見た。

「なんとかして償つぐなえないかって、ずっと考えてた――」

　おばあちゃんのケガは、誰がどう判断しても不幸な事故だった。ジーサンに非は全まつたくないはずだった。しかしおばあちゃんを外に出したきっかけを作ったのはジーサンだし、ケガをしているおばあちゃんを差し置いて、住職との約束を果たしたジーサンが自分を責めるのも仕方のない事。

　罪ではない罪が、ジーサンを死んでも苦しめていた。

「それで、今日思いついたんだ。ガーゴイルの中に入って、いろいろやらかした時に」

　ガーゴイルの中に入ったジーサンは、その身体を借りてお姉さんのスカートの中に入りこんだり、釣りをしたりと様々なイタズラを行ってきた。あのガーゴイルですら意のままに操あやつってしまうのだから、幽霊の憑ひよう依いとは錬れん金きん術をも超えた現象なのだろう。

「なぁ……」

　そこでジーサンは、幽霊達に向き直る。

　イタズラ小僧のように照れながら、馬鹿な――それでも必死で考えた――提案をする。




「俺、バーサンの足になりたいんだ」




　幽霊達は無言だった。軽く身じろぎする者がいるが、ジーサンの言葉を真剣に受け止めていた。

「ほら、足に憑依すればよ、できねーこともないかな、って思ったんだ」

　おばあちゃんは目を丸くしている。双葉も住職も立ち上がり、マレスケ中将が飛び上がってその場から走り去る。

『汝は……』

　ガーゴイルが何か言おうとするが、

「ああ、馬鹿な考えってのはわかってるよ。それでも、こんな事ぐらいでしか償えねーんだよ――。バーサンが死ぬまででいいんだ、霊からしてみりゃ大したことねぇ時間だろ!?」

　ジーサンの声が大きくなる。

「今までずっとバーサンに苦労かけてきたんだ！　死んでから恩返ししたって許されるだろ！　こんな事ぐらいでしか、今までの馬鹿な真似を精算できねーんだよ！」

　ジーサンは本気だった。死ぬ前から、そして死んでからも悩み続けていた命題の、これが答えだった。

　そして幽霊達もガーゴイルも、それが可能な事を知っている。

　しかし――おばあちゃんはゆっくりと首を振り、こう言った。

「どうして……苦労かけたと思ってるんです？」

「え？」

「私はあなたと一緒になってから、毎日楽しく過ごさせて頂きましたよ。ええ、そりゃもう、笑ってばかりの賑にぎやかな日々でした」

　またおばあちゃんはゆっくりと笑う。













「だから、恩を返すのはむしろ私の方。あなたより先に死ななくて本当に良かった」

「だ、だけど、お前の足は！」

「この足ですか？」

　おばあちゃんは軽い雰囲気で自分の足を杖で叩いた。

「これは、おじいさんが昧礼寺さんの犬を守った証あかしですよ。警察をやっていた頃から絶対に曲げなかった、おじいさんの信念です」

　優しく、力強い声。そんなおばあちゃんの声に、過去のガーゴイルも救われた。あの時と変わらない、彼女の人生を表す声だった。

　ジーサンの膝ひざから力が抜け、その場にくずおれる。

「まったく……そんな事を死んでまで悩んでいたんですか。相変わらず、バカ正直なんだから。いつも自分だけで突っ走っちゃって。追いかける私の身にもなって下さい」

「すまん……」

　がっくりと肩を落とすジーサンにあわせて、おばあちゃんも身体を屈かがめた。

「でもね。そんな追いかけっこが、私は大好きでした」

　微笑ほほえむおばあちゃんの頰ほおに、涙がひとすじ。

　ジーサンの手が、おばあちゃんの涙を拭ぬぐう。

　おばあちゃんの耳元に、そっと囁ささやくジーサン。

「………………」

　かすれた声を聞いたのは、おばあちゃんだけだった。

　二人は、その場で長い事抱き合っていた。

　気がつけば周りにいたはずの幽霊やガーゴイル達も消えており、残るのは蛍に似た照明だけだった。
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「これでジジイもあの世に帰れるだろ」

　昧礼寺の正門前で、双葉が気楽につぶやいた。

「さようでござるな。此こ度たびのことは、我々も教えられ申した」

　井沢を含めた幽霊達もすがすがしい顔をしている。みんな最初に出会った時のような明るい幽霊達に戻っていた。とても数分前までガーゴイルと死し闘とうを演じていたとは思えない。

『双葉よ、そろそろ帰らないとママ殿に怒られるぞ』

「あー、もうそんな時間か」

　すでに夜は深まっている。家の電気で周りは明るいが、空は完全に闇やみに覆おおわれていた。

「奥方は俺が家まで送ろう」

　地面に卒塔婆を刺して、住職が仁に王おう立だちしている。ここでお別れ、という合図なのだろう。こうしてみると、本当に仁王のように見える。

　全て事件は解決して、一件落着だ。

　また明日から、暑い夏の日々が続く。

『……貴様ら、何か忘れていないか？』

　マレスケ中将の一言が、エピローグへの雰囲気から我に返らせた。

　全員で数秒考えてみる。

「あっ！」

　みんな同時に思い出した。







「いやほんとゴメン！　最初はガーゴイル君の調査のつもりでやったのよ！　そしたらいきなり装置が爆発しちゃってさ！　もー頭なんかドリフみたいにアフロになっちゃって、そのままじゃ材料の買い出しにも行けないから、美容院寄ったあとに東ひがし宮みやん所に材料ガメに行って、結局新しい装置もう一つ作ったら、今度は東宮の持ってた部品が壊れててさー！　ムカついたから一発ブン殴りに押し掛けていったら、ブイヤベースなんて作っててさ！　このクソ暑いのに！　それでも美お味いしそうだったからほんの二杯ほどいただいたあとに、ようやく思い出して帰ってきたら――」

「いやもーいいから黙れ、姉ちゃん」

　兎と轉てん舎しやの天てん井じようから逆さかさ吊づりにされているお姉さんを、半なかば諦あきらめムードで止める双葉。逆さ吊りとはいえども、下はタイトなロングスカートなので男性の幽霊が目のやり場に困る事もない。

　そしてその男性の幽霊でも恥ずかしがりな井沢が、カウンターの上の機械を触さわる。それは蓄ちく音おん機きによく似た装置だった。

「この装置の御お陰かげで、我々の姿が見えるようになったのでござるか」

「変なとこいじっちゃダメよー。二度と元に戻らないかもよー」

　こんな状況でも脅おどしは忘れないお姉さん。

「しかしこの機械で幽霊が見えるとは……どういう原理なのでござろう？」

「もともとはエジソンの最後の発明を元にしたんだけどね。微び弱じやくな音波を発して、幽霊達の持っている霊的な波長を合わせるの。そして、波長の合った霊体を可視光線に変換するって機械よ」

「さっぱり分かり申さぬ」

「でしょうねー」

　双葉にしてみれば、エジソンがそんなものを発明していたことが驚きだった。あとでお姉さんに聞いてみたところ、霊界交信機なるものが晩年のエジソンの課題だったそうだ。もっとも、それを成なし遂とげる前に死んでしまったが。

「あしにゃ難しいことはわからんぜよ。つまるところ、この姉ちゃんが騒ぎの発ほつ端たんだったんじゃな？」

　榊がズバリと言うと、お姉さんは逆ギレして、

「ガーゴイル君が取とり憑つかれるからいけないのよ！　だいたいあんた達も騒ぎを大きくしたんでしょ！　とっとと佐々尾さんの霊を連れて帰ればいいのよ！」

「あんたがその機械を作動させなきゃ、もっと簡単にいけた気もするんじゃが……」

　口ごもる榊。双葉やガーゴイルにしてみれば、お姉さんのほかにこんな真似のできる人間はいない。いつでも台風の目なのだ。

「それでは、さっそく元に戻していただけまいか」

「はーいはーい、それじゃとりあえず降ろしてー」

　お姉さんの頼みを、井沢は素直にきいた。刀でお姉さんを縛しばっている縄なわを斬ったのだ。結果、お姉さんは天井から床まで頭から落下する。お姉さんは井沢をジロリと睨んだが、それ以上は何も言ってこなかった。

「ほいじゃ行くわよー……。みんな思い残す事はない？」

　頭を押さえるお姉さんに、幽霊達はみんな揃そろってうなずく。

「今年は今までで一番楽しい夏でござった。全ては双葉殿とガーゴイル殿のおかげでござる。代表して礼を申し上げる」

　井沢の礼にあわせて、幽霊達も頭を下げた。

「あれ、そう言えばガーゴイルどこ行った？」

　ガーゴイルは兎轉舎のどこにもいなかった。もうジーサンに憑依されているわけではないから、自分でどこかに行ったのだろうが……。

「きっと、あそこでござろう」

「あー、なるほど」

　納得する双葉。行く所といえば、一カ所しかない。

「じゃ、行くわよ――」

　お姉さんが機械を作動する。蓄音機よろしく、何かが回る音が聞こえ始める。ほんのわずかな時間だが、人間に聞こえない音を聞いたのか、犬達が一いつ斉せいに吠ほえ始めた。

「兄ちゃん達！」

　消えゆく幽霊に向かって、双葉は叫んだ。

「これからも、よろしくな！」

　兎轉舎にいる大勢の人影の輪りん郭かくが薄れていく。徐々に向こう側が透すけて見え、フェードアウトするように見えなくなっていく。

　死ぬわけでも二度と会えないわけでもない。ただ姿が見えなくなるだけで、彼らはいつでも御色町を守っているのだ。

「また来年、でござる」

　幽霊達は最後まで笑っていた。
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　昧礼寺の墓地は真っ暗だった。ガーゴイルが戦った時は照明を自みずから用意していたが、今はそんなものはない。月と星の光だけが頼りだ。

　ほとんどの墓石は倒されており、まるで焼け野原のようだった。墓地の端から端までがよく見渡せる。

　佐々尾のジーサンの墓は住職によって建て直されていた。卒塔婆を投げつけた時にはしっこが少し欠けてしまったが、住職は見ないことにした。

「や、悪いな。なんかいろいろとよ」

　墓の前に座りこんでいるジーサンが、軽く手を挙げて笑う。

「礼はいい。それより早く成仏しろ」

　住職はタバコをふかしながらジーサンを見下ろしている。

　その隣にいるガーゴイルも焦った様子で、

『その通りだ。ここで汝が悪霊になってしまったら、我や井沢殿達の苦労が何になるというのだ』

「わーってるよ」

　立ち上がり、癖くせのように尻をはたくジーサン。

「そろそろだ」

　住職は時計を見て、日付が変わることを確認する。

「なぁ、ガーゴイル」

『なんだ』

「ウチのことも、まぁ、頼むわ」

　鼻の頭をかきながら、ジーサンは見えないくらい小さく頭を下げる。これからもおばあちゃんを守ってくれと頼んでいるのだ。

『任せるがよい』

「ん――」

　さっきよりも気持ち大きく頭を下げるジーサン。礼を言ったり言われたりするのが気恥ずかしい性格だということは、もうガーゴイルも知っていた。

「んじゃ、帰るわ。またな」

「さっさと行け」

　無ぶ愛あい想そに数珠を鳴らす住職に、

「ああ、そうだ。タバコ一本くれねーか？」

「なんだと？」

「あの世に帰るまで、口くち寂さびしいからよ」

「……ほれ」

　住職は懐ふところからセブンスターの箱を取り出すと、軽く振ってジーサンに差し出す。ジーサンは箱から伸びたタバコをつまみ取ると、嬉しそうに口にくわえた。

　そして住職はジッポライターに火をつけ、無む造ぞう作さにジーサンに近づけた。

　墓場に灯ともる小さな光がジーサンの顔を照らし出す。

「サンキュ」

　タバコに火がつき、小さな煙がのぼり始める。

　ライターの火を消すと、ジーサンの姿がどこにも見えなくなっていた。

　天に還かえるジーサンの道を示すかのように、細い煙が星空に向かって伸びていく。今年のお盆が終わったことを告げる狼煙のろしであった。

　鈴虫の声が響く墓場で、ガーゴイルは気づいた。最後にジーサンがつぶやいた言葉が、タバコに対するものだけではなかったということに。

　住職はくわえていたタバコを携帯灰皿に押しこむと、墓に背を向けて歩き出す。

「……地獄で会おうぜアスタ・ラ・ビスタ、ベイビー」

　彼が小さくつぶやいた言葉は、昔の映画に出てきたものだった。




　盆が明ける。

　夏が終わる。

　ガーゴイルにとっても、様々なことを学べた貴重な夏だった。

『しかし……』

　一つだけ気になることをのぞけば、満足できた一日であった。

『この倒れた墓は、やはり我が片づけるのであろうな……』

　鈴虫のオーケストラを聴きながら、ガーゴイルはとりあえず手近な墓石を念動力で浮かび上がらせるのだった。
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　夏休みも終わりに近づいた、とある午前中。

　その日は記録的どころか前ぜん代だい未み聞もんの猛もう暑しよに見舞われ、まだ日が完全に昇っていないにもかかわらず吉よし永なが家けのクーラーはガンガンに稼か働どうしていた。和かず己みはクーラーのきいた部屋でノンビリ受験勉強をしている。

　そしてクーラーの届かない吉永家の門もん柱ちゆうの上では、ガーゴイルが本気で怒っていた。

『良いか、次にやったら双ふた葉ばといえども光線を撃つぞ』

　目には本当に光線の輝きが灯ともっていた。悪人に向けて撃つべきその光線は、腹を押さえて笑い転げている双葉にターゲッティングされていた。

「わ、悪かった！　うははははははは！」

『全まつたく反省の色が見られないようだな』

　どうしてガーゴイルがここまで怒っているのか。その答えはガーゴイルの背中にあった。一対の翼の間に、白い丸が描かれている。丸の中心には黄色いものが。

　見事な目玉焼きだった。

『双葉よ、食べ物を粗そ末まつにした上、我の身体からだで料理をするなどとは言ごん語ご道どう断だん。汝なんじはこれがどれほどの侮ぶ辱じよくか分かって――』

「まさか本当に焼けるなんて思わなかったし！　うわははははは！」

『――いないようだな』

「わはははははは！」

『双葉よ……暑さで脳に異常をきたしたのか？』

　すると転がっていた双葉がむくりと起きあがり、

「だってこんなクソ暑い上に、めちゃくちゃヒマなんだもん！　ガーゴイルで遊ぶくらいいいじゃねーか！」

『暇ならば勉強しろ』

「宿題終わっちゃったし」

「何ぃ！　終わってるだと！」

　声のした方を振り向くと、石いし田だ、藤ふじ原わら、島しま崎ざきの三バカが呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。

「ウソだ！　双葉ちゃんが宿題終わってるなんて！」

　アホの藤原宗そう次じ郎ろうなどは、目に涙まで溜ためている。

「あたしは宿題は早めに終わらせる主義なんだよ。遊ぶためにゃ努力はおしまねーぜ」

　胸を張って大ウソをブッこく双葉。本当はママに脅きよう迫はくされて終わらせたのだ。

「うわあああん！」

　信じていたものに裏切られたような気分で走り去っていく宗次郎。毎度の事なので、みんな普通にスルーしていた。

「でも双葉。アレはどうしたんだ？　自由研究が終わらないって泣いてたろ」

　石田が大学ノートを見せる。中は白紙だろう。

「あれも終わったよ。なかなか楽しかったぜ」

「何ぃぃぃ！」

　ムンクの叫びのようなポーズで驚きよう愕がくする石田。隣の島崎も同じような恰かつ好こうだった。充分に驚いてから、双葉を取り囲むように陣じん形けいを組む。軽く咳せき払ばらいをして、石田が吠ほえる。

「双葉！」

「別にいいぜ」

「まだ何も言ってないだろーっ！」

　双葉はスタスタと家の中に入ってしまう。

「ほら、早く来いよ。梨り々りと美み森もりも呼んで、終わったら遊びにいこーぜ」

「ははーっ！」

　玄関のドアを開けて手招きする双葉に、石田と島崎と戻ってきた宗次郎は柏かしわ手でを二回打って丁てい寧ねいに頭を下げた。今日ばかりは双葉が神様に見えたようだ。

　そして家の中に入ろうとしたとき、島崎がぽつりと尋ねた。

「ガーゴイルさん。その背中の目玉焼きはなんですか？」

『…………』

　ガーゴイルは無言で光線を放はなった。熱光線が島崎の股また下したをくぐり抜けて地面を焦こがす。

「うわーっ！　なんで!?」

　慌あわてて吉永家に逃げこむ島崎を追うように、残りの二人も走り出すのだった。







　美森は普通に終えていたが、意外なことに梨々が全然宿題をやっていなかった。理由を聞くと、保護者と一緒に世界一周旅行に行っていたからだという。これにはその場にいた全員が絶句した。

　とはいえ、宿題に関することならば、世界一周も近所でサッカーも同じ立場。三バカと一緒に双葉に平へい伏ふくする梨々であった。

「うわー！　なんでこんなに調べてあるんだ!?」

　双葉のノートを見た石田が口をあんぐり開けている。双葉の大学ノートには、半分くらいのページまでがびっしりと書きこまれてあった。その全すべては御色町を守ってきた幽霊によって伝えられた事こと柄がら。

「おまえら大事に写せよ。ホントに貴重な話なんだからな、これ」

　一応クギは刺したが、三バカにわかるかどうか。

　もう双葉にはノートも必要ない。あの時、幽霊達に教わった武勇伝は全て覚えている。その一人一人の顔を思い出せばエピソードが浮かんでくるのだ。だからこそ、彼らを尊そん敬けいできるのだ。

　本やノートでは、けしてそんな気持ちにはならなかっただろう。

「そういえば双葉ちゃん。こないだから、ガーゴイルさんがよくウチに来るようになったんだけど」

　宿題は全部終わったので、暇つぶしに双葉の部屋の漫画を読んでいた小お野の寺でら美森が、ふと顔を上げた。

「ガーゴイルが？　何してんだ？」

「中ちゆう尉いといろいろお話ししてるみたい。最近、暑いせいか中尉も元気ないから」

「ふーん……」

　マレスケ中ちゆう将じようの話は、双葉も聞いた。エイバリー中尉は大切な話を中将から聞いたらしい。一応の解決はしている、とガーゴイルは言っていたが。

「ま、ガーゴイルに任せておけば心配はないだろ」

「そだね」

　美森の方も、すっかりガーゴイルを信用しきっている。

　そうして宿題を写している四人を差し置いて双葉と美森がおしゃべりに興きようじていると、やがて時刻が正午を過ぎる。

「終わったーっ！」

　まず梨々が両手を上げて後ろに倒れた。ほとんど何も手をつけていない状態から、この短時間で全て終わらせたと考えると大したものである。

　程なくして三バカもブッ倒れた。一番遅かったのは宗次郎だが、みんなが必死こいて写している中、一人で漫画を読んで笑っていたので、きっと途中で諦あきらめたとみえる。

「というわけで、ありがとーっ！」

　四人が改めて双葉と美森に平伏する。

　こういう時だけは現金な子ども達だった。

　その後、ママが人数分の昼食を用意してくれたので喜んで平たいらげ、みんなで外に出かけることになった。宿題が終わったのでパーッと遊ぶつもりだ。

「あれ、双葉ちゃん――その帽ぼう子し珍めずらしいね」

　家を出た所で、梨々が指し摘てきした。

「ああ、これか」

　双葉がかぶっているのは麦わら帽子。

　ジーサンが忘れていったものだ。

　どういう現象なのかさっぱりわからないが、装置によって幽霊達の姿が見えなくなっても、この帽子だけは消えなかった。だから双葉は夏中その帽子をかぶっているのだ。

　草とジーサンの匂においをいまだ残したこの帽子。

　来年の夏になったら返すつもりでいる。

「かわいいねー、それ」

「お、おう……」

　美森にもほめられて、双葉は少し照れた。

「おや、双葉ちゃん」

　後ろから優しい声が聞こえてきた。全員が振り向くと、ジャージ姿のおばあちゃんが杖つえをついていた。今日も太たい極きよく拳けんを習いに行ってきたのだろう。

「こんにちはー！」

　双葉以外の子ども達が、揃そろって礼をする。

「はい、こんにちは。今日は暑いから気をつけるんだよ」

「はーい！」

　元気よく返事する子ども達だったが、

「って、ばーちゃん頭に何もかぶってないだろ！　これ使えよ！」

　慌てて麦わら帽子を脱いでおばあちゃんにかぶせようとする双葉だが、

「その帽子――おじいさんのだね？」

「おう。あの時、忘れていきやがった」

「だったら双葉ちゃんが使いなさい」

「いや、でもこれ……」

　ジーサンの物なのだから、所有権で言ったらおばあちゃんの方がふさわしいはずだ。しかしおばあちゃんはニコニコと笑って拒絶し続けている。

「おばあちゃんは平気。鍛きたえてるから――」

　最後まで言い終える前に、おばあちゃんは眩め暈まいを感じて後ろに倒れこむ。

「ばーちゃん！」

　咄とつ嗟さに駆け寄ろうとした双葉。

　しかし、おばあちゃんが倒れる前に、その身体が空中で静止した。まるで何者かに背中を押さえつけられているかのように。やがておばあちゃんの身体がゆっくりと起きあがり、元の体勢に戻る。

「あー、やっぱりダメだね。家に帰って休むわ」

　頭を押さえるおばあちゃん。

「いや、そっちじゃねーだろ！　今……！」

　振り向いて、三バカ達に確認を取る。彼らも今の不思議な現象を見たようで、全員目を丸くしていた。

「ガーゴイルさん、じゃないの？」

　しかし吉永家の門柱に、ガーゴイルはいない。

　おばあちゃんが自じ力りきで起きあがったのだとすれば、ワイヤーか何かで身体を支えないと無理だ。

「なんだい……まだ、帰ってなかったのかい」

　苦笑するおばあちゃん。

「帰ってないって……」

「決まってるじゃない」

　真っ青な空を見上げるおばあちゃん。それで双葉も気づく。

　誰だれよりも先におばあちゃんを助けようとする人物など、一人しかいない。もしかしたら井い沢ざわ達の仲間に入ったという可能性もある。昔は警官だったのだ、なかなか役に立つだろう。仕事をサボらなければ、の話だが。

「日射病にならないといいけど」

　呑のん気きなおばあちゃんの心配に、双葉はこう答えた。

「そしたら、ばーちゃんが看病してやれよ」

「……そうだね」

　蟬せみの声が一段と大きくなった。

　御ご色しき町ちようの夏は、まだまだこれからである。







　一方、昧まい礼れい寺じの裏手にいるガーゴイル。墓場のさらに奥には森しかない。しかし木こ陰かげをなでるような風はとても涼しかった。

『……汝も帰らぬのか？』

『カッカッカ。まぁ良いではないか。貴き様さまに代わって、昧礼寺を守護するというのも悪くない。貴様以外の人間には気づかれぬから、安心せよ』

　小さな木の下で寝そべっているのは、マレスケ中将。

『悪あく霊りようになったらどうするのだ？』

『吾わが輩はいも井沢達と同じ、この土地の気を貰もらっているから平気だ』

『むぅ』

　うなるガーゴイル。

『何か問題でもあるのか、ガーゴイルよ？』

『いや……』

　どうやらガーゴイルの苦手なものが、また一つ増えたようだった。

　それを知ってか知らずか、マレスケ中将はニヤリと笑って昼寝をしはじめた。

　森の中からうるさいくらいに轟とどろく蟬の音。それにかき消されるほど小さな声で、ガーゴイルはつぶやく。

『――暑いな』

　温度を感じないガーゴイルへの、ジーサンからの置おき土産みやげだろう。

　遠くの空に入道雲が見えた。

　夕立が来る前に帰ろう、とガーゴイルは思うのだった。
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